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　――痛い。痛い。痛い。

　オレリアはあまりの激痛にその場に蹲った。

「オレリア！　オレリア、しっかりしろ。大丈夫か？　早く水を！　医者も呼べ！」

「はっ！」

　自分に寄り添っているのは、婚約者のフレデリクだ。

　バタバタと忙せわしない足音が遠くなり、オレリアの身体がふわりと浮く。

　異物が入ったせいで涙が止まらず、目もほとんど開けられないが、フレデリクが自分を抱き上げてその場から離れようとしているのだとわかった。

　焦げた匂いが薄れていき、澄んだ空気が鼻をくすぐったところで、地面に座らされる。

　離れる温もりを追うように手を伸ばすと、大きな両手に包み込まれた。

「フレデリク様……」

　ようやく涙が異物を流してくれたのだろうか、うっすらと目を開けることができた。霞む視界には、婚約者の顔がぼんやりと映る。

「ああ、なんてことだ……すぐに医者が来る。もう少しの辛抱だ、オレリア」

　フレデリクはハンカチでオレリアの顔をそっと拭った。

　誰かが水で濡らして持ってきてくれたのか、冷たく感じられる。ハンカチが目尻や頬に擦れると沁みるので、先ほどの爆発で散った破片で傷ついているのだろう。

　爆発――そうだ。一瞬のことで何が起こったかわからなかったけれど、あのとき確かに目の前で生成中の薬品が爆ぜた。

　正式な婚姻がもうすぐだということもあり、最近のフレデリクはオレリアにラブレ侯爵家の事業を見学させている。

　彼は将来、父である侯爵の一部事業を継ぐことになっているからだ。

　今日も、いわゆる花嫁修業の一環として、オレリアはラブレ侯爵家の所有する錬金術研究所を視察していたところだった。

　その途中で一瞬、オレリアが転びそうになり、ほんの少し前のめりになったところで――

（恐ろしかった……）

　じりじりと焼けるように痛む目を片手で押さえ、オレリアは身震いした。

　爆発の規模は小さなものだったはずだ。否、あんなふうに目の前で爆ぜなければ、オレリアだってちょっと薬品が撥ねたくらいにしか思わなかっただろう。

　そうでなければ、もっと多くの人が怪我をしたり、建物が燃えたりしたに違いない。

　だが、幸いなことに、オレリア以外の人間は無事なようだった。

「フレデリク様！」

　数人の慌てた足音が近づいてきて、そのうちの一人が何かをドンと地面に置く。うっすらと目を開けてよく見ると、バケツのようだった。

「オレリア様、この水で目に入った薬品を洗い流してください」

「はい……ありがとう」

　オレリアは震えながら、バケツを覗き込む。

　ぼやけて見えにくい自分の顔は、目に異物が入ったせいなのか、それとも水面が揺れているせいなのか……よくわからない。

　カタカタと震える手で水をすくい、目にかけていく。

「……うっ」

　ああ、痛い。

　一体、自分はどうなってしまうのだろう。

　錬金術研究所で作るような薬品が、こんな水で洗い流せるものなのか。この尋常ではない痛みは、なくなるのか――

　目の痛みが頭痛までも引き起こし、不安な気持ちが胃をかき混ぜる。

　この不快感を、ただの水がすべてなかったことにできるとは思えなかった。

　それでも、医者が来るまでの応急処置はそれしかなく、オレリアは縋るように何度も何度も目をすすいだ。

　水が冷たくて、何か〝処置している〟と感じられることだけが、なんとかオレリアの理性を保っていた。

　その間にも、足音は忙しなくオレリアの周りで行き来を繰り返している。

「フレデリク様、オレリア様がお怪我をされたと――」

　息を切らしながら言う声にオレリアが顔を上げると、白衣を着た男性が彼女の前に膝をついたところだった。

　彼はラブレ侯爵家の医師だ。先日、高齢で引退した前任者と代わったばかりで、オレリアも挨拶をしたから覚えている。

「ああ、目に薬品が……とても痛がっている。水で濯すすがせたが、ほかにできる治療は？」

「薬品が流れれば、ひとまず安心だと思いますが……少々、拝見させてください」

　医師の手がオレリアの頬に添えられ、目を開かせる。

「オレリア様、視界はどうですか？　まだ痛みますか？」

「見えるけれど……ぼやけて、いて……痛いわ」

「なるほど。私を呼びに来た者の説明で手当たり次第に薬を持ってきましたが、こちらが使えそうですね」

　オレリアの答えを聞いて、医師が隣のフレデリクに視線を向けた。

　フレデリクは彼の言葉に頷く。

「そうか、よかった。オレリア、この目薬を使おう。すぐに良くなるはずだ」

「はい」

　この痛みから解放されるのならば、何でもいい。

　オレリアは一切の躊躇なく彼らの提案を承諾した。

　見えにくい視界に、ポタリと雫が一滴落ちてくる。不思議なことに、その一滴の形だけははっきりと見えた気がした。

　右目、そして左目……ホッとして両方の目を閉じる。

　これできっと良くなる。それなのに、瞼の下の熱はいつまでも引いてくれない。

　ああ、痛い。

　オレリアの意識はそこで途切れた――
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「この役立たず！」

　バチンと顔に衝撃があって、大量の紙が舞い散る音がした。

　頬に痛みが走ったのは、紙の端で皮膚が切れたのだろう。

　しかし、手で頬に触れてみても、小さな切り傷がどこにあるのか、そこから血は出ているのか……オレリアにはわからなかった。

「ラブレ侯爵家との縁談に漕ぎつけるのに、私がどれだけ苦労したと思っているんだ。この愚か者が……っ！　お前のような娘の価値など、良い家門に嫁ぐことくらいしかないというのに！」

　ガシャンと陶器が割れる音に続いて、大きな家具が倒れたような音と鈍い振動が足に伝わってくる。

　あまり動かないほうがいい。今までの経験から、逃げようとすると父の行動がエスカレートすることをオレリアは知っている。

　彼女が逃げないのをいいことに、さらに投げつけられる大量の物――ペンか、インクか、それともコーヒーカップか。

　反射的に顔を守ろうとした手の甲に刺さったのはペンだろう。

　水っぽい濡れた感覚と、また陶器の割れる音がしたから、オレリアの想像したすべての物がぶつかったらしい。

　だが、どれだけ自分の身体が傷つこうと、汚れようと、はたまたこの部屋が壊滅しようと……オレリアにはそれを確認する術がなかった。

「視力まで失った今、その唯一の価値もなくなった。お前は本当のお荷物だ！　バラデュール家の恥だ!!」

　ドンッと何か今までよりも大きな物が身体を直撃し、オレリアはぐっと呻き声を上げて倒れ込んだ。

　床に手をつくと、そこに散らばったガラスの破片が手のひらに刺さる。

「モーリッツ様、これ以上は……」

「うるさい！　お前は黙っていろ！」

　長年バラデュール伯爵家に仕える執事が見かねて止めに入るが、父の怒りは収まらないようだ。

　また新たに調度品が犠牲となる音が響く。

「……申し訳、ありません」

　オレリアの謝罪の言葉を、父は聞いただろうか。

　答えは否だ。相変わらず部屋が荒れていく音が鳴りやまないので、聞くつもりもないのだろう。

　涙は出ない。

　十八年の人生で、父がオレリアに優しい言葉をかけてくれたことなど一度もなかった。いつになく激昂しているけれど、彼の言葉や態度には慣れている。

　オレリアは跡取りになれない一人娘。

　娘の利用価値は政略結婚のみ。

　どうしようもない事実と父の頑なな考えは、オレリアを蔑み、憎む燃料にしかならなかった。

　兄弟がいれば彼女の待遇も変わったかもしれないが、今さらそんなことを言ったところで虚しいだけだ。

　ただ、これ以上悪くはなるまいと思っていた父の態度がひどくなることなど、誰が予想できただろう。

　あの日、オレリアが不幸な事故で失明さえしなければ、少なくとも表向きは平穏な日々が続いていたはずだ。

　父がフレデリクを選んだのは、彼らラブレ侯爵家の錬金術とバラデュール伯爵家の鉱山開発が相性のいい事業だと考えたから。さらに、フレデリクは次男で、オレリアとの間に生まれた男子をバラデュール伯爵家の後継ぎにできるからだった。

　しかし、錬金術研究所での事故の後、オレリアは治療の甲斐なく視力を失ってしまった。

　オレリアが自分で転びそうになったとの目撃証言もあり、運が悪かったという結論が出されたのだが……ラブレ侯爵家はバラデュール伯爵家との婚約を破談とした。

　もともとバラデュール伯爵家からの無理を押し通した縁談だったこともあり、ラブレ侯爵家は、この話をなかったことにするよう通達してきたのだ。気持ち程度の〝見舞金〟とともに……

　結局、バラデュール伯爵家はそれを受け入れざるを得なかった。

　すべての計画が台無しになった今、父は執務室として使っていた部屋を修復不能にするかのごとく破壊していく。

　彼を止められる者は、この屋敷にいない。

「あなた……もうおやめください」

　おろおろとした女性――母の声は、部屋がぐちゃぐちゃになっていく騒音の中では小さすぎる。

　オレリアはそう思ったけれど、父にはしっかり聞こえていたようだ。

「なんだと？　私に文句を言うつもりか!?　そもそもお前が男を産めば、こんなことにはならなかった！　役立たずのくせに口を挟むな!!」

「ですが、これ以上この子が醜くなったら、本当にどこにも嫁にいけなくなりますわ」

　震える声に滲むのは、夫への恐怖と娘への恨みだ。

　この母もまた、オレリアを嫌っている。

　夫からの冷遇の原因がオレリアにあるから。娘しかできなかったせいで、バラデュール家での立場がないといつも嘆いている。

「目の見えない嫁など、誰がほしいというのだ！」

「そっ、それは、あの……政略結婚なら……そうですわ！　バラデュール伯爵領の鉱山開発に興味を持つ方もいるはずです。この子一人を養ってでも、手に入れたいと思う方が――」

「こんな娘のために貴重な鉱山資源を譲るだと!?　ふざけるな！　卑しい家の者たちに目の見えない娘をもらってやったと大きな顔をさせるなど言語道断。そんなこともわからずに領地経営に口を出すな！　この役立たず!!」

「きゃああっ」

　ガシャンと大きな音がした瞬間、風が吹き込む。今度は窓を割ったらしい。

「ごめんなさい、ごめんなさい――」

　母が謝り続けたことで溜飲が下がったのか――否、おそらくもう壊す物がなくなったのだろう――父はようやく当たり散らすのをやめ、代わりに舌打ちをした。

「謝るくらいなら最初から大人しくしていればいいものを。誰のおかげで今まで贅沢な暮らしをできたと思っている。若いだけが取り柄だったお前を娶ってやったのに、結局こんな出来の悪い娘一人しか産まなかった。せっかく膳立ててやった縁談も、くだらん不注意で白紙にしたこの親不孝者！　それも、ラブレ侯爵家はすでに代わりの婚約者を立てただと？　バラデュール家は社交界で笑い者だ！　これではろくな集まりに呼ばれん」

　ぶつぶつと独り言のような愚痴が遠ざかっていく。

　父は部屋を出ていこうとしているようだ。

「うちの女どもは揃いも揃って、私の顔に泥を塗りおって。この母親から生まれた娘では、侯爵家に嫁いでも恥の上塗りだったかもしれないな。ああ、そうだ……娘まで男児を産めない身体だったら、それこそ家門の恥だ」

　なんとか自分を納得させようとしているのだろう。

　気のすむまで暴れたこともあって、父はすべての責任が妻と娘にあると結論付けることで落ち着きを取り戻したようだった。

　扉が閉まり、静かになった空間には母のすすり泣く声が響く。

「お嬢様、大丈夫ですか？　手当てを……」

「そんな子より、私の心配が先でしょう！」

　執事がオレリアを先に気遣ったことに腹を立て、母が金切り声を上げた。

「あんたのせいで、私まで責められたのよ！　あんたが生まれてきたせいで！　あんたが失明なんかするから！　あんたが全部悪いのよ!!」

　執事の手を借りて立ち上がろうとしたところに、頬を思いきり叩かれて、オレリアは再び床に倒れ込む。

「奥様、落ち着いてください。すぐに皆を呼びますから」

　執事はそう言ったが、この騒ぎに気がつかない者などいなかったはずだ。父が執務室から出ていったことを知れば、手隙の者は自然と集まってくるに違いない。

　オレリアの予想通り、執務室ではすぐに片付けが始まり、彼女も手当てをしてもらった。

　母はひとしきりオレリアに悪態をついてから執務室を出ていき、オレリアも使用人の手を借りて部屋へ戻る。

　一人で静かな寝室にいるときが一番平穏な時間だ。

　失明する前もそうだったけれど、自室を一歩出れば両親からの嫌味と使用人たちからの同情が降り注ぐ。

　失明したことに加え、不慮の事故の責任までなすりつけられたことで、今日はいつにも増してかわいそうだと思われているように感じられた。

　実際に彼らの表情を見ることができなくなってもそう感じるほどだから、自分は相当に不憫な境遇にあるのだろう。

　だが、オレリアにとっては以前と今にたいした差はなかった。

　両親から責められるのも、周囲の者の同情も、自分の感情も……これが彼女の普通だ。

　最初から何もなかった。

　両親の愛も、それを欲する感情も、何もない。

　婚約者の愛すら、結局は政略結婚という契約上のもので、なかったのと同じ。

　オレリアは、生まれたときから孤独だった。今さらそれを悲しむ気持ちにもならない。

（私はこれからどうなるのかしら……）

　父の求める結婚はできなくなった。ほかの貴族が積極的にオレリアを望むとも思えない。

　オレリアに残された道は何なのだろう。

　何にせよ、彼女に選択肢があるわけではない。

　オレリアにできることは、父が代わりの縁談を持ってくるのを待つことだけだ。そうでなければ、できるだけ両親を刺激しないように静かに屋敷で過ごすだけ。

（今までと変わらないわ）

　何も変わらない。

　オレリアの目が見えようが見えまいが、彼女に自由などありはしないのだ。
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　しばらくベッドに横になってうとうとしていたら、随分と時間が経ってしまったらしい。

　視力は失ったが、部屋の明暗程度はわかる。部屋に差し込む光を感じられないので、すでに日が落ちたのだろう。さらに廊下の外が騒がしくなったのは聞こえてきた。

　視力を失ったせいか、以前よりも耳が敏さとくなった気がする。

　ノックの音に返事をするが、それが来訪者に聞こえたかどうかはわからない。

　オレリアは自室の奥の寝室にいて、扉を開けるために部屋を移動するのもだいぶ時間を要する。

　屋敷の者はそれを理解しているから、ノックの後は少し扉を開けて「入りますよ」と声をかけて入ってくることが普通になった。

「オレリア様、寝室にいらっしゃいますか？」

　馴染みのある声は、世話係のものだ。

「ええ。どうしたの？　もう夕食の時間だったかしら？」

　オレリアがベッドから下りて注意深く歩いている途中で、空を彷徨っていた手を掴まれる。

　自室の広さや家具の配置は頭に入っているが、視力を失ってから日が浅いので、一人でスムーズに歩くのは難しい。

「いえ……パーティのお仕度をさせていただきます」

「パーティ？」

　オレリアは首を傾げる。

「はい。伯爵様が……本日、オレリア様をお連れすると……」

　歯切れの悪い口調は、オレリアと同じことを考えたからだろう。

　視力を失った娘をパーティに連れていく――しかも、つい先ほど「結婚がダメになった」と騒いでいたばかりの父が。

「本当にお父様がそうおっしゃったの？　でも、私は……」

「申し訳ありません。お時間がありませんので、急ぎます」

「……わかったわ」

　パーティに行っても踊れないどころか、まっすぐ歩くこともままならない。

　だが、そんなことを彼女に言っても仕方がない。この家で父の命令は絶対だ。

　オレリアはパーティに行くしかない。

　鏡台に座らされても自分の姿が見えるわけではないが、ウェーブのかかった赤くて長い髪がどんなふうになっているのかは、なんとなくわかる。

　櫛が動く振動と首筋に当たる毛先の感触で、今までの記憶から予想するだけだ。

　化粧の色味はまったくわからないが、手順はいつも通りだから、これもオレリアの記憶の中にある顔のどれかになっているはずだ。

　もともと白い肌には少しの白粉、緩やかなカーブを描く眉を少し補って、アイラインで目を強調する。チークとリップは控えめに。

　自分の顔が一般的にどう評価を受けるのか、あまり興味がなかったのでわからないが……赤色の瞳は、髪色と同じせいか、化粧をしてもあまり目立たないように感じていた。

　ドレスの色も形もわからないし、それが自分に似合っているかどうかも見えない。

　もっとも、それは視力を失う前も似たようなものだった。オレリアは与えられたものを受け入れるだけだから。

「素敵ですよ。深い緑色が大人っぽくて」

「そう……ありがとう」

　オレリアは世話係の言葉に曖昧に微笑んだ。

　肩が大胆に露出していることは肌に触れる冷たい空気でわかる。世話係は「大人っぽい」と表現したが、つまるところ「男を誘惑する」ドレスを着させられたのだ。

　父が自分をパーティに連れていくと言い出したことからも想像がつく。彼は娘がフレデリクに代わる婚約者を見つけることを望んでいる。

　社交界には恥ずかしくて顔を出せないと嘆いていたが、一体どんなパーティに連れていくというのか。

　オレリアに拒否権はないものの、不安になるのは避けられなかった。

「さぁ、馬車を待たせています。参りましょう」

「ええ」

　世話係に促され、オレリアは彼女の手を取る。

　ドレスのスカートがボリュームを抑えた形なのは助かった。

　周囲の障害物を視認できない今、あちらこちらにぶつかっていては進めないし、調度品を壊してしまっては困る。

　特に階段は普段着でも上り下りが大変なのに、パーティ用のドレスでは裾を踏んでしまわないか、靴が段差に引っかからないか、苦労も倍だ。

　馬車に乗ったときには、オレリアはすでにパーティを終えたかのような疲れを覚えていた。

「フン、やはりお前も若いだけが取り柄の愚かな娘だな」

　すでに馬車に乗っていたらしい父が、鼻で嗤う。

「もう使えるのはその身体だけなのだから、女らしく振る舞って男を捕まえてこい。貴族の身分があるならこの際誰でもいいわ。ああ、婚約者に捨てられたかわいそうな女を演じて同情を誘えば、振り向く男もいるかもしれんな」

　侯爵家から婚約破棄されたことで、社交界での面子は地に落ちた。その原因であるオレリア――バラデュール伯爵家の汚点――を、とにかく屋敷から追い出したい。

　父の口調からは、そんな苛立ちが感じられた。

　馬車がパーティ会場へ向かう間、彼はずっと「誰でもいいからお前をもらってくれる人を探せ」と繰り返す。

　窓の外の景色で気分を紛らわせることもできず、オレリアはずっと呪いのような言葉を聞いていた。

　目が見えない今、耳からの情報が際立って、余計に滅入る。

　馬車が止まる頃には、父の言葉はオレリアの義務、そして使命として彼女の脳裏に刻みつけられていた。

「やっと着いたか。早く行け」

「え……」

　目が見えなくても、父がオレリアを追い払う仕草をしたのがわかる。それほどに、彼の言葉は娘を邪魔者扱いしていた。

「なんだ、その顔は。お前のような親不孝者を私がエスコートするわけがないだろう。婚約破棄はお前の責任なのだから、自分の尻拭いをしてこいと言っている。さっさと行け。相手が見つかるまで屋敷に帰ってくるんじゃないぞ」

「で、ですが……！」

「うるさい！　口答えするな。早く降りろ！」

　思いきり手首を掴まれて、馬車の外へと押し出される。

　馬車の出入り口も段差も外の様子もわからないのに……

　案の定、オレリアは段差を踏み外し、転びそうになった。かろうじて、馬車の外で待機していた御者が彼女を支えてくれ、事なきを得たけれど。

「お嬢様、大丈夫ですか？」

「……ええ。ありがとう」

　彼の手を借りて体勢を立て直し、馬車のほうを振り返る。

　だが、父はもう何も言わなかった。おそらく、オレリアを見てもいないだろう。

　オレリアはドレスのスカートを握り、前を向いた。

「どなたか、手を貸していただけませんか？」

　周囲にいるだろうほかの招待客か、パーティのホストに声をかけてみるが、誰もオレリアに近づこうとしないようだ。

「お嬢様、私が会場までお連れしましょうか？」

　言いにくそうに口にしたのは、御者だ。本来は仕える家の一人娘をエスコートなどできない身分だが、この状況では自分が申し出るほかないと判断したのだろう。

　オレリアは一人で歩くこともままならないし、ほかに手伝ってくれる人も名乗りでないのだから。

　父も御者が娘を手助けすることに口出しするつもりはないようだ。

「ありがとう。そうしてもらえると助かるわ」

「では、僭越ながら……歩きにくかったら仰ってください」

「大丈夫よ。先導してくれるだけでいいから」

　オレリアは御者の腕につかまって、パーティ会場へ向かった。

　会場内に入ることはできないので、入り口で別れることになる。

「お嬢様、どうかお気をつけて……パーティ終了のお時間に、またお迎えに参ります」

「わかったわ」

　ほかの貴族の目があって肩身が狭いだろうに、最後まで自分を気遣う御者に笑顔を返し、オレリアはゆっくりと会場内へ歩を進める。

　壁伝いに歩けば、なんとかなるだろう。

　周囲の音と気配を注意深く感じ取りながら、あまり不格好にはならないよう、右手を壁に沿わせて歩く。

「まぁ……あれ見て。目が不自由になったという噂は本当だったのね」

「あんなに無理してパーティに来るなんて……ラブレ侯爵家のフレデリク様から捨てられて、きっと後がないのよ」

　本人たちはこそこそしているつもりなのだろうか。

　すべて聴こえるのは、彼女たちに悪意があるからなのか、オレリアの耳が視力を補おうとしているからか……

「あれではどの家にも嫁げないだろう。夫人としての仕事ができない」

「屋敷の管理を任せられないと、我々も安心して外に出られませんからね」

　ここでもオレリアは厄介者扱いだ。

　当然のことだけれど、それでも彼女はこのまま黙って帰れる立場にはない。

　――誰でもいい。

　父にもそう言われた。

　あくまでオレリアの感じる印象だが、このパーティに招待された客は多そうだ。この中に、彼女に興味を示す者が一人くらいはいるかもしれない。

　オレリアはふぅっと息を吐いた。

（ここなら、邪魔にならないかしら……？）

　壁際にいれば、人の妨げになることはないはずだ。

　ひとまず会場に入ることはできたが、これからどうしたらいいだろう。

　目が見えない今、人で溢れ返る会場を歩き回ることは困難だし、ダンスも踊れない。

　とはいえ、誰かが話しかけてくれるのを待っているだけでは、父の命を遂行できないので、何か方法を考えなければならない。

「バラデュール嬢」

「あ……はい？」

　急に話しかけられて、オレリアは声が聞こえたと思う方へ顔を向けた。

　しかし、クスっと笑う声は彼女が思っていたのとは違う方向だ。

「あの、どちらに……」

　会場が騒がしく、音だけで方向を聞き分けるのは至難の業だ。

　思わず手を彷徨わせると、すぐにその手を取られた。

「ああ、こちらです。驚かせてしまいましたね。申し訳ありません。私はプルヴェ伯爵家のオーギュストと申します」

「いえ……こちらこそ、失礼を。オレリア・バラデュールです。オレリアとお呼びください」

「では、僕のこともオーギュストと呼んでください。オレリア嬢」

　オーギュストはオレリアの手をそっと握り、親指で手の甲を撫でた。

　親しみを込めた仕草なのだろうが、オレリアはぞっとして鳥肌が立つ。あまりいい気分はしないのが正直な感想だ。

　しかし、せっかくオレリアに話しかけてくれた貴重な人を無下にすることもできず、オレリアは眉を下げた。

「ダンス……は難しいですね。よろしければ、静かな場所でお話でも？」

「はい。ぜひ」

　オーギュストの声色は優しいが、猫撫で声のような少しわざとらしい響きが気になった。そのせいか、視線が絡まるような感じも受ける。

　彼は本当はどんな表情をして、どんなふうにオレリアを見ているのだろう。相手の様子がわからないのは、やはりコミュニケーションを取る上で障害になる。

　それでも彼がオレリアを気にかけてくれた親切な男性であることに変わりはない。オレリアはとにかく彼と話してみようと前向きに考える。

　オーギュストに手を引かれるままに歩いていると、ふわりと夜風が肌を撫でた。

　足に伝わる感覚がやや硬さを増し、石造りを思わせる。会場の外に出たのだろう。

「階段がありますよ。気をつけて」

「あ、はい」

　支えられながら階段を数段降りると、今度は柔らかな地面を感じる。芝生なら、庭に出たことになる。

　人の少ない場所で、オレリアがオーギュストとの会話に集中できるよう配慮したのかもしれない。

「事故のことは……残念でしたね。視力は……もう、戻らないと言われたのですか？」

「はい。まったく見えなくなってしまって、今は日常生活に慣れる努力をしています。せめて、周囲に迷惑をかけないよう生活できれば……」

「新しい縁談に結び付くと？」

　揶揄を含んだ言い方だったけれど、オレリアは頷いた。

　無謀だと思われても仕方がない。現に「盲目の嫁は役に立たず、迷惑だ」という理由で婚約破棄されたのだ。

「視力は戻らないので根本的な解決にはなりませんが、自力でできることが増えれば、少しは……」

「そんなに無理をする必要はありませんよ。努力などしなくても、今のオレリア嬢に興味のある男性はいます」

「オーギュスト、さん？」

　クスっと笑った彼の声に混じり、微かな息遣いが複数聴こえる。

　周囲を確認したくて顔を左右に振ってみても、状況が見えるわけではないのに……つい、視力があった頃と同じように行動してしまう。

　それを可笑しく思ったのか、オーギュストがまた笑った。

「本当に何も見えないのですね。面白そうだ」

　彼の言葉が合図のように、オレリアの腕が掴まれる。

「――っ！」

　左右から一人ずつ、力の強さからして男性だろう。

「目が見えないと、ほかの感覚が敏感になるというのは本当ですか？」

「それにしては、耳はあまりよくないみたいですが」

　オーギュストの問いにはオレリアの右手を掴む男が反応する。右耳に生温かい息がかかり、オレリアは首を竦めた。

「あなたたち、何を……」

「興味があるんです。目が見えない女を抱くのはどういう感じなのか」

　つまり、オーギュストは初めからここにいる男たちとオレリアを襲うつもりだったということだ。

　オレリアの不快感は間違っていなかった――今さら気づいても遅いけれど。

「さぁ、私の質問に答えてください。視覚以外の感覚が鋭敏になるのですか？」

「や、めて」

　するりと首筋を撫でられて、オレリアは恐怖に震える声を出した。

　少なくとも三人に囲まれているオレリアに逃げ場はない。運良く拘束から逃れたとしても、一人で会場に戻ることは不可能だ。

　走っても転ぶのはわかりきったことだし、転ばないように慎重になればすぐに捕まってしまう。

「やめてください。こんなことをしたら、どうなるか――」

「僕たちは何も。貴女が何を言おうが、見えていない人の証言など信用に値しません。貴女は僕の顔が見えていないのに、僕が本当にプルヴェ伯爵家のオーギュストだとわかるのですか？」

　呆れたように言われて、オレリアはハッと息を吐いた。

　オーギュストは彼女の顎を指でつぅっとなぞる。

「僕が本物でも偽物でも、貴女には真偽がわからない。それなのに、プルヴェ伯爵家の名を出せば、困るのは貴女のほうでしょう？」

　濡れ衣を着せようとしたと疑われるのはオレリアだ。

　普通なら、そんなことは構わず伯爵家の娘として強気に出ることもできるのかもしれない。

　だが、オレリアは……彼女の父は、娘の意見など聞くわけがない。肉親ですら信じない娘の証言を、誰がまともに受けるだろう。

　すでに醜聞で立場の悪いバラデュール伯爵家が何を言おうと、さらに印象が悪くなるだけだ。社交界で目立とうとしているとか、同情を誘おうとしているとか言われてしまうことは容易に想像できた。

「あ……誰か……」

「誰も来ませんよ。盲目の貴女に興味があるのは、僕たちくらいでしょう。目が見えない女はこの上なく都合がいいのに、皆さんわかっていませんよね。そう思いませんか？」

　額を合わせて言われ、オレリアは思わず後ろへ足を引いた。もちろん、二人の男に羽交い絞めにされていては、逃げることは叶わない。

「貴女が会場から消えて、皆さん安堵していることでしょう。僕たちを邪魔する者は誰もいません。さぁ、ゆっくり遊びましょうね」

「や――っ」

　するりと大きな手が胸の膨らみを掴む。

　同時に、左右からも身体を弄られた。

「肉付きが悪いなぁ」

「でも、胸はまぁまぁだ」

　左右の男が好き勝手に感想を言う。

　気持ち悪い。

　オレリアは歯を食いしばり、嗚咽のような呻き声のような音を必死に呑み込んだ。

「もうちょっと色気のある声を出してくださいよ。それとも、感度が悪いのかな？」

「ひっ」

　ぬるりと頬に湿った感触が伝い、オレリアは引き攣った悲鳴を上げる。

　恐怖で涙が零れ、舐められた頬の感触が紛れるのだけが救いだった。

「まだ視力を失って日が浅いから、ほかの感覚が突出するほどではないのか……まぁいい。何度かヤれば、そのうちよくなるだろう。オレリア嬢、貴女にいいことを教えてあげます」

　ふぅっと右耳に息を吹きかけられて、オレリアは震えあがった。

　自分はこのまま犯されるのだと……いいように弄ばれるのだと言われている。

　オレリアに抵抗する術はない。

「僕好みの身体になれば、貴女との縁談を考えてもいいですよ。従順な女を探していたんです。目隠しをすると嫌がる女がいて面倒だったんですが、貴女はそもそも見えないから手間が省けますし……見えなければ、どんな男に抱かれても大差ないでしょう？　いろいろな男に犯される妻を見るのも楽しめそうだ」

　興奮した声で言われ、オレリアは自分が立っている地面が消えたような感覚に襲われた。

　暗闇の、さらに奥底へと落ちていくような気分だ。

　視力を失った――たった一つの事実が、こんなにも自分の尊厳を奪うとは思わなかった。いや……オレリアが尊重されたことなど一度もなかった。

　父の言う通りに生き、結婚をすれば夫に従い、ずっと誰かの道具であり続けることが彼女に課せられた運命。

　だとしたら、ここでオーギュストに従うことが平穏な日々を得ることに繋がるのではないか。

　どうせほかの人には見向きもされない身。それでも、父はオレリアをどこでもいいから貴族の家に嫁がせたい。

　そして、父の望みを叶える一番の近道が今、目の前にある。

　オレリアはそこで身体の力を抜いた。

　震えは収まり、気持ち悪いと思っていた男たちの手にも何も感じない。

　そうだ。今、オレリアの目的は果たされようとしている――

「随分と趣味が悪いんですね、プルヴェ卿」

「誰だ!?」

　急に割って入った声は、オレリアが今までに聞いたことのない男性のものだった。

　どこから来たのかはわからないが、オーギュストの仲間ではなさそうだ。

「これは失礼。私はペルティエ公爵家が長男、セザールと申します」

「なっ、ペルティエ卿？　こんなところで、何を、なさって……」

「それは私が伺いたいですね。女性を男三人で囲んで、そんなふうに拘束していらっしゃるところを見ると……どうも同意の上とは思えませんが」

　セザールの声は穏やかな響きだったが、その中には鋭さがある。

　ペルティエ公爵家はこの国で王家に次ぐ地位にある家門だ。随分前に前公爵夫人の不貞がスキャンダルとなったが、離縁して新たな夫人を迎えている。

　前妻との間にもうけた娘は公爵が育てていたと聞いているが、彼女についてはあまり話題にしないのが社交界での暗黙の了解だった。

　セザールは後妻である現公爵夫人の息子で、眉目秀麗な上に優秀と評判の次期当主だ。彼が社交界に出るようになり、前妻や姉の印象は薄れ、以前の悪い評判も鳴りを潜めている。

「それで……彼女と結婚したいのに、ほかの男との情事を見たいとか？」

「あ、いや、それは……言葉の、あや、で……」

「言葉のあや？　ほかの解釈があるということですか？　では、一体どんな意図での発言だったのか、真意を伺ってもよろしいですか？」

　セザールが矢継ぎ早に質問すると、オレリアの両脇から男が退いた。

　オレリアは呆然と立ち尽くしたままでいたが、ふと肩に触れられてビクッと身体が跳ねる。

「驚かせてしまい、申し訳ありません。貴女を傷つけるつもりはありませんから、安心してください」

　そう声をかけてくれたのは、セザールだった。

　その後、オレリアの肩が重くなり、温かなものがかけられる。おそらく、セザールの上着だろう。

「まぁ、貴方の真意はさて置き、オレリア嬢と結婚しようなどとは考えないことです。なぜなら、彼女には私から縁談を申し込む予定ですから」

　さらに予想外の発言に、オレリアは固まった。

　本当に驚いたときには、声が出ないらしい。口は開いたが、喉の奥に詰まった言葉が出てくることはなかった。

「そっ、そうでしたか！　あ、はは……僕が出る幕などありませんね。エスコートをされていらっしゃらなかったから、その……えっと、ただ、僕はオレリア嬢が一人で大変そうだったので、手を……」

　しどろもどろになっているオーギュストは、言い訳にもならないことを喋っている。

　ほかの二人はまったく発言しないが、逃げたのだろうか。セザールに対して何かを言えるほどの身分ではないのかもしれない。

「もう結構です。オーギュスト・プルヴェ、そしてそこのお二方も……皆さまには、私の未来の妻が世話になったようですので、後ほどお礼をお送りしましょう」

「ひっ、俺たちは何も！　オーギュストに頼まれただけで」

「そうです。まだ、ちょっと触ったくらいで、そんな……」

　二人とも、そう言いかけたところで「ひぃぃ」と情けない声を上げている。

　セザールが何も言わないので、どんな状況なのかがわからないが、とにかくオーギュストを含め三人全員が公爵家を恐れていることは推察できた。

「とにかく、早く消えてください。いえ、私たちがお暇いとましましょう。オレリア嬢、少々失礼しますよ」

「え……あっ」

　ふわりと身体が浮いて、オレリアは思わず手を伸ばした。その手は空を切ったけれど、彼女の身体はしっかりと支えられていて、落ちることはなさそうだ。

「その可愛らしい手を握れないのが残念です」

「ペルティエ卿、あの……」

「どうか、私のことはセザールとお呼びください」

「え、と……セザール様……あの、どちらへ……？」

「馬車までお運びするだけですから、心配なさらないでください」

　大人しくしているようにと諭された気がして、オレリアは小さく頷いて両手を胸の前で握った。

　セザールには、オーギュストに対するような不快感はない。

　その勘が当たっているかどうかはわからないが、どちらにしても今のオレリアが頼れるのはセザールだけだ。

　彼はオレリアを抱きかかえていても、しっかりとした足取りで進んでいく。

　声が聞こえてくる位置からして背は高そうだが、体格はがっしりとした筋肉質には感じられない。オレリア一人を軽々持ち上げられるくらいなのだから、鍛えられてはいるだろうけれど。

　しばらく静かな道だったのが、人の話し声が近づいてきて、会場に戻っているのだとわかった。

　人々がざわついたのは、セザールがオレリアを横抱きにしていたからだろう。

　彼はそんな人々の驚きにも歩みを止めない。馬車まで運ぶと言っていたから、エントランスまで進むのだと思われた。

　しかし、オレリアの乗る馬車は待機していない。

「あの……私の馬車は、パーティが終わるまで戻ってこないので、会場で下ろしていただけませんか？」

「馬車がいない？　なぜですか？」

「それは……父が先に屋敷に戻りましたので」

　伯爵令嬢がエスコートもつけず、さらに父親が盲目の娘を置いて帰ったというのは、不自然なことだろう。

　セザールが黙ってしまい、オレリアは気まずくなって揉み手する。

　ほかにどのように理由をつければいいのかわからなかったのだが、先に口を開いてくれたのはセザールだった。

「でしたら、私の馬車でお送りします。このままパーティに参加するのはいい気分ではないでしょう。それに、貴女との縁談のお願いは明日改めるとしても、バラデュール伯爵にはご挨拶をしないといけません」

「えっ」

　オレリアは目を見開いた。

　そんなことをしてもセザールの表情を見ることはできないのだが、彼の真意を探ろうと神経を研ぎ澄ませる。

　確かにセザールは先ほどオーギュストに「私から縁談を申し込む予定です」と言っていた。

　だが、それはオレリアを助けるための方便だと思ったのだ。

　ペルティエ公爵家ほどの名家の長男が伯爵令嬢と結婚するというのは、前例がない。それでも、貴族同士の結婚ならばまだ認められる可能性はあるが……

「でも、私は目が……」

「そんなことは些細なことです」

　セザールが何でもないことのように言うので、オレリアはますます混乱した。

（些細……？　目が見えなくなって、こんなにも大変なのに……）

　生まれつきならば十八年の間に順応していたかもしれないが、今のオレリアは一人で歩くことすらままならないのだ。

　公爵夫人ともなれば、社交活動は必須。常に誰かの補助が必要では、公爵家ほどの交際を捌くことは難しい。

　現に、オレリアはそれを口実にラブレ侯爵家に婚約を破棄された。

「突然のことで驚かせてしまいましたよね」

「それは……はい。あの……私たち、初めてお会いした、と思うのですが……」

「ええ。初めてですね」

　セザールがなんということなく答えるので、オレリアは言葉に詰まった。

　彼の真意がまったく読めない。

　オレリアが困惑している間に、馬の鼻息が聞こえてきて、さらにセザールが御者に行き先を告げる。

　彼はオレリアを下ろすことなく馬車の踏み台を上がったようで、オレリアの身体が少し上下に揺れた。

　そのすぐ後、ふわりと柔らかなクッションの上に座らされる。

　さすがは公爵家というべきか。馬車の豪華さは、座っただけでもわかるくらいだ。華美な装飾が施されているのかは確かめられないが、少なくとも内装には上質な素材を使っている。

「一目惚れ、というのでしょうか。貴女を見た瞬間、運命だと思ったのです」

　セザールにそっと手を握られて、オレリアは頬が熱くなるのを感じた。

　頬だけではない。握られた手も熱い。

　触れた場所から伝わるセザールの体温で、身体が火照っている。

　一目惚れだとか運命だとか……そんなことを言われたのは初めてで、胸が高鳴った。

　フレデリクには感じたことのない、眩暈にも似た羞恥心と驚きが、オレリアの身体を駆け巡る。

「でも、私……」

「貴女の憂いは承知しています。失礼ながら、事情は先ほどの会場で……皆さん、噂話がお好きで困りますね」

「だったら、なおさら私をお選びになる理由がわかりません」

「理由など……この胸の高鳴り以外にありませんよ」

　椅子が微かに揺れ、隣にセザールが座ったのがわかった。

　握られたままの手を導かれ、滑らかな生地に触れる。

　彼のシャツだろうか。そうぼんやりと思ったところで、オレリアの手の甲に覆いかぶさる体温――手のひらに伝わってくるのは、トクトクと少し速い鼓動だ。

　自分がセザールの胸に手を当てているのだと気づく。

「貴女を求めるこの気持ち……わかっていただけますか？」

　セザールの鼓動は自分の手ではっきりと感じる。だが、オレリアは未だ半信半疑だ。

　すると、彼はふふっと笑った。

「少しだけ、失礼します」

「セザール様？　あ……」

　セザールの手の温もりが離れたと思ったら、すぐにそれが背中に回る。もう一方の手はそっとオレリアの頭を包み込み、彼に引き寄せられた。

　彼の胸に触れていた手の近くに耳が当たり、先ほどよりも近くにその鼓動を感じる。

　トクン、トクン、と……体温と相まって心地よい音は、オレリアを安心させた。

　セザールの腕は優しく、温かい。

「一目見て、貴女が運命の人だとわかりました。柔らかそうな赤い髪、白く美しい肌、可愛らしい顔立ち……愛らしい外見とは裏腹な、憂いを帯びた佇まいにさえ魅了され、貴女から目が離せませんでした。私の手を取ってくれたら、きっと……」

　うっとりと囁きながら、セザールはオレリアの髪を撫でる。

　その手つきが慈しみに満ちていて、彼女は目を閉じた。そうすると、彼の鼓動が自分のもののようにすら感じられる。

「幸せにしてみせます。すべて私に委ねてください」

　セザールの言葉は、少し遠くで紡がれているような不思議な響きを持っていた。

　まどろみの中で聴こえる子守歌は、こんなにも優しい音なのだろうか。じんわりとオレリアの心に沁み込んでいく。

　もしかしたら、これは夢なのかもしれない。

　目を開けたら覚めてしまう儚い夢――相変わらずの暗闇に落胆するのが怖くて、オレリアは無意識に手に力を込めていた。

　彼女がシャツを握り締めたことに気づいたのだろう。セザールがオレリアの拳を自分の手でそっと包み込む。

「大丈夫。心配しないでください。これからは、ずっと貴女のそばにいますから……」

　甘い囁きがオレリアの心を揺らす。

　このまま、幸せな夢が終わらないでほしい。

　カタカタと馬車が進む。

　オレリアはその音が止まらないよう祈った――
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　翌日。

　朝早くから身支度を整えられ、珍しく家族と一緒の空間で過ごすひとときは、妙な緊張感と高揚感が入り混じるものだった。

「おい、茶の準備はできているんだろうな？　いいか？　万が一にも粗相がないようにするんだ！」

　落ち着きのない父は、先ほどからずっと使用人たちに客人のもてなしについて厳しく確認している。

　だが、その声には隠し切れない喜びが混じっており、機嫌はいいようだ。

　母も何も言わないので、安堵していることだろう。

　つまり、昨夜の出来事は夢ではない。

　オレリアは安堵と困惑で手に汗をかいている。

　セザールが自分を望んでくれている――夢ではないのなら、それはとても喜ばしいことだ。だが、現実だからこそ「なぜ？」という疑問が拭えない。

　わざわざ盲目の伯爵令嬢を夫人に望む理由は何だろうか。

　セザールは一目惚れだと言ったが、それだけで結婚を決めるほど、彼が短絡的な性格だとは思えない。

　ペルティエ公爵が厳格な人だというのは、社交界では有名な話だ。

　そんな彼がすでに領地に隠居状態で、ほとんどの仕事を息子に任せている。公爵に認められ、社交界でも優秀だと評判のセザールが、恋に溺れるなど想像しがたい。

　かと言って、バラデュール伯爵家にペルティエ公爵家の利になるような何かがあるわけでもないはずだ。

「それにしても、まさかペルティエ卿をひっかけてくるとは、お前もやればできるじゃないか」

　下品な笑い交じりに言われ、オレリアは身体を硬くした。

　この父親に対する不快感は、昨夜の暴漢に感じたものと同じだ。

「目が見えなくなって困っているお前を、憂いを帯びていると美化してくれたのだろう。あの年頃の男は、ミステリアスな女に惹かれるものだからな。お前はただ陰気なだけだが、勘違いしてもらえてよかった！」

　父の心ない言動は今に始まったことではない。

　オレリアはそっと目を閉じた。

　昨夜、セザールは彼女が乱暴されそうになったことを言わなかった。

　盲目の娘をパーティ会場に置き去りにした父の性格をわかっていたからなのか、心配かけさせまいという配慮なのかはわからない。

　ただ、オレリアが一人で困っていたので送り届けたとだけ言い、翌日に改めて挨拶に伺いたいと言い残して去っていったのだ。

（勘違い……それでもセザール様が結婚してくださるのなら、それでいいわ）

　初めは、オーギュストの言う通りにすれば楽になれると思った。目が見えなくなった自分に興味を持った彼に従おうとした。父の言う〝付加価値〟を認めたのだ。

　そして、そのおかげでセザールにも助けてもらえた。結婚の申し出までついて……

　このままうまく話が進めば、自分は父の念願を叶えることができる。

（私は、頷けばいいだけ）

　セザールはすべて任せてくれていいと言ったのだから、オレリアはそれに従うだけだ。

　彼ならば、彼女をていねいに扱ってくれるだろう。

　オーギュストよりも好条件の結婚ができるだけでも贅沢なこと……

　しばらく父が一人舞い上がっているのを聞いているうちに、セザールが到着したと知らせが入る。

　両親は感嘆の声を上げて部屋を出ていってしまったようだった。

　オレリアは自分もセザールを迎えに行くために立ち上がる。

　すかさず使用人が手を貸してくれたので、ゆっくりと歩を進めた。

「オレリア嬢、出迎えなど気遣いは無用です。無理をなさらないでください」

「あ……セザール様？」

「こんにちは。どうぞ、お手を」

　使用人の手が離れ、昨夜と同じ温もりを感じる。

　この手に触れると夢見心地になるのは、その温かさのせいだろうか。

「ああ、セザール卿。こんな娘のために貴方のお手を煩わせるわけには……」

「オレリア嬢は私の大切な方です。煩わしいなどとは思いませんよ」

　父が慌てて駆け寄ってくるのを、セザールはやんわりと制止する。

　穏やかな声――彼の顔立ちは知らないけれど、きっと柔和に微笑んでいるだろうと思える音色だ。

「さぁ、オレリア嬢。こちらです」

　オレリアはセザールに手を引かれて、ソファへ戻る。

「隣に座ってもよろしいですか？」

「え……あ……」

「もちろんです！　どうぞおかけください」

　それが、父とオレリアどちらに対しての問いなのかがわからず、オレリアは口ごもった。一方で、父が食い気味に答える。

　セザールがオレリアの隣に座り、両親は向かい側に座ったのだろう。

　彼が姿勢を正す気配がして、すぐに凛とした声が響いた。

「改めて、セザール・ペルティエと申します。昨夜は夜分遅くに訪問してしまい、失礼を……」

「とんでもないことです。ペルティエ卿ならば、いつでも歓迎いたしますよ、ははは！　それで、本日はどのようなご用件で？」

　だんだんと早口になるのは、父が早くセザールの目的を確定させたい証拠だ。

　期待に満ちた笑顔で手を揉んでいるのが目に浮かぶ。

「単刀直入に申し上げます。私はオレリア嬢に結婚を申し込みたいのです」

「そうですかそうですか！　それは嬉しい限りです」

「まぁ……！」

　父が嬉々として目を輝かせるのが想像できた。母も声が上ずっているので、興奮しているようだ。

「では、お許しいただけると？」

「もちろんです。私たちに異論はありません。ですが、本当にオレリアでよろしいのですか？　ご存知の通り、娘は不慮の事故で失明しまして……一度、婚約破棄もされている身です」

　わざわざ都合の悪い話を切り出すとは、父も対外的には謙虚な姿勢でいるものなのか。

　それとも、セザールの「それでもいい」という言質が欲しいのか。

　ほぼ確実に後者だろう。

　オレリアはその図々しさがセザールに悟られていなければいいと願う。

「ええ、承知しております。事故のことはお気の毒でしたね。しかし、婚約破棄はむしろ私にとって幸運なことだと思っていますよ。こうして、オレリア嬢と出会い、結婚できるわけですから」

「ああ、なんと心の広いお方なのでしょう！　とても立派なご子息だと噂には聞いていましたが、想像以上です。ペルティエ卿のような男性に娘を見初めてもらえるとは、私も鼻が高い！」

　堪えきれないと言わんばかりに、父が声を上げて笑う。

　それでもセザールは気分を害する様子もなく、うっとりと続けた。

「オレリア嬢のような女性がいると知っていたら、私はもっと積極的に社交の場に出ていたでしょう。私の理想にぴったりの可愛らしい方だ……」

　セザールはオレリアの手を取って、その甲に口づける。

　それを見た両親が息を呑んだのが聞こえ、彼らが今にも狂喜乱舞しそうなことがうかがえた。

「こんなに素晴らしい方が婿だなんて、夢のようです！　本当によかった。オレリア、今後は一層行動に気をつけなさい。ペルティエ卿にご迷惑をかけないように」

「はい……」

　娘に対しての言葉には相変わらず圧があって、セザールの前でも隠し切れない憎悪が感じられた。

　迷惑をかけないように――それは、セザールに対してと言っているように聞こえるが、実際は出戻ってくるような事態になって自分に迷惑をかけるなという意味だ。

　結婚は絶望的だと思われていた娘が、幸運にもペルティエ公爵家次期当主に見初められた。厄介払いができるだけでなく、公爵家との繋がりを手に入れられる。

　父にとって、この上ない好機だ。

「オレリア嬢のことで、迷惑だと思うことなどあり得ません。もし、目のことを気にしているのなら、杞憂ですよ。昨夜、オレリア嬢にもお伝えしましたが、そんなことは些細なことです」

　ふふっと艶のある笑い声が、オレリアの肌を粟立たせる。

「目が見えないからと、彼女を見捨てることなどあり得ません。ご心配なく」

「それを聞いて安心しました。ラブレ卿はあっさりと婚約破棄などと言い出して……まったく、あの事故だってラブレ侯爵家の領地で起きたことだというのに……」

　ぶつぶつと不満そうに文句を言う父は、しかし、途中で我に返ったようで咳払いをした。

「あ、はは、いやぁ、薄情なラブレ卿とは違って、ペルティエ卿はなんと立派で頼もしいお方か！」

　誰かを悪く言うことで相手を持ち上げるのは失礼な気もするが、父はそんなことに気づいていないだろう。

　セザールも特に怒り出す雰囲気はない。

「バラデュール伯に気に入っていただけたのなら、何よりです。ところで、もう一つ提案があるのですが」

「提案ですか？　何でしょう？」

「オレリア嬢をすぐにでもペルティエ邸へお連れしたいのです」

　突然のことに、オレリアは思わず「えっ」と声を上げた。

　両親も驚いているのか、数秒の間沈黙が続く。

「準備は数日以内にできるでしょう。オレリア嬢には、ペルティエ邸での暮らしに慣れてもらいたいので、なるべく早く屋敷に移り住んでいただきたいのです」

「なるほど！　それはいい案ですな。もちろん賛成です」

　オレリア――厄介な荷物をすぐにでも手放せるとわかって、父の声が弾む。

「そうですか。よかった。ああ、それから、ドレスやアクセサリー、持参金は必要ありません。オレリア嬢に必要なものは、私が揃えましょう。お金に困るようなこともないと保証します。何も心配なさらないでください。オレリア嬢には身一つで来ていただいてかまいませんから、そのおつもりで。当日の迎えも私が参ります」

「なんとありがたい！　では、お言葉に甘えましょう」

　破格の条件での輿入れだ。

「あ、あなた……あの、ペルティエ卿。さすがにそこまでしていただくわけには……バラデュール伯爵家からも、嫁入り道具くらいご用意いたしますわ」

　セザールの言葉を額面通りに受け取った父に対し、母はおずおずと申し出る。

「いいえ、本当に何もいりません。オレリア嬢に不自由はさせませんから、どうかご心配なく」

　母の心配とは裏腹に、セザールは本心からそう言っているようだ。

　むしろ、何も用意するなと強調するかのごとく「心配いらない」と繰り返す。

「そ、うですか……？」

「お前は余計な口を挟まなくていい。ペルティエ卿はしっかりやってくださる。それを疑うような発言は失礼じゃないか」

「あ、その……申し訳、ありません……」

「いいえ、お気遣い感謝いたします」

　セザールはそう言って、オレリアの手を握る。

「オレリア嬢、すぐに迎えに来ますから……待っていてくださいね」

「はい。ありがとうございます」

　オレリアが頷くと、少しだけセザールの手に力が籠った気がした。

　彼女が首を傾げたところ、彼が微かに笑う。

「……一晩会えなかっただけでも恋しかったのに、何日も耐えられるでしょうか」

「そんな……」

「大げさではありませんよ。本当です。貴女と毎日会える生活が待ち遠しいです。貴女も同じ気持ちでいてくださりますか？」

「……はい。私も、セザール様が迎えに来てくださるのをお待ちしています」

　それは、本心だった。

　住み慣れたバラデュール邸は、視力を失ったオレリアにとって生活しやすいのは間違いない。

　しかし、両親の厳しい態度と使用人からの憐れみの板挟みになるのは、精神的に疲れてしまう。

　そんな幼い頃からの日常を、仕方のないことだと諦めていたけれど……この屋敷を抜け出すチャンスが巡ってきた今、それを拒む理由はない。

　オレリアがセザールの手を握り返すと、ほぅっと満足そうな息遣いが聞こえた。

「では、今日はお暇します。詳細は、明日にでもご連絡しましょう」

「ええ、わかりました。ありがとうございます」

　父とセザールが話をまとめ、皆が立ち上がる。

　オレリアも一拍遅れて立ち上がって、セザールと向かい合った――彼が気を利かせて、オレリアと対面するよう動いてくれたのがわかる。

「オレリア嬢……またすぐに会えますよ」

「はい」

　セザールはオレリアの見送りを遠慮し、ゆっくり休むようにと言ってバラデュール邸を後にした。

　その日からの数日間は、オレリアがバラデュール伯爵家で過ごした十八年間で最も平和な時間だった。

　常に父の機嫌がよく、母も夫からの暴言がなくなって伸び伸びとしていたからだ。

















第二章












　二日後。

　セザールは宣言通りオレリアを迎えに来た。

　数日中に準備するとは言っていたが、それにしてもかなり早い。

　オレリアは、セザールに言われた通り、着の身着のままペルティエ邸へやってきた。

「おかえりなさいませ」

　セザールに手を引かれ、ゆっくりと進んでいくと、屋敷のエントランスでたくさんの人の声がオレリアを迎えてくれた。

　さすがはペルティエ公爵家。かなりの数の使用人を雇っているらしい。もしかしたら、目の不自由なオレリアのために新しく雇った人もいるかもしれない。

　これだけの使用人を抱えているということは、屋敷も相当な大きさのはずだ。

　オレリアはほとんど外出したことがないが、首都の豪邸を見たことくらいは何度かある。そのたびに、娘が名門貴族に嫁げば、自分も報われると母が息巻いていたものだった。それが現実になろうとは、縁とは不思議なものだ。

　数秒の沈黙――おそらく全員がセザールとオレリアに頭を下げ、姿勢を正すまでの時間だろう。

　その後、ひゅっと息を呑むような音がいくつか聴こえた気がしたのだが、すぐに凛とした男性の声が割って入った。

「オレリア様、ようこそペルティエ公爵家へ。私は執事長のアダムです」

「よろしくお願いします、アダム」

「オレリア様、どうか頭をお上げください。私たちにそのように接する必要はございません」

　オレリアがドレスのスカートを摘まんでお辞儀をすると、アダムが慌てる。

「ですが……私は公爵家の一員としての責務を果たせるかどうか……」

「屋敷の管理は引き続き私が担当いたします。特別なご指示があれば何なりとお申し付けください。オレリア様のお手伝いはミリヤムという者がいたします。新人ですが、オレリア様と歳が近いので、気兼ねなくお過ごしいただけるでしょう」

「そう……わかったわ。ありがとう」

　そうですか、と言いそうになったのを呑み込む。

　公爵家に嫁ぐとはいえ、使用人は使用人。バラデュール邸の使用人たちに接していたときと同じようにすればいいのだろう。

「人数が多いので、一人一人の自己紹介はおいおいしていきましょう。移動でお疲れでしょうから、着替えのついでに湯浴みもしてください。ミリヤム、頼む」

「はい！　オレリア様、初めまして。今日からオレリア様のおそばにお仕えします。ミリヤムと申します」

　セザールの指示に元気な返事があって、すぐに誰かが目の前に立った。もちろん、その人物がミリヤムだろう。

「よろしくね、ミリヤム」

「はい。では、参りましょう。あっ、お手を！　オレリア様のお部屋は一階にご用意していますから、すぐですよ」

　ミリヤムがオレリアの手を取ってくれる。セザールとは違って小さく華奢な手だ。

「私は少し残っている仕事を終わらせてしまいますから、ごゆっくり。着替えが終わったら食事にしましょう」

「はい」

　セザールと別れ、オレリアはミリヤムについて歩く。

　ミリヤムは仕える主人について事前に聞いているのだろう。ゆっくりとした速度で進み、廊下がどのようになっているのかを説明しながら歩いてくれた。

「オレリア様が歩きやすいよう、廊下の調度品はすべて撤去しました。階段を上がらなくても生活できるようになっていますから、心配しないでくださいね」

「そうなの……助かるわ。お屋敷は、とても広いのでしょうね」

「はい。一日お掃除をすると、くたくたになってしまいます。さぁ、こちらです」

　ミリヤムが扉を開いてくれて、部屋へ入る。

「オレリア様のお部屋は白い天井と淡いグリーンの壁の可愛らしい内装になっています。天井には金色で模様が描かれていて、真ん中にシャンデリアがありますよ。壁は花柄です。家具は白いソファと椅子が二脚、テーブルもあります。なるべく物を置かないようにとのことでしたので、必要最低限のものしかありません。ほかにご入用のものがあれば、手配しますのでおっしゃってくださいね。あっ、寝室は奥なので、後ほどご案内します。浴室はこちらです」

　ていねいに説明した後、ミリヤムは再び歩き出した。

　オレリアは見えない部屋を想像しながら、彼女に手を引かれていく。

「部屋の内装もそうですが、ドレスやアクセサリー、それにシャンプーや石鹸、ヘアオイルまですべてセザール様がお選びになったんですよ。オレリア様のことを、本当に愛されているのですね」

　興奮気味に話すミリヤムは、セザールのオレリアに対する愛情に感動しているようだ。

　妻を迎える準備など、多くの男性は使用人に任せるのかと思っていたが、セザールはかなり細かく指示を出したらしい。

　湯浴みに関することまで本人が決めたと言うのだから、真面目な人だ。

「見目麗しい上に、センスまで完璧だなんて……本当に素晴らしい方ですわ。オレリア様が羨ましいです」

「そうなのね……セザール様は、どのようなお姿でいらっしゃるの？」

「あっ、えぇと、さらさらの金髪が美しくて、緑色の瞳が優しくて、それから背もお高いです。公務にも精を出されてますし、護身術を習っていて剣も扱える、まさに文武両道の非の打ちどころのない方なのですよ！」

　ミリヤムの自慢げな言い方に、セザールは使用人たちの間でも尊敬されているのだろうと思われた。

「それならきっと、社交界でも人気があるのでしょうね」

「ええ。でも、セザール様は今までどんな縁談にも興味を示されなかったそうですよ。私は働き始めて日が浅いですが、先輩方はセザール様とオレリア様との結婚をとても喜んでいました」

「そうだったの？」

　出迎えのときの使用人の反応を思い返し、オレリアは首を傾げた。

「はい！　皆さん、オレリア様のことを歓迎していますよ」

　ミリヤムはそう言ったが、先ほどの彼らの反応は、拒絶とまではいかなくとも歓迎とは言いがたい雰囲気だったような気がする。

　おそらくオレリアが盲目であることが影響しているのだろう。もしくは、仕事中にあまり大っぴらに喜ばないように自身を律していたか。

「さぁ、早く温まりましょう」

　ミリヤムに手伝ってもらいながらドレスを脱いだ後、すぐに促されて浴室へ入る。

　ちょうどいい湯加減なのは、きっとセザールから予定を聞いて準備していたからだろう。

「いい香り……」

「はい。ほんのり甘くて、幸せな気持ちになりませんか？」

「ええ、そうね」

　ふんわりと温かな空気の中に漂う甘い香り。

　セザールは流行や女性の好みにも精通しているのだろうか。オレリアのために勉強してくれたのだとしたら、ミリヤムの言う「愛されている」というのもあながち間違っていないのかもしれない。

　ふぅっとため息をつき、目を瞑る。

　セザールの気持ちに対しては未だ半信半疑だ。こんなにも丁重な歓迎をされているのに信じないのは失礼だろうか。

　しかし、セザールにとっては何の利点もない、むしろ悪い噂にすらなり得るオレリアとの結婚を「一目惚れ」という一言で片づけてしまうには……

　このような特別な待遇は最初だけだと思えば少しは信憑性も出てくる。だが、その考えも、そもそも特別扱いをするほどの価値がオレリアにあるかどうかという話に戻ってきてしまう。

　オレリアは湯浴みの間も、ぐるぐると同じことを考えていた。






　湯浴みの後は身支度をして、ミリヤムに連れられて食堂へ向かった。

　すでにセザールが席についており、オレリアは彼の隣に座らされる。

「お腹は空いていますか？」

「え？　あ、はい」

　思ったよりも近くでセザールの声が聞こえ、オレリアはびっくりする。

　隣とはいっても、大きなテーブルを囲うのだから、それなりに距離があると思っていた。だが、これでは本当に隣り合わせ……ソファにくっついて座っているのと変わらないのではないか。

「よかった。バラデュール伯に貴女の好みを伺って用意しました。たくさん食べてくださいね」

「ありがとうございます」

　父がオレリアの好みを把握していたのかどうかは疑問だが、適当に答えたかシェフに聞いたか……オレリアにとってはどちらでもいいことだ。

　出された食事に文句を言うようなことはしない。

「膝にナフキンをかけますね」

「あ、セザール様、そんなことは……」

「ふふ……私にも、これくらいはできるんですよ」

　楽しそうに言うセザールに、オレリアは困ってしまう。

「そういう意味では……」

「ほら、できました。前菜はブルスケッタです。トマトとバジルが載っていますよ。さぁ、口を開けてください」

「えっ、ちょっと待ってください」

　セザールがオレリアの前の皿からブルスケッタを取り上げて口元へ持ってきたのがわかる。

「あの、自分でできますから……」

「いいえ。食器の位置や食事の種類がわからないと不安でしょう？　私にやらせてください」

「でも……」

　まさか次期公爵家当主にこんなことをさせられない。

　だが、セザールはオレリアが渋るのを宥めるように彼女の背を撫でた。

「私がやりたいのです。さぁ、口を開けてください。そうしないと、私も食べられません」

「……っ」

　オレリアが食べれば、セザールも食事をする――そう言っているように聞こえて、オレリアは迷う。

　しかし、こうして逡巡している間もセザールの邪魔をしていることになってしまうと思い、おずおずと口を開けた。

　オレリアのために小さく作ってくれたのだろう。ブルスケッタが口内に収まったのを感じてぱくりと口を閉じる。

　サクサクとした食感とトマトの酸味に混じった甘みが口の中で溶け、さらに爽やかなバジルの香りが鼻を抜ける。

「おいしいですか？」

「ん……はい。とても」

　オレリアが頷くと、セザールがまた手を動かす気配がした。

「では、もうひとつ。こちらはパプリカです」

「セザール様、もう大丈夫ですから、お食事を……」

「ええ。貴女が食べてくださったらしますよ」

　そう言われては、彼の手から食べるしかない。

　オレリアが早く食事を進めれば、セザールも自分の料理を食べられるのだ。

　二つ目のブルスケッタを咀嚼しながら、隣の様子をうかがう。確かに、セザールも前菜を食べてくれているようだ。

　オレリアがホッとしたのも束の間、セザールは次のスープも一口ずつ飲ませようとする。

「セザール様……！」

「さぁ、冷めてしまう前に……ね？」

　優しいけれど、有無を言わせない響きがある。

　オレリアが躊躇すると、スープが冷めてしまうと言われて……それ以上は拒めなかった。

　その後もセザールは甲斐甲斐しくオレリアの食事を手伝い続ける。

　オレリアは恐れ多くて仕方なかったが、彼女の一口一口にセザールは喜んだ。

　スープもメイン料理もオレリアが完全に食べ終わってから口をつけているようだったので、きっと、彼の料理はどれも冷めてしまっていたことだろう。

　さらに言えば、次の料理が来るまでの短い時間で急いで食べているような気がして申し訳なかった。

　セザールが気遣ってくれるのはありがたいが、少々過保護とも言える行動には困惑してしまう。

（でも、親切にしてくださるのに断ったら失礼よね……）

　本人がそうしたいと言ってくれるのなら、甘えたほうがいいのかもしれない。

（もしかしたら、私のほうが変なのかしら？）

　両親がこんなふうに仲良く食事をしていた記憶はない。彼らが娘の自分をこんなに気遣ってくれたことも……

　使用人は普通に接してくれたけれど、彼らにとってオレリアの世話はあくまで仕事――主人と侍従の関係だったから、夫婦や家族とはまた違う。

　愛のある関係ならば、このように近い距離で食事をするのかもしれない。

　使用人が特に驚いたり止めに入ったりする様子がないのも、それが普通だからなのではないか。

　オレリアはペルティエ公爵家に嫁ぐ。いつまでもバラデュール伯爵家での生活を引きずるわけにはいかない。

（セザール様の望む妻であることが、私の役目だもの）

　セザールも、早くペルティエ公爵家での生活に慣れてほしいから彼女を連れてきたのだ。ならば、オレリアも彼の期待に添えるよう行動すべきである。

　そう納得したことで、最後のデザートを食べる頃にはスムーズに口を開けられるようになっていた。

　結局、オレリアは最後まで手を使わずに食事を終え、セザールも出された料理をすべて食べた婚約者に満足したようだ。

「食べたいものがあったら、何でも言ってくださいね。最後はお茶でもいかがですか？　少し休んだら、寝室までお送りします」

「はい。ありがとうございます」

　食後の茶をゆっくりと飲み、ホッと息をつく。

　飲み物はカップの位置さえわかれば自分で飲める。これは飲ませてもらう方が零す危険があるので、セザールも受け入れてくれた。

　一口ずつ、ゆっくりと茶を堪能するのは、いつ以来だろうか。

　両親はあまり娘との時間を過ごしたがらなかったので、食事はサッとすませることが多かった。一緒に食べないことも珍しくはない。

　誰かがオレリアを気遣う空間が特別で、彼女は不思議な気分になった。

「そろそろ行きましょうか？」

　空になったカップに気づいたセザールが声をかける。

　オレリアは「はい」と頷いて立ち上がろうとした。すかさず、セザールが彼女の身体を支えて手伝ってくれる。

「ありがとうございます」

「当然のことです。もっと私を頼ってくださっていいのですよ」

　そう言われても、歩行補助から食事の手伝いまで、すでに至れり尽くせりなのだ。これ以上を求めるのは甘えすぎだろう。

「私の負担になるなど考えないでください。貴女の手足になれることが、私の幸せなのですから」

　セザールの言葉は大げさにも思えるが、冗談を言うような軽い口調ではなく、オレリアは曖昧に微笑んで返す。

　本当に、どうしてこんなにもオレリアに尽くそうとするのだろうか。

　オレリアはセザールに手を引かれながら、申し訳ない気持ちになる。

　セザールは自分を助けることを嬉しいと言ってくれるけれど、余計な負担が増えたことに違いはない。たとえ彼が重荷に感じていなくてもだ。

「もうすぐ着きますよ。あと三歩くらい……そう、止まってください。さぁ、部屋に入ります。左側が寝室です。ソファとテーブルは奥にあるので、手前の広い空間を通りますね。こちらが寝室です。ベッドは十分な大きさですから、心配しないでくださいね」

「はい。ありがとうございます」

　促されて座ると、ベッドがふかふかで驚いた。

　こんなに上質なマットやシーツを使わせてもらえるとは……

「あの、セザール様。こんなによくしていただいて、私、何とお礼を言えばいいのか……」

　盲目であることを受け入れ、婚約してくれただけでなく、オレリアのための生活空間を整えて……さらに、自ら彼女の世話をする。

　この国にそんな面倒を快く引き受けてくれる貴族は、きっとほかにいない。

「オレリア」

「――っ」

　オレリアの隣に座った彼に横から抱きしめられたので、耳元で名前を呼ばれた。

　その瞬間、ぞくぞくっと寒気にも似た感覚が背を伝う。

「お礼など要りません。私に必要なのは、貴女だけです。貴女のそばにいられるだけで、私は生きている価値がある。私は、貴女のために存在するのです」

「セザール、様？」

　うっとりとした甘い声。

　少し怖いと思ったのは、こんなふうに好意を向けられたのが初めての経験だからだろうか。

「セザールと呼んでください。私たちは夫婦になるのですから」

「でも……」

「大丈夫です。誰も咎める人はいません。貴女は私の婚約者です。妻になる人です……もう離しません。ずっと……ずっと、一緒に……どこにも行かせません」

　泣きそうなくらい切ない響きに、オレリアの胸がぎゅっと締め付けられる。

　セザールは本当に自分を愛してくれている……？

　だとしたら、オレリアはその気持ちに応えたい。今まで誰からも必要とされなかった自分を求めてくれる唯一の人だ。

「どこにも行きません。私が頼れるのは、セザールしかいないのですから……」

「ああ……私の愛しい人。もちろんです。私に任せてください。貴女のすべてを取り戻しましょう。その瞳も……きっと、治してみせます」

「私の目を……？」

　思いがけない言葉に、オレリアは目を見開く。

　すると、ちゅっと、少し湿った柔らかいものが瞼に触れた。

「ええ。この国には優秀な医者がいます。彼ならきっと、貴女の瞳に再び光を与えてくれるでしょう」

「本当に、そんな方法が？　でも、とても高額な治療なんじゃ……」

「お金の心配などしないでください。貴女より大切なものなどありません」

　確かにペルティエ公爵家ともなれば、最先端医療を受けるくらいの額は惜しみなく出せるだろう。

　だが、それをまだ会って間もないオレリアのために使うとなると話は別だ。

　セザールは礼などいらないと言ったが、さすがに自分に都合が良すぎて気が引ける。

「それでも、私がいただいてばかりです……セザールの時間も、優しさも、慈悲も、何もかもを受け取って。私は貴方のために何もできないのに申し訳なくて……」

「いいえ。貴女はここにいるだけで、私に幸せを与えてくれています。ですが……」

　ほんの少しの間。

　そして、セザールの大きな手がオレリアの頬をそっと撫でる。

「もっと幸せにと……欲張っても？」

「私に、できることですか？」

　つぅっと指先が頬を伝って顎に添えられた。そっと顔を上に向けられて、肩を抱き寄せられる。

「ええ……貴女が、欲しいのです」

「それだけで、いいのですか？」

「それだけなどと謙遜しないでください。貴女は私を満たすことのできる、唯一の存在なのですから……どうか、貴女を……私にいただけますか？」

「……はい」

　セザールの「貴女が欲しい」という言葉の意味を知らないほど、オレリアは無知ではない。

　彼女は頷いて肯定の意を伝えた。

「ああ、夢のようです」

　恍惚とした声が聞こえた後、唇が塞がれた。

　初めは触れるだけのキスを数回、そして、唇を優しく食まれる。

　じわじわと熱くなる唇を舐められると、腹の奥が疼いた。

「口を開けて……もっと、深く私を受け入れてください」

「あ……はい」

　頷くと、身体が少し浮いてそのままベッドに背が沈んだ。セザールが自分の身体を跨いだような気がする。

　そのまま再び唇が重なって、オレリアは言われた通りに口を開いた。

　ぬるりと侵入してくるものの感触が生々しい。ねっとりと口腔を舐められ、唾液が混ざる音が微かに響く。

「んっ……ふ、あ……」

　舌先で上顎をくすぐられると、身体がビクンと跳ねた。

　息がうまくできず、本能的に口を大きく開ける。だが、それはセザールに自由を与えることになり、いっそう深く彼の侵入を許してしまう。

　セザールの大きな手がオレリアの背とベッドの間に入り込み、ドレスの紐を解いていくのがわかる。

　だんだんと締め付けがなくなっていくのを感じ、自分が無防備になることへの羞恥と不安が入り混じった。

「あ、セザール、様……」

「ダメですよ。セザールと呼んでください」

　音を立てて唇が離れた後、セザールが咎めるように言う。

　濡れた唇を指先でなぞられて、鼻にかかった声が漏れた。

「セザール……恥ずかしい、です……」

「恥ずかしがる貴女も可愛らしいですよ。頬が上気して……キスだけで、こんなふうに蕩けて……もっと見せてください」

「あっ」
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　首筋に押し当てられたのは、唇だろう。

　肌をくすぐる柔らかな感触は、セザールの髪の毛――彼は、耳元で大きく息を吸い込んだ。

　オレリアの身体からは、セザールの選んだ入浴剤の香りがするはずだ。

「ああ、甘くていい匂い……私の好きな、貴女の匂いです……」

　オレリアのドレスを脱がせながら、セザールは露わになっていく肌に吸い付いた。

　口づけというよりは、肌を味わうように食んでいく。

　摺り下ろされた布から胸の膨らみがまろび出て、代わりにセザールの手が覆いかぶさる。

「柔らかい……ああ、でも、ここは少し硬いですね」

「んっ」

　弾力を確かめるように膨らみを揉まれ、その緩やかな刺激に反応した先端を突かれる。

　指先でツンと勃ち上がった頂をくりくりと弄られ、オレリアは身を捩った。

「あ、そんな……だめ……」

「こうして触るのはダメですか？　では、舐めさせてください」

「え？　あっ、ン、んんっ」

　はむ、と胸の先端が温かいものに包まれる。

　唾液をたっぷりと塗り込むような舌の動きが卑猥だ。

　ぬるぬるとした唾液とざらついた舌が交互に感じられ、オレリアの身体を熱くする。

「はぁ……貴女のここ……濡れて光っていますよ。赤く色づいて……白い肌に映えますね。いやらしくて興奮します」

　見えないオレリアのためなのか、それともただの感想なのか、セザールは彼女がどんなふうになっているかを説明する。

「や、そんなふうに……言わないでください」

「どうして？」

「恥ずかしい、です」

　オレリアが赤くなっているであろう顔を両手で覆うと、セザールはその手に口づけた。

「私が貴女にどう触れるのか、貴女が私にどんなふうにされているのか……想像してください。私に抱かれるこのときを、特別なものにしてほしいのです。私を、たくさん感じてほしい」

「あっ」

「さぁ、想像してください。金髪で、緑色の瞳、肌は白い方ですが、剣術の稽古もしていますから身体は鍛えられていると自負しています。背は貴女より頭一つ分高い。そんな私――大人の男が、貴女のドレスを脱がし、胸を揉んでいます。わかりますか？　次は、こちらの蕾も味わわせてくださいね」

「ん、ああっ……」

　セザールの言葉の一つ一つで、オレリアの頭の中のイメージが少しずつ色づいていく。

　ミリヤムからも聞いた金髪碧眼の美しい男性――セザール。彼女が「見目麗しい」と表現したことから中性的な雰囲気なのだろうと想像できる。

　長身でしなやかな体躯が自分に覆いかぶさっている。

　胸に触れる手は大きく、滑らかで、肌が綺麗なのだろうと感じた。その大きな手で片方の乳房を揉みながら、セザールはもう片方の膨らみに吸い付いている。

　上半身を露わにされ、胸を晒しているオレリア――セザールの愛撫に身を捩り、甘い声を上げた。

「は、あ、あっ」

　見たことのないはずの光景が脳裏に浮かぶのは、なぜだろう。

　こんなに具体的に想像できてしまうなんて……はしたないのではないか。

　その羞恥心が、オレリアの身体を熱くする。特に下腹部がずくずくと疼いて変な感じだ。

「可愛らしい声ですね……興奮します」

「やぁ……！」

　クスっと笑われて、オレリアは涙目になった。

　恥ずかしくてどうにかなってしまいそうだ。

「真っ白な肌……痕をつけたくなってしまいます」

「んんっ」

　強く吸い付かれたところがチクリと痛む。

　胸の先端より少し上だろうか。

「ああ、綺麗につきますね。でも、たくさんつけるなら……背中、でしょうか」

「あっ！」

　急に身体が反転し、うつ伏せにさせられて驚く。

　先ほど胸に感じていたのと同じ熱が背中に落とされる。

　チクリ、チクリ、と……肩のほうから微かな痛みが徐々に下へ移っていく。

「はっ、セザール……」

　最初は痛いと思っていたのが、だんだんと慣れてきて気持ちよくなる。

　セザールの手がベッドとオレリアの身体の間にもぐりこみ、胸の先端を摘まんで刺激するから……痛みと快感が重なるようだ。

「う、あ……は、ぁン」

　セザールの口づけが腰へと下りてくる頃には、オレリアの身体は彼の唇が離れるほんの一瞬さえじれったく感じるようになった。

「とても綺麗に花が咲きましたよ……」

　腰と臀部の際どいところまでキスを続け、セザールがうっとりと呟く。

　指先でなぞっているのは、彼がつけた痕だろう。背中を余すことなく辿っていくので、本当に数え切れないほどたくさんのキスマークがついたに違いない。

「さぁ……次は、貴女がどれだけ私を感じてくださったのか、確認させてくださいね」

「かく、にん……？　あ、ダメ……っ」

　セザールが次に何をしたいのかがよくわからず、オレリアはぼんやりとしてしまったが、ドレスを剥ぎ取られて我に返る。

　しかし、手を伸ばしたときにはすでに遅く、下着も一緒に足から抜き取られていた。

　さらに再び仰向けにされたと思ったら、両膝を押し広げられる。

「やっ！　こんな格好……！」

「ああ、よかった。濡れていますね」

「あ、だめぇ！　やめて！」

　セザールの指先が足の間に触れる。

　自分では見たことも触れたこともない場所だというのに、こんなにも簡単に他人に晒すことになるなんて信じられない。

「恥ずかしがらないで……貴女と私が一つになるために、とても大切なことです」

「でも、あッ」

　つぷりと何かが入ってくる。

「私の指です。痛くないように、少しだけ」

　セザールの指先が奥からじわりと滲んでくる蜜をかき混ぜるように動く。

「ここをなぞるのは、気持ちいいですか？」

「や、わからな……あっ、ああ……」

　さらに割れ目を上下に行き来する指。

　浅い場所だけをゆっくり触れるその動きに、オレリアの腰がくねる。そうすると、腹の奥から蜜が溢れて腿を伝った。

「あ……や、汚しちゃ……」

「心配しないでください。たくさん溢れるほうがいいのです」

　慌てて膝を閉じようとするが、セザールがそれを制止する。

「気になるなら、舐めとって差し上げます」

「え？　やっ、ああ――ッ」

　聞き間違いかと思ったが、すぐにそうではないことがわかった。

　ざらついたものが秘所に押し付けられ、じゅるっと卑猥な音とともに溢れる蜜を啜られたからだ。

　胸の蕾を舐められたときと同じ舌の感触だが、与えられる刺激は先ほどよりも大きい。

「んぅ、あっ、あ、やぁ……」

　思わず手を伸ばすと、柔らかな髪の毛に触れた。

　太ももにも感じるセザールの髪――足の間に彼の頭が挟まっている証拠でもある。

　大きく足を開いて秘めるべき場所を晒している自分と、その間から溢れる蜜を夢中で貪るセザールの姿を想像してしまい、オレリアの心臓がドクドクと早鐘を打つ。

「ひあっ、あ、ああっ」

　全身の血が沸騰しているかと思うくらいに熱く、快感が膨らんでどうしたらいいのかわからない。

「ん、ああ、すごい……また溢れてきました。興奮、しているのですか？」

　嬉しそうに言うセザールもまた、興奮しているようだ。

　彼の吐息が秘所にかかってオレリアの腰が震えた。

「あぁん、ダメ、変に、な……ッ、あ、ああっ」

　ビクビクと身体が跳ねて、自分の意思では止められない。

　セザールはオレリアの太ももを抱え込み、秘所の柔肌を手で左右に開いた。

　そのままを見られて舐められているだけでも信じられなかったのに、さらに奥を暴こうというのだろうか。

「真っ赤に膨らんだここが、一番気持ちいいといいます」

「ど、こ――っ、あぁあッ」

　自分の身体なのに、どうなっているのかわからない。

　次の瞬間に身体に走った衝撃は、オレリアの息を止めるほどのものだった。

　セザールの言う真っ赤に膨らんだ場所から、今までで一番の刺激が生まれたのだ。

　息が詰まるほどの快感に、オレリアは仰け反って喘いだ。

「はっ、あ、やあ……な、に……んっ、あ、ああ」

　セザールの温かな口内で何度も何度も刺激され、快感の波がひっきりなしに押し寄せる。

　その高波に意識が流されないようにするのが精いっぱいで、オレリアは涙を流しながら嬌声を上げる。

「も、だめぇ……」

　何かが来る――そう思った瞬間には、身体が硬直した。

　時が止まったような感覚の後、すぐにじわじわと熱が身体の端まで広がっていく。

　息が上がって苦しい。

「こんなに乱れてくださるなんて……気持ちよかったですか？　私を、感じてくださいましたか？」

「ん……気持ち、いい？」

　この強烈な感覚を気持ちいいと表現するのが正しいのか、オレリアにはわからない。

　不快ではないけれど、初めて受ける男性からの愛撫は彼女には刺激が強すぎた。

「ええ。貴女は絶頂を迎えたのですよ。私の愛撫で」

　フッと吐息が耳に吹きかかり、耳たぶが柔らかなものに挟まれる。

　ちゅぷ、といやらしい音を立てて舐められ、オレリアは身体を震わせた。

「敏感になっていますね……可愛らしいです」

　セザールは嬉しそうに囁きながら、再びオレリアの身体を弄り始める。

　胸に触れ、先端を弄っては膨らみを揉み、腹や腰骨を撫でた。さらに膝から内腿を伝って、ゆっくりと足の付け根に辿り着く。

「あ……」

　先ほどのような困惑がないのは、唇での愛撫が衝撃的すぎたからだろうか。

　指先が濡れそぼった秘所をなぞるのに抵抗感はなく、むしろ、セザールの手がどのように動くのかに意識を持っていかれる。

　オレリアは期待しているのだ――彼が、また快感を生みだしてくれるのだと。

「音が聴こえるでしょう？　貴女のここが、たくさん濡れているからですよ」

　泉の浅い場所をセザールの指が出入りする。

　その度にくちゅくちゅと濡れた音がして、蜜が溢れていることがわかった。

　耳を執拗に舐める音が近くで、秘所を掻き回す音が少し遠くで……どちらも卑猥な響きで、オレリアを攻め立てる。

「ああ、セザール……あ、は……っ」

　一度絶頂を経験したら、浅い場所を行き来するだけの指がもどかしくなった。

　オレリアの足が無意識に開いていく。彼の指をもっと奥に欲しいと言わんばかりだ。

「私を求めてくださるのですね」

「んあっ！　はぁん……あ、ああ……」

　それに気づいたセザールがはぁっと恍惚の吐息を漏らし、同時にオレリアの奥まで指が沈み込んだ。

　蜜壺がうねって、中の襞がセザールの長い指に絡みつく。

「ふふ、吸い付いてきます。貴女の中……もっと欲しいのでしょうか」

「あ、ン、やぁ……ふ、んんっ」

　根元まで埋め込まれた指がくるりと回され、さらに奥でくにくにと動いた。

　違和感は大きいが、優しく中の壁を刺激されると、下腹部が熱くなる。

「あ、あっ、あ……」

　ゆっくりと指が引き抜かれて圧迫感が引いていくと、切なくて甘い声が漏れた。

　先ほどまで苦しいと思っていたはずなのに……やっぱり奥まで欲しい。

　そんなオレリアの気持ちを見透かすかのように、先端まで抜かれた指はじわじわと奥へ戻ってくる。

「あっ、う、ぁ……！」

「いやらしいです。貴女のここ……私の指を呑み込んで、離そうとしません。指を抜こうとすると、襞が絡みついてきます。ああ、指が貴女の蜜を纏って光っていますよ」

　じれったいほどにゆったりとした動きで指を抜き差ししつつ、セザールは自分の指とオレリアの中がどうなっているのかを言葉にする。

　今の状況が彼からはどのように見えているのかを想像し、オレリアは自分の中を自由に行き来する指を締め付けてしまう。

　そうすると、隘路に埋め込まれた指をさらにはっきりと感じて、身体が熱くなった。

「ふふ……どの指が入っているか、わかりますか？」

「んんぅ」

「中指ですよ。奥まで届くでしょう？」

「あっ！」

　ぐっと奥を突かれ、オレリアは身体をしならせた。

「ここが気持ちいいんですね」

「あっ、だめ、そこっ、強く……ああッ」

　セザールの指先が奥の一点をひっかくように動く。

　オレリアは悲鳴のような嬌声を上げ、シーツを握り締めた。

「もう一度、可愛らしく乱れてください」

　セザールは彼女が大きく反応する場所を的確に、そしてていねいに突いてくる。

　オレリアは喘ぎ身悶えながら涙を流した。セザールの興奮した息遣いがかろうじて聴こえるが、ほかに何も考えられない。

　ただ、与えられる快楽を享受すること以外は……

「っ、あん……も、やぁ……あ、ああ……」

　苦しいほどに愉悦を感じるのに、先ほどの波に攫われるような感覚には遠い。

　汗が滲み、息も苦しい。

　絶頂に向かって走っているのに、辿り着けないもどかしさ……

「指だけではイけないようですね」

「ん、あ！　やぁっ」

　セザールが呟いたと思ったら、突然目の前に火花が散ったような錯覚に陥った。

　暗闇の中でパチパチと弾けるのは、快感の粒――指が埋まっている場所の少し上から、強い刺激が生まれている。

　先ほど口で愛撫された場所だと、すぐにわかった。今度は指で撫でられている。

　泉から溢れる蜜を纏った指の腹で強めに押されると、下腹部で燻っていた熱がどんどん膨らんだ。

「あっ、だめ、だめ……！　セ、ザール……んあぁっ」

　猫のように背を反らし、オレリアは二度目の絶頂を迎えた。

　ヒクつく彼女の中を堪能していたセザールがゆっくりと指を抜く。

　それを追うように、オレリアの蜜壺からはとっぷりと愛液が零れた。

「美しいですよ。それに、とてもおいしいです。貴女の蜜は」

「や……」

　見えないけれど、セザールが指を舐めているように感じた。

　その姿を想像するだけで、さらに奥から蜜が湧いてくる。

「たっぷり濡れているので、少しは痛みも和らぐでしょうか」

「痛、み？　あ……」

　ぬるっと何か大きなものが泉の入り口に触れた。

　初めは丸い形かとも思ったが、ぬるぬると擦りつけられるそれは、太くて長い……男性の象徴だろう。

　自分がこれからどのような行為をするのかを改めて悟り、オレリアは震えた。

「や、大きい……待って、くださ……」

「すみません。初めてのこのときだけは、許してくださいね」

　セザールの手がオレリアの頭を撫でる。

「少しずつ、挿れますから……力を抜いてください」

「あ――」

　くぷっと先端が中に埋め込まれる。

　指とは比べ物にならない圧迫感に、息が止まった。

「ああ……やっと、貴女の中に……貴女と、ひとつに……」

「はっ、うぁ、ン……や、だめぇ、入らな……っ、んん、やめ……っ」

　セザールの上ずった声と同時に、ぐいぐいと隘路を押し広げる熱塊。

　オレリアはその鈍い痛みに涙を流し、思わず彼の胸を押し退けようと手を伸ばした。

　だが、セザールはその手を取ってシーツに縫い付ける。

「もう少しです。もう少し……ああ……」

「あっ、あ、セザール……！　んあぁっ」

　浅く呼吸を繰り返しながら名を呼ぶと、ぐっと腰を押しつけられた。

「はぁ……名を呼んでくださるなんて、夢のようです。ほら……全部入りました。わかりますか？」

「あ……」

　セザールがオレリアの下腹部をそっと撫でる。

　じくじくとした微かな疼きは、痛みというには鈍く、快感というには違和感が強すぎた。

「こんなに締め付けられると、すぐにイッてしまいそうです」

「あ、ごめんなさい……どうしたら……？」

　セザールが苦しそうに言うので、オレリアは不安になる。

　だが、彼はふふっと嬉しそうに笑って、オレリアの額にキスを落とした。

「このままでいいんです。貴女が私を離すまいとしてくれて、幸せですから。しばらくこのまま……貴女を感じさせてください」

　セザールの口づけが、額からまぶた、鼻先から頬、そして唇へと移動する。

　軽く啄むキスをして、そのまま深く舌を潜り込ませて……口腔を舐め回す。

　彼はオレリアにも舌を絡めてほしいと思っているはず――行為の初めに言われたことを思い出し、彼女は精一杯応えた。

「んっ、ふ……ン、はぁ」

　繋がったままの場所が疼く。

　セザールがキスをしながら肌を撫でるから……初めて男性を受け入れた痛みが緩やかな快感で少しずつ上塗りされていくようだ。

「ぁ、は……んっ、ん、んぅ」

　ぴちゃぴちゃと唾液が混ざり合う音がいやらしい。

　すでに身体は一つになっているのに、足りないと言わんばかりに唇を合わせる。

　もっと……

「あぁ……」

　もどかしくて腰がくねり、セザールのものを締め付けてしまう。

　彼の形を覚えようとするかのごとく、昂りを包み込むオレリアの中。これ以上奥へは受け入れられないのに、誘うような動きだ。

「私を求めてくださるのですね」

「ん、あ……セザール……」

「ゆっくり動きますよ」

　セザールの唇からはぁっと熱い吐息が零れ、彼が腰を引く。

　同時にオレリアの胸元にポタリと落ちてきたのは、彼の汗だろう。その雫が触れる瞬間にさえ、敏感に身体が反応して声が漏れた。

「あッ……あ、やぁ……」

　言葉通りじっくりと時間をかけて昂りが引き抜かれ、秘所が切なく疼く。

「いやらしいです。貴女のここ、ヒクヒクして……蜜を零しています。私を甘く誘う花のようですよ」

「あ、ああ……！」

　ぬぷりと再び満たされていく。

　先ほどよりも違和感が薄れ、昂りが滑らかに奥へ向かってくるのが気持ちいい。

　ぬちゅ、と根元まで埋めては引き返し、浅い所を何度か引っ掻いてまた戻る――セザールはそんな抽挿を繰り返しながら、オレリアの足を開かせた。

「やっ、こんな格好……だめ、で……ッ、あぁっ」

　オレリアが慌てて手を伸ばすと、ちょうどセザールが奥まで入ってきて言葉が途切れる。

　そのときに触れた彼の腹の辺りが濡れているのを感じ、ぞわぞわとした痺れが背を伝った。

「ふふ、私の肌も貴女の蜜で濡れているんですよ。興奮、しますか？」

「あ、やぁ、あっ、あぁ、あッ」

　セザールの動きがやや速くなった気がするのは、彼もまた興奮しているからだろうか。

「私を呑み込んでいる真っ赤な花がとても綺麗です。私が貴女の中に吸い込まれていくようで……ああ、この瞬間をどれだけ想像したことか」

　膝を掴む彼の手に力が籠る。

　まるでとても長い間オレリアと結ばれることを待っていたかのような言い方だ。

　――やっと、貴女の中に。

　先ほど身体を繋げるときも、そう言って……

　オレリアの頭の片隅で何かが引っかかる。

「貴女に私を刻みつけたい……もう、逃げられないように……」

　しかし、彼女が考えようとする間もなく、セザールが力強く奥を穿つ。

　ゆっくりと入り口から腹の奥までを堪能していた動きとは違い、余裕のない抽挿は激しい。

「あっ、ああ、や、激しく、したら……っン、あぁん……」

「すみません。でも、乱れる貴女を見たいのです。さぁ、私のすべてを呑み込んでください」

「ん、ああ――っ」

　ずん、ずん、と何度も最奥を突かれ、オレリアは身悶えた。

　無意識に身体が逃げようとしてしまうのを、セザールが彼女の腰を掴んで離さない。

　ここまでずっと優しくゆっくりと愛撫してくれた反動なのか……乱暴にも思える動きだが、恐怖や不快感はない。

　オレリアは彼が与えてくれる快感を知ってしまった。

　下腹部に溜まった熱が解放される瞬間、じれったさも歯痒さもすべてが弾ける魅惑の瞬間を、身体が求めている。

　彼の昂りが隘路を進み、その奥に先端が触れるたび……彼女の中は今まで以上の悦びを期待して震えた。

「ああ……もう、すぐ……はっ、すごい。食いちぎられ、そ……です、よ……」

　セザールの息が上がっている。

　胸元や腹に落ちてくる汗の雫も増えて、彼の声もかすれて……限界が近いのだろう。

　オレリアもまた、再び迫りくる絶頂の気配に胸が高鳴った。

「あ、ああ、もう……セ、ザール……あっ、はぁんっ」

　早く、一番高い快楽の波が来て……絶頂へ導いてほしい。

　セザールも同じように思っているのか、律動はどんどん速くなっていく。

　肌がぶつかる音の感覚が短くなって、昂りの先端が奥のいいところを小刻みに擦って……

「あっ、き、ちゃ……あぁっ、あん、ああ――！」

「ん、くっ……は、ああ……」

　ビクビクと大げさなほどオレリアの身体が跳ねて、背がしなった。

　少し遅れてセザールが苦しそうに呻き、ぎゅっと締まった蜜壺の中をこじ開けるように腰を押しつける。

　奥でじわりと広がる熱に、オレリアはまた身体を震わせた。

　セザールは荒い呼吸を繰り返しながら、慈しむように優しい手つきで彼女の腹を撫でる。

「私が、ここに……貴女の中に……」

「んぁ……」

　その妖艶な響きに、ぞくぞくさせられた。

　セザールはしばらくそうして余韻に浸っていたが、やがてゆっくりと彼女の中から昂りを引き抜いた。

　出ていく雄を名残惜しそうに追いかけて、とろりと蜜が零れる。

「ああ、こんなにたくさん……私と貴女が混ざって、美しいですね。貴女に見せて差し上げられないのが残念です」

「あっ、ン」

　つぅっと秘所から流れる蜜を、セザールが指ですくう。

　彼が放った白濁と自分の奥から溢れる蜜が混ざり合う様を想像して、オレリアの秘所がヒクついた。

「ふふ、全部呑み込もうとしてくださっているのですか？　嬉しいです。こんなにたくさん注いだら、すぐに子ができてしまうかもしれませんね……」

「だめ、なのですか？」

　セザールの声色にやや陰りがある気がして、オレリアは思わず問う。

　嫁いだ女性に求められるのは、子――後継ぎを産むことなのに、どうして残念そうなのだろう。

「ダメではありません。ただ、貴女と二人きりの生活を、もっと堪能したいと思っているだけですよ」

　セザールがオレリアの隣に寝転がる。そのまま彼女を抱きしめて、シーツをかけた。

　オレリアの頭にセザールの顎が載せられる。

　そのせいか、彼の言葉がオレリアを通り過ぎていくような妙な感覚になって、彼女はその胸に擦り寄った。

「セザール……」

「無理をさせてしまったようですね。大丈夫ですか？　オレリア」

　セザールは微かに笑って、オレリアの背を撫でる。

　先ほどの情事のときとは違い、幼子を寝かしつけるような手つきだ。

「……はい。大丈夫です」

　急にホッと心が緩んだ理由はよくわからなかった。

　初めての行為で緊張していたからかもしれない。セザールはとても優しく触れてくれたけれど、羞恥や不安はすぐに慣れるものではない。

　すべてが終わって安堵したら、すぐに眠気に襲われた。

「おやすみなさい、オレリア」

「おやすみ、なさい……」

　失明してからの怒涛の日々が、ようやく一段落した気がする。

　幸運にもセザールに見初められ、こうして一夜を共にした――彼が自分と結婚してくれるというのは、現実のようだ。

　その日、オレリアは久しぶりにぐっすりと眠ることができた。

　目が不自由なことを責められることもなく、役に立たないと罵られることもない。そんな平穏な日が、初めてだったからかもしれない。

















第三章












　ペルティエ公爵邸でのオレリアの生活は、実に穏やかで快適なものだった。

　バラデュール伯爵邸では、父が怒鳴ることが日常茶飯事だったし、そうすると母も取り乱したりオレリアに八つ当たりしたりと、収拾がつかなかった。

　両親からの蔑みと使用人からの憐れみで、自分がどれだけ肩身の狭い思いをしていたのかを、オレリアはペルティエ公爵邸に来て初めて知ったのだ。

　正確に言えば、バラデュール伯爵邸で暮らしていた頃のオレリアは、自分が窮屈な思いをしているとも思っていなかったのだけれど。

　しかし、ここでオレリアを責める者は誰もいないし、使用人からの過度な憐れみもない。事故で視力を失ったことに同情している者はいるようだが、それは仕方のないことだ。

　家族間のギスギスした雰囲気がないだけで、こんなにも楽な気持ちで生活できるとは……

　とにかく、オレリアにとって過ごしやすいと思えるのは、圧倒的にペルティエ公爵邸のほうだった。

　ただ一つ、恵まれた環境の中でも彼女を困らせることがある。

「オレリア、すみません。退屈ですよね？　今日はここまでにしましょうか」

「いえ、退屈なんてそんなことは……！　あの、でも、私はお仕事の邪魔になってしまいますから、お庭に出て散歩でも――」

「それはいけません」

　日中の執務室。

　セザールは自分の左側にオレリアを座らせ、ソファで書類の確認をしている。しかも、左手でしっかり彼女の右手を握って……

「庭はまだ貴女が不自由なく歩けるように整えていません。石に躓いたり、バラの棘が刺さったりしては困ります」

「でも、ミリヤムと一緒ですから大丈夫ですよ？」

「いいえ、それでも心配です。ミリヤムは女性ですし、いざというときに貴女を支えられないでしょう」

「では、あの、男性の使用人を一人……」

「いけません。貴女にほかの男が触れるなど、あってはならないことです。散歩に行きたいのなら私がお連れします」

　セザールの手に力が籠り、オレリアは慌てて首を横に振った。

「いいんです！　申し訳ありません。私はただ、セザールの邪魔になりたくなくて……セザールがいいとおっしゃるのなら、私はここにいます。お仕事を続けてください」

「そうですか？　では、すぐに終わらせますから、もう少し辛抱してくださいね。次の報告書を……」

　セザールが仕事に戻ってくれて、オレリアはホッと胸を撫でおろす。

　羊皮紙のめくれる音とペンが擦れる音、インクの匂い。そして、セザールと部下の会話。

　ほんの少しではあるが、視覚以外の情報からセザールの仕事ぶりをうかがい知ることはできる。

　セザールの片手がオレリアのせいで塞がっているから、部下が普通ならやらなくてもいい補佐を行っていることも。

　横から書類を差し出し、サインが終わったら回収、次の書類をテーブルに置く。

　そんなことまで手伝わなければならなくなった部下の苦労を思うと申し訳ない。もちろん、セザールの命令なのだから、彼が文句を言うことはないだろうが……

　セザールはオレリアを屋敷に迎えた次の日から、ずっとこうして仕事をしている。

（私が一人にならないように気遣ってくださっているけれど……）

　それにしても、こんなにそばにいなくても大丈夫なのに。

　指を絡めて握られた手の温度に意識を向けながら、オレリアはセザールの過保護とも言える気遣いを思い返した。

　食事を食べさせてくれることも、歩くときに隣で腕を貸してくれるのも、オレリアを心配しているからのこと。

　だが、本当ならばどちらも自分でできることだ。

　食事は零してしまうこともあるかもしれないけれど、一口一口すべてを食べさせてもらうほど何もわからないわけではない。

　歩くときの補助はミリヤムにも頼めるし、仕事のときは別行動でも構わないと思っている。外に出るのが心配だと言うのなら、部屋で待っていることもできるのだ。

　それをさせてくれないセザールは、文字通り四六時中オレリアに付きっきりで生活している。

　朝起きて一緒に食事をし、午前の執務をこなしてから昼食、午後は執務と公爵家の騎士との稽古、夕食後は一緒に寝室へ戻り、隣で眠る……

　ミリヤムを世話係としてつけてはくれたが、彼女の仕事は給仕と湯浴みや着替えの手伝い程度で、それ以外はセザールがオレリアを手伝っている。

　それも、着替えや湯浴みはセザールと時間を合わせているから、仕方なくミリヤムに任せているだけのようだった。

（こんなに私のために時間を割いていただくのは、申し訳ないわ）

　セザールは気にするなと言ってくれたけれど……ここまで一方的だと、気になってしまう。何も役に立てていない自分が情けなく思える。

「貴女が欲しい」と言われ、この身を捧げた。それ以来、毎日彼の求めにも応じている。

　だが、それは結婚する男女ならば当然の行為だ。

　そのほかにセザールがオレリアに望むことはなく、公爵家の女主人としての仕事も教えてはくれない。

　オレリアはただただセザールのそばにいて、彼に世話をされているだけ……

「……リア……オレリア。オレリア？」

　ぼんやり考えていたら、肩を優しく叩かれた。

　どうやらずっと話しかけられていたようだ。

「あっ、はい。ごめんなさい、ボーッとしてしまって……」

「いいんです。退屈させてしまいましたね。仕事が終わったので、庭へ散歩に行きましょう。それとも、お疲れでしょうか？」

「いいえ、大丈夫です。行きましょう」

　オレリアは彼を心配させまいと頬を緩めて答える。

　何も言わずとも細かい気遣いを忘れないセザールに、これ以上負担をかけたくない。

　彼がこんなにも過保護なのは、きっとペルティエ邸での不慣れな生活を案じているからだ。

　今はできるだけ彼の望むように行動し、早く屋敷の中のことを覚えるべきだろう。間取りや家具の位置などがわかってくれば、オレリアも一人で歩けるようになる。

　そうすれば、セザールも安心し、彼女から離れる時間も作れるはずだ。

　オレリアはそう考えて、セザールの手を借りて立ち上がった。
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　数日後。

　仕事で出かけなければならなくなったセザールは、朝からそわそわとしていた。

　オレリアを迎えてからずっと領地の視察や王宮への報告を後回しにしていたようだ。

　今日は王宮へ赴く予定だというが、セザールはオレリアと離れることを嫌がった。

「ああ、オレリア。貴女のことも連れていきたいのですが……外には危険が多いですから、仕方ありません」

　危険と言うと大げさな気もするけれど、パーティでの件があるので簡単に笑い飛ばせない。

　あの日のオレリアは、一人で歩けないだけでなく、知らない男を安易に信用してしまった。

　セザールは、婚約者が盲目であることはもちろん、そういった彼女の危うさを心配しているのかもしれない。

　しかし、いくら婚約者とはいえ、女性を伴って仕事をするというのは問題がある。領地の視察や屋敷内の執務は許されても、ほかの公務に関しては無理だろう。

「大丈夫です。ここでの生活にもずいぶん慣れてきましたし、留守は任せてください。さぁ、早くしないと遅れてしまいます。お見送りしますから、もう行きましょう」

「いいえ。見送りはいりません。貴女はこの部屋にいてください。くれぐれも外に出てはいけませんよ。食事もここに運ばせるのがいいでしょう。それから――」

　オレリアに何度も念を押すのは、心配性なセザールらしくて自然と頬が緩む。

「わかりました。セザールの言う通りにします。だから、何も心配せずに行ってください。お仕事、頑張ってくださいね」

「できるだけ早く帰りますから……」

　セザールは名残惜しそうにオレリアの手の甲にキスを落とし、部屋を出ていく。

　扉の開閉音が聴こえるまでに長くかかったので、何度も振り返っていたのかもしれない。

　オレリアは彼が少しでも安心して出かけられるよう、笑顔で手を振った。

　セザールが出ていくと、壁際に控えていたミリヤムが近寄ってくる。

「オレリア様、ソファにおかけになってください。今、お茶の用意をしますから」

「ありがとう」

　ミリヤムの手を借りてソファに座り、彼女が茶を淹れるのを待つ。

（今日は、何をしたらいいのかしら？）

　今まで何をしていたかと問われたら、「何もしていない」というのが正しい。今日も、その点では特に変わらない。ただ、セザールが隣にいないだけだ。

　それでも一人だとどうしたらいいのかわからなくなる。

　視力を失って、本は読めなくなった。

　絵画や花の鑑賞も、刺繍や編み物もできない。

　オレリアが楽しめるのは、音楽鑑賞や他人との会話、食事くらいだろう。

「さぁ、どうぞ」

　爽やかな香りの紅茶が目の前に置かれ、オレリアはうっとりと息を吸い込んだ。

　朝食をすませたばかりだから、軽い口当たりの種類を選んでくれたらしい。

「ありがとう。ミリヤムも座って……お話ししましょう」

「あ……申し訳ありません。もうすぐ新しいドレスが届きますから、受け取りに行かないと……それからクローゼットの整理をして、寝室のお掃除もします」

「そう……いつもありがとう。それじゃあ、それが終わったら話し相手になってほしいわ」

「はい。かしこまりました」

　ミリヤムが元気に返事をするのに頷いて、オレリアはカップに口をつける。

　彼女の仕事を邪魔したくはない。

（それにしても、新しいドレスだなんて……）

　オレリアが屋敷に来る前にすべてのものを揃えてくれていたというのに、また新しく調達したとは驚いた。

　自分がどんなドレスを着ているのか見ることはできないが、一度として同じドレスを着せられたことはないはずだ。

　ミリヤムはオレリアにドレスを着せながら簡単に色や形を教えてくれるし、生地や装飾は手触りでなんとなくわかる。

　彼女によれば、まだまだ着ていないドレスがたくさんあるらしい。

　公爵家がドレスを大量注文した程度で破産するとは思っていないが、さすがに買いすぎではないかと一抹の不安を覚える。

　とはいえ、セザールの好意を否定するつもりはないし、ここは感謝すべきところなのだろう。

　考えながら紅茶を啜っていたら、カップはすぐに空になってしまった。

　退屈だからと茶ばかり飲んでいるわけにはいかないし、腹もいっぱいだ。

　オレリアはため息をついて、ソファに背を預ける。

（ため息なんて……）

　無意識に出てしまったそれが、なんだか自分が今の生活を不満に思っている証のような気がして、慌てて首を横に振る。

　セザールの過保護ともいえる態度に困惑はあっても、彼の優しさや気遣いに感謝している。何も不自由はないし、ペルティエ公爵家に嫁げることを嬉しく思っている。

　ただ、何もできない自分が情けなく、歯痒いだけで……

（自分に、不満なのかしら）

　オレリアは役に立たない娘だ。

　早く子を授かれば、少しはペルティエ公爵家にもバラデュール伯爵家にも貢献できるのかもしれないが、まだその兆候があるわけもなく……

（それに、盲目で身重だなんて……赤ちゃんを守らなければいけないのに、心配だわ）

　自分が怪我をするだけならいいが、子どもまで危険に晒してしまうことは避けならければならない。

　そのためには、もっと視力のない世界に順応しなければ……

（屋敷の中を歩けるくらいにはなりたい）

　バラデュール伯爵邸には、長年住んでいた――いわば「地の利」があり、歩くのも比較的スムーズにできた。使用人が助けてくれることもあったが、ずっと付きっきりということは少なかったのだ。

　つまり、ペルティエ公爵邸にも慣れれば、人の手を借りずに移動することくらいはできるようになる。

　幸い、オレリアのために家具や装飾を最低限にしてくれたようだし、何度か屋敷内を歩くことができれば、あるいは……

　セザールが屋敷にいない今は、絶好の機会なのではないか。

　オレリアはいい案を思いついたと、胸を押さえた。

　いつのまにか一人で歩けるようになった婚約者を見たら、セザールは喜んでくれるに違いない。

　まずはミリヤムに頼んで、そばについていてもらいながら廊下を歩く練習をしよう。

　そう決めたら、もやもやしていた心が晴れて軽くなった。

　最初は屋敷の中、そのうちに庭にも出られるかもしれない。歩行に不安がなくなれば、セザールと出かけることもできる。

　そうやって少しずつ自立して、セザールの役に立てることを探そう。

　未来に想いを馳せながら、オレリアはミリヤムが戻るのを待った。






　しばらくして、ミリヤムは新しいドレスがとても素敵だと嬉しそうに戻ってきた。

　鼻歌を歌いながらクローゼットにドレスを収納し、ベッドメイクを終える頃には昼食の時間になる。

　ミリヤムが部屋まで持ってきてくれた食事をすませ、片付けをしてもらってから、オレリアは切り出した。

「ミリヤム。少し廊下を歩きたいのだけど、手伝ってくれる？」

「廊下ですか？　でも……」

　心配そうな声色に、オレリアは笑みを浮かべた。

「大丈夫。屋敷の中からは出ないわ。いつもセザールに案内してもらっているところを自分でも覚えたいの」

「そうですね……わかりました」

　屋敷内からは出ないということと、普段の生活範囲を知りたいというオレリアの気持ちを理解してくれたのか、ミリヤムが承諾してくれる。

「では、行きましょうか」

「あっ、待って。一人で歩くから……ミリヤムは少し離れたところから見ていて」

「え！　オレリア様、いけません。ぶつかったりしたら――」

「大丈夫。腕を借りながらだけれど、毎日歩いている場所だもの」

　ミリヤムの手をやんわりと押し戻し、オレリアはゆっくりと歩き出した。

　自室のソファから扉までは何も障害はない。

　扉の位置とそこまでの距離は感覚でしかないが……両手を前に出し、壁に手がつくまで進めば、扉は感触でわかる。

「オ、オレリア様……」

　ミリヤムはオレリアの横で心配そうにそわそわしていた。

「まっすぐ、まっすぐですよ。もう少し……あと数歩で行き止まりですからね」

　オレリアの意を汲んで手を出さないのは、主人の命には必ず従う使用人の性さがなのだろうか。その代わり、かなり口が出ているが……

　オレリアは苦笑しつつも歩みを止めずに進んだ。

　ミリヤムの言った通り、すぐに扉に手が触れる。どうやら、方向感覚は優れているほうらしい。

「扉は内側に開きます。気をつけてください」

「ええ」

　オレリアはドアノブを探し当てると、慎重に扉を引いた。

　少し冷たい風が廊下から流れ込んでくる。

「まずは、食堂まで行きましょう。確か、こちらよね？」

「あっ、はい。廊下には何も置いていませんから、壁を伝って、ゆっくり歩いてください。曲がり角は私がお教えします」

「そんなに怖がらなくても大丈夫よ」

　廊下に出て右側に進み、オレリアは壁伝いに歩く。

　オレリアはセザールに導かれるときのことを思い出しながら、屋敷の間取りを思い浮かべる。

（もう少し行ったら、また角に……そこを右だから、このまま壁に沿って行けばいいわね）

　バラデュール伯爵邸でもこんなふうに生活していたのだから、大丈夫だ。

　久しぶりに一人で何かをやるということに、どこか誇らしい気分にもなる。

　嬉しくて、歩き方が速くなって――

「どこへ行くのですか！」

「あ……」

　大きな声が廊下に響き渡り、オレリアは驚いて足を止めた。

「セザール？」

　まだ昼を過ぎたばかりなのに、もう帰ってきたのだろうか。

「一体、どこへ行こうと言うのです？　私がいない間に部屋を出てはいけないと言いましたよね？」

「きゃっ――」

　オレリアに駆け寄ってきたセザールは、彼女の手を強く掴んだ。

「この屋敷を出ていくつもりだったのですか？　私を置いていこうと言うのですか？　どうしてですか？　何が不満なのですか？」

　矢継ぎ早に捲し立てるセザールの声には焦りと怒りが混ざっている。普段の彼とあまりにも違う様子に、オレリアは身を縮こまらせた。

「ち、違うんです。屋敷を出るつもりはなくて……ただ、一人で、歩く練習を……」

　声を荒げるセザールが怖くて、唇が震えた。かろうじて言葉は出てきたが、それと一緒に涙が零れる。

「あ……すみません。怒るつもりでは……」

　セザールはハッと我に返った様子でオレリアを抱きしめた。

「心配しました。馬車の中でも王宮でも、貴女が一人でどうしているかと考えて気が気でなくて……急いで帰ってきたら、早足で嬉しそうに……どこかへ、行ってしまうのかと……」

　苦しいくらいに抱きしめられ、オレリアの胸が痛む。

　セザールが今にも泣き出しそうなほど切ない声を出したから……

「どこにも行きませんよ。ごめんなさい。私、少しでもセザールの負担を軽くしたかったのです。屋敷内くらいなら、すぐに歩けるようになると思って……」

「そんなこと、気にしないでほしいと言いましたよね？　私が貴女の手足となりますから。ミリヤム、オレリアを部屋の外に出してはいけないと言ったはずだが？」

　すぅっと空気が冷えたような気がした。

　ミリヤムに対してのセザールの言葉が、尖った氷を投げつけるような鋭さを持っている。

「申し訳ございません！」

「セザール、ミリヤムを怒らないでください。私がやりたいと言ったのです。ミリヤムには離れて見ているようにと、私が命じました」

　喉の奥で悲鳴のような声を上げたミリヤムに申し訳なくて、オレリアは慌ててセザールに言い募った。

　オレリアのせいでミリヤムが責められるのは違う。

「……オレリアがそう言うのなら。もういい、今日は下がれ」

「っ、はい」

　ミリヤムがいなくなると、セザールはオレリアを抱き上げた。

「あ、セザール……」

「もう心配させないでください。屋敷内でも危ないですから、一人で歩き回るのはやめてほしいです。私もできるだけ、屋敷で仕事をするようにしますから」

「そんな……それでは、セザールのほうが不自由な生活を送ることになります。お仕事に支障も――」

「貴女を失うことのほうが、私の人生に支障をきたします」

　オレリアが少しずつ慎重に進んできた道を、セザールは悠々と戻っていく。

　彼女の費やした半分の時間で部屋に戻り、ソファに座らされた。

「貴女が大切なのです。貴女が必要なのです」

「あっ」

　隣に座った彼に、後ろから抱き込まれて首筋に唇を押しつけられる。

　熱い吐息と濡れた唇の感触が生々しく、オレリアは身を捩った。

「ん、待ってください！　セザール……っ、だめ」

「拒まないでください。私から逃げないで……貴女が恋しかったです。たった半日離れただけで、私はどうにかなってしまいそうでした」

「あっ、や、だめ……こんな、明るいところ――んっ」

　ドレスの上から胸を揉まれ、オレリアはセザールの手首を掴んだ。

　まだ昼過ぎ――窓からは太陽の光が差し込み、部屋は明るいはず。使用人たちも廊下を行き来して働いているし、もしかしたら、部屋にも入ってくるかもしれない。

「恥ずかしがることはありません。貴女のことは、もうすべて知っているのですから」

　そう言われて、オレリアの頬がカッと熱くなる。

　セザールは、婚約者の身体を彼女以上に知っている。

　オレリアが気持ちいいと思う場所、彼女が乱れる愛撫の仕方を的確に把握し、執拗に責められる。彼は、ほんの数回の情事でオレリアのすべてを暴いてしまった。

　何度も絶頂に追い立てられ、彼を受け止める頃には、気をやってしまうことも多い。

「私の愛撫に可愛く応えてくださる貴女は、とても素敵ですよ」

「あ……」

　耳元で囁かれ、そして、ドレスがするりと肩から落ちる。

　手際の良さは、オレリアの世話に慣れているミリヤムにも劣らない。

　コルセットがあっという間に緩められ、胸の膨らみがまろび出た。それを今度は大きな手で覆われて、捏ねられる。

「もうここが尖っていますよ。私の愛撫に敏感になってくださったのですね……嬉しいです」

「ん、あっ、は……ン」

　胸の先端をくるくると指先で撫でられて、ぞくぞくとした痺れが背を伝う。

　さらに先端を摘まんでぐりぐりと捏ねられると、腰がくねった。

　その動きで、臀部をセザールに押し付けてしまい、硬いものが当たる。

「あ……」

「私も、貴女を抱きしめるだけで、こんなふうになってしまうのですよ」

　ビクッと反応するオレリアに、セザールが嬉しそうに囁く。

　そのまま彼女の手を取ったかと思うと、大きく猛ったものへ導いた。

　ゆるやかに上下に動かされる手――その平に感じるのは、いつもオレリアの中を掻き回す、卑猥な肉棒。

　男性のそれがどんなふうになっているのか見たことはない。だが、自分の中に入るとは思えないほど大きく感じる。

　ごくり、と喉が鳴ったのは……なぜだろう。

「ふふ、興味がおありですか？」

「え？」

　セザールがクスっと妖しく笑いながら、一度オレリアの手を離す。オレリアの背後で衣擦れの音がして、すぐに手が掴まれた。

「あっ、や……うそ、これ……？」

　セザールの言う通り、興味や好奇心だったのかもしれない。

　オレリアはそれに触れた瞬間、戸惑いもなく握った。

「は……大胆、ですね……貴女が、こんなふうに触れてくれる、なんて……嬉しいです……」

　オレリアの手に自分の手を重ねて動かしているのは、セザールなのに……彼はオレリアが自発的に昂りをしごいているかのように言う。

　否、オレリアは彼のものを離そうとしていないのだから、彼の言うことは正しい。

「セザール、の……これが、私の、中に……？」

「ええ。そうですよ。貴女が受け止めてくださるものです……先端には少し窪みがあって、ここがいいところに引っかかると、貴女は可愛い声を出してくださいます」

「――ッ」

　その部分をくるくると触らせながら、セザールは上ずった声で昂りがどうなっているのかを説明する。

　先端に触れると、ねちょ、と手が濡れる感覚があった。

「あ……」

「ん、これ、は……いつも、貴女の中に注いでいるものです……貴女の手が気持ちよくて、もう……出てきてしまいましたね」

　耳元に吹き込まれる言葉の途切れ方、呼吸の速さ……セザールが興奮していく様が感じられて、オレリアもまた身体が熱くなる。

「どう、ですか？　私のもの……触れてみて、わかりますか？　大きさ、長さ、太さ……全部、知ってほしいです。私を、感じてください」

「や、恥ずかし……っ」

「恥ずかしがる貴女も可愛いですが……私だけが貴女のすべてを知っているのは、不公平でしょう？」

「そんなこと、あ――！」

　セザールのもう片方の手が、再び膨らみを掴む。

　弾力を確かめるような手つきで揉み、指を巧みに使って先端を刺激した。

「貴女の胸は柔らかくて、触り心地がいい。ここは硬くなると、甘い果実のように真っ赤に染まります。舐めたくなってしまいますね。それに、こちらも……」

「あぁっ、だめ、そこはっ」

　胸を弄っていた手がドレスのスカートを乱暴に捲り上げ、下着の中に入り込む。

「蜜がたくさん溢れて、私を誘います。聴こえるでしょう？　いやらしくて、美しい音……」

　セザールはわざと音を立てるように、オレリアの泉にくぷくぷと指を出し入れした。

　胸しか触れられていないのに、しとどに濡れたそこは、セザールの指をすんなりと受け入れている。

「まだ少ししか触れていないのに、こんなに濡れているのは初めてかもしれませんね。私のものに触れて、感じてくださいましたか？」

「んっ、や……違、ひぁっ」

「違うのですか？　でも、貴女は私のものを離そうとしないですし、こうやって擦るたびに中から蜜が溢れていますよ」

　オレリアの手が彼の昂りの先端に触れるたび、彼女の中がきゅんと疼く。

　今触れている部分で奥を突かれることを想像してしまうから……

　セザールはそれをわかっているかのように、指を奥に沈ませた。

　オレリアの手が昂りの先端にくるたびに、セザールの指先が彼女の奥のいいところをひっかく。

「う、あぁ……あ、あっ」

　繊細な指先よりも、大きな昂りで突かれたい。オレリアを気持ちよくしてくれるものは、彼女の手にあるのに……

　もどかしくて、腰が動いてしまう。

「ああ、本当に……貴女は私の理想の人だ……美しく、いやらしく、私を求めてくださる……私が幸せにすべき人……はぁ……名を呼んでください。私を求めながら、イッてください……」

「あ、セ、ザール……ッ、あっ、んあぁ……セザール、セザール……！」

　ビクビクと身体が痙攣し、背がしなってセザールの胸に頭を擦りつける。

　蕩けた泉からは、とぽとぽと蜜が溢れて、セザールの手を濡らした。

「ああ……私が欲しいですか？　ねぇ、もう、欲しいですよね？」

　ドレスを乱暴に剥ぎ取りながら、セザールがオレリアに問う。

　ソファに押し倒し、膝を押し広げ……先ほどまでオレリアが握っていたものを秘所に擦りつけた。

　はちきれんばかりに膨らんだ昂りがぬるぬると割れ目をなぞる。

　これ以上ないほどに熱くさせられた身体がそれを拒めるはずもない。

「ん、ほし……欲しい、です。セザール――っ、あ、あぁ」

　オレリアが名を呼び終わらないうちに、ずぷりと先端が入り口に埋め込まれる。

　そのまま期待通り奥まで入ったと思ったら、セザールが小刻みに腰を揺すり始めた。

「あっ、だめ、そこ、あぁんっ、あ……」

「ここ、ですよね？　ここが気持ちいいところです。貴女がさっき触ったところがひっかかっているでしょう？　ねぇ、わかりますか？　貴女の奥、私を食べたくて仕方がないと言うみたいに……吸い付いてきます」

　ぐっ、ぐっ、と奥をリズミカルに突かれ、オレリアは背をしならせる。

「はっ、胸が揺れて……少し、肉付きがよくなったのでしょうか……以前より、いやらしく感じます」

「やぁっ、あ、あっ」

「ああ、嫌がらないでください。大丈夫、貴女のすべてを元に戻すと約束したでしょう？　もっとたくさん食べさせてあげます。痩せすぎていては、貴女の魅力が台無しです。瞳も……もうすぐ治りますからね……」

　セザールの声はとても嬉しそうで、幸福感に満ちているのがわかる。

　すべてを元に戻す――彼は以前、オレリアの目を治療できる医師を探してくれると言っていた。

　いや……

「ひ、とみ……あっ、元に、戻……っ、んっ、は、ああっ」

　なぜだろう。

　何か、違和感があって……

「ええ。すべて綺麗に治りますよ。私の愛しい人……私のそばを離れてはいけませんよ。外に出てはいけません。私と一緒にいましょうね……そうすれば、幸せですから……」

「し、あわせ……んあっ、はぁン、あ、あっ」

「そうですよ。私が幸せにして差し上げます。貴女は何も心配しなくていいのです」

「あ――ッ」

　律動が激しくなって、オレリアの考えていたことが霧散する。

　セザールが自分を幸せにしてくれる――彼はこの世界で唯一オレリアを求め、慈しみ、愛してくれる人だ。

　彼の言う通りにすれば、オレリアは幸せになれる。

　食事も、衣装も、住む場所も……何もかも最高級のものを与えてくれた。

　オレリアの安全を一番に考え、彼女を心配し、守ってくれる。

　セザールの言葉に嘘はない。

　きっと、目の治療も実現するだろう。

　だから……

　オレリアは、セザールの望むように生きれば幸せなのだ。

















第四章












　オレリアがペルティエ公爵邸に来て、数ヶ月が経った。

　セザールとオレリアは正式に結婚の手続きをすませ、夫婦となり平穏な新婚生活を送っている。

　彼はたまに仕事で留守にする程度で、ほとんどを屋敷で過ごしていた。

　公爵領にも行かないので、大丈夫なのかと問うたことがあるのだが、領地のことは公爵夫妻が管理していると聞いて納得した。

　セザールが優秀なので忘れていたけれど、彼はまだ正式に当主の座を継いでいない。公爵夫妻が早々に領地での隠居生活を希望したので、首都での仕事だけは代理で行っているのだと言う。

　その理由について、オレリアは昔のスキャンダルが原因ではないかと思っている。セザールははっきりと言わなかったが、両親は首都での生活をあまり好んでいないらしい。

　領地への長旅はオレリアにも負担になるからと、セザールは二人の結婚を手紙で伝えてくれた。

　同様に婚約式や結婚式はしないことになったが、公爵夫妻とは、セザールが公爵の座を継ぐ際のお披露目式での対面を予定している。

　ペルティエ公爵は、セザールが結婚をしたら当主の座を譲ると約束していたというので、もうすぐその予定が組まれるはずだ。

　おそらく、公爵は息子が身を固めて後継者の心配がなくなる頃に家督を譲りたかったのだろう。今まで縁談に消極的だった息子の結婚報告には安堵したはずだ。

　セザールはいつでもオレリアのことを一番に考え、大切にしてくれていた。

　朝起きてから夜眠るまで……ほとんど離れることはない。

　オレリアの生活範囲は、寝室と食堂、その間の廊下程度。たまにセザールと一緒に庭に出る。

　日々の生活パターンも決まってきて、オレリアもペルティエ公爵家に馴染んできたところだ。

　だが、今日は……オレリアは珍しく知らない部屋に連れてこられていた。

　セザールとソファに座り、向かい側にいる見えない客人と対面しながら、オレリアは昨夜の突然の報告を思い返す――






「……実は、やっと貴女の瞳を見つけたんです。明日、医師を屋敷に呼びます」

　情事の後、オレリアの頬を撫でながら口火を切ったのは、もちろんセザールだった。

「私の瞳、ですか？」

「はい。貴女の瞳の、事故で機能を失った部分を……そうですね、新しいものに取り替える、というとわかりやすいでしょうか？」

「新しいものって、そんなものが……あるのですか？」

　にわかには信じられない。

　目の一部を新しくするなど……言うのは簡単だが、その〝新しい目〟をどこで手に入れるというのか。

　錬金術か何かで作れるものなのか、そうでなければ――

「はい。ほかの人の瞳です」

「――っ」

　あまりに衝撃的な発言だ。

　身を震わせるオレリアを慰めるように、セザールが彼女を抱き寄せる。

「心配しないでください。許可は得ています」

「許可、って……でも、それでは、その方の目が見えなくなるということなのではありませんか？」

「そうですね。ですが、すでに見えなくなってしまった方ですから」

「どういう、ことですか？」

　すでに見えなくなっているというのは、その人物の目も機能を失っているということではないのか。

　だとしたら、いくら取り替えたところで無意味だ。

「事故で亡くなった方なのです。ですから、ご本人はもう見えない……けれど、目の機能は正常です。医師によると『移植』という方法らしいのですが、新鮮なうちに貴女に移植しないといけないそうです」

　セザールは何とでもないことのように、すらすらと説明を続ける。

「もちろん、保存はきちんとしています。とても優秀な医師なんです。誰も思いつかないような、素晴らしい治療をできる……天才です」

　彼のことを考えたのか、セザールはふふっと機嫌よさそうな笑いを漏らす。

　その笑い方が、どこか狂気に満ちた音に聞こえて、オレリアは身震いした。

「怖がらないでください。大丈夫、貴女が幸せになれる方法なんですよ」

「幸せ、に……？」

「はい。貴女のためなんです」

　セザールがオレリアの頭を優しく撫でる。

　彼はいつでもオレリアのために行動してくれた。これからもそうだ。

「瞳が元に戻ったら、私を見つめてくださいね」

「……はい」

　オレリアはセザールの胸に頬を擦り寄せた。

　大丈夫だ。彼の言うことに間違いはない。

　すべてセザールがいいように図らってくれる。

　オレリアは、彼に従えばいい。

　そうすれば、もっと幸せになれる――






　そうして今日、オレリアは件くだんの医師に会うため、応接間と思われる部屋に連れてこられたのだ。

　彼女には姿が見えないので「会う」と言うのも変な気分だが、挨拶を交わしたときの声から察するに、やや年配の男性のようだ。

「ああ、本当に見えないんだねぇ。貴重だ……貴重な人材だよ、クク」

　その笑い方が不気味で、オレリアは身体を震わせた。

　彼女の知っている医師とはずいぶん雰囲気が違う。

　死人の目を生きている人間のものに移そうなどという突飛な発想をするくらいなのだから、オレリアのような小娘には理解できない類の人なのかもしれない。

「オレリアが怯えています。あまり余計なことは言わないでください」

「余計……余計ねぇ。はいはい、怖い目で見なさんな！　ちゃーんと報酬分、働くからねぇ」

　ひっ、ひっ、と引き笑いが響く。

　こんな得体の知れない人物に、治療を任せても大丈夫なのかと不安が膨れ上がった。

　オレリアが知っている医師の治療というものは、怪我の程度を見て包帯を巻いたり薬を塗ったり、風邪ならば薬を処方したりする。

　人の身体の一部を他の人へ移すなどという治療は聞いたこともなく、まさか自分がそんな怪しげな治療を受けるとも思わなかった。

　一度失ったものを取り戻すのは容易ではない。それが目ともなれば、普通なら治らないし、仕方ないと納得するしかないことだった。

　だが、もし治るのなら……この未知の治療法しか縋るものがないのだから、オレリアはセザールが見つけてくれた希望を捨てることはできない。

　失敗したとしても、目が見えないままになるだけだ。成功すれば、視力が戻り、また一つ幸せが増える。

　セザールを見つめ、彼に見つめられて……普通の生活ができるようになる。この先、子どもができれば、愛しい我が子の成長をこの目に焼き付けることができる。

　これで、幸せになれるのなら――

「あの、先生……よろしくお願いします。痛くても、つらくても、それでこの目が治るのなら……私は大丈夫です」

「夫人、そんなに怖がりなさんな。目玉をくり抜くわけじゃあないからねぇ。傷ついてダメになった角膜を交換するだけさ。麻酔で眠っている間に終わってしまうよ」

「そう、なんですか」

「ああ」

　医師はなんということもなく説明する。

　人の目は繊細な部位だ。簡単な手術ではないはずなのに、彼は腕によほど自信があるらしい。

「ペルティエ卿、部屋は用意してあるんだろうねぇ？」

「ええ。言われた通り、道具もすべて揃えてありますよ」

「そうかい。じゃあ、早速始めようかね」

　簡単な質問でオレリアの体調を確認した後、医師は部屋を移動する。

　硬いベッドに横になり、髪の毛が邪魔にならないよう何かを被せられた。

「すぐ眠くなるさ。起きたら、全部終わっている。ゆっくりおやすみ」

「……はい」

　恐怖で早鐘を打つ心臓の音が、だんだんと遠くなっていく。

　目が覚めたら、世界は元に戻るのだろうか。

　あの事故の後、霧に包まれてしまった世界は、鮮やかさを取り戻すのだろうか――
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　結論から言えば、手術は成功した。

　術後もほとんど包帯を巻いたままだったため、オレリアはあまり実感がなかったけれど、医師に言われた通り目薬を差すときの視界は、少しずつ開けてきたように感じる。

　ただ、物が二重に見えたり、焦点が合いづらかったりと、以前の「見える」状態には程遠い。

　――そんなに落ち込まなさんな。他人様の目だからね、夫人の目に慣らさんと。一週間後にまた来るさ。そのときまで安静になぁ。

　肩を落としたオレリアに、医師はケラケラと笑っていた。

　あの楽観的な様子からすると、時間が経てばもう少し見えるようにはなるようだ。

　今までに聞いたことのない治療法――未知のそれを怖がりつつも、オレリアはどこかでそれを魔法のように思っていたのだろう。

　こんなに時間がかかるとは思わなかったから、落胆してしまったのだ。

　手術の後、医師は二日ほどオレリアの様子を診るためにペルティエ公爵邸に滞在し、帰っていった。

　そうして、今日は彼が再びペルティエ公爵家を訪れる日――手術から七日が経っていた。

　いつも通りに朝食をすませ、セザールの腕を借りて先週と同じ応接室へ向かう。

　医師はすでに部屋に通されていて、オレリアたちを待っていたらしかった。

「やぁ、ペルティエ卿、それに夫人。お元気でしたかね？」

　機嫌が良さそうな明るい声。年齢はオレリアたちよりもずっと上だろうに、期待や好奇心のような子どもっぽい響きもあるように思える。

「先生、こんにちは」

「お待ちしておりましたよ。さぁ、オレリア、ゆっくり腰を下ろしてください」

　セザールとオレリアがソファに座ると、向かいの医師が少し身を乗り出したようで、声が大きくなった。

「痛んだり、痒かったりするかね？」

「手術後はとても痛くて、いただいたお薬を飲みましたが、今はずいぶん楽になりました。痒みも特には……」

「ふむ、そうか……まぁ、痛みは個人差があるからねぇ」

　質問の勢いがあったせいか、オレリアの答えに対する返事はどこか落胆したように聴こえる。

「とりあえず外してみてくれ」

「あ、はい……」

「私がやりましょう」

　頷いたオレリアよりも先に、横からセザールが手を伸ばして包帯を解いた。

　するすると目を覆う布が緩んでいく。

　少しまぶしくて目を細めると、向かいに座る年配の男性の姿が二重に見えた。

「どんな具合だい？」

「それが……焦点が、合わなくて……まだ、ぼんやりしていますし……」

　見えるか見えないかで言えば、見える。

　だが、オレリアはすべてがクリアに見える世界を知っているから……うまく噛み合わないこの状態を「見える」と言うのは違和感があった。

　明るさに慣れて、少し輪郭のはっきりしてきた医師の姿。年はオレリアの両親よりも上に見える。痩せ細っていて、顔色もあまり良くない。お世辞にも健康とは言えない身体つきに感じられるが……

　彼は顎を擦りながら口を開く。

「ふむ。まだなじんでいないからか……まぁでも、少しずつ回復するだろう。もうしばらく包帯を巻いておくほうがいいかもしれんなぁ。目薬もきちんと差しているかね？」

「あ、はい……あの、目薬はあとどれくらい、必要なのでしょうか？」

「ん？　ああ、夫人は目薬が苦手だったねぇ。だが、まだしばらくは差してもらわにゃならん」

「そう、ですか……」

　目薬を差すことに、オレリアが恐怖を感じることを自覚したのは術後のことだ。

　真っ青になって震える患者を見て、医師も驚いていた。

「まぁ、仕方ないさね。目薬を差してからの失明じゃあなぁ」

　あの事故の日――治療のため、痛む目に目薬を差した後、オレリアは視力を失った。

　直接の原因は目に入った薬品だろうけれど、最後に見た光景が目薬の雫が落ちてくるところだったから……今も怖い。

　その一滴がすべてを無にしてしまうのではないか、と。

「医者の腕も疑わしいもんだの。ラブレ侯爵だったか？　クク、そこのお貴族様の命は短そうだわ。のぅ？」

「ええ、そうですね。そのような質の低い医師を雇っていては、健康管理に支障があるでしょう」

　医師の不謹慎とも言える問いかけに、セザールは気にした素振りもなく朗らかに答える。

　確かにオレリアが盲目になったのは、ラブレ侯爵家の領地でのことだったけれど……すでに手遅れだったかもしれないのに、若い医師が責められるのは気の毒だ。

「セザール……」

「大丈夫ですよ。目薬のことは心配しないでください。私がすべてやって差し上げますから」

　術後は、ずっと医師かセザールがオレリアに目薬を差してくれている。

　セザールはきっとオレリアが自分でできるとしても、そうしてくれるだろうが、目薬に関しては本当にありがたい。

「はい……ありがとうございます」

　隣に顔を向けると、セザールが笑みを浮かべていた。

　怖がるオレリアを慰めるように大きな手で頬を撫でてくれる。

　セザールを初めて見たとき……天使のようだと思った。きちんと彼の表情を認識するのに時間はかかったけれど、金色の髪のまぶしさはよくわかった。

　今も、彼を見るときは目を細めてしまう。

　優しそうな目元、瞳は緑。唇は緩やかに弧を描き、いつも微笑んでいる。

　美しい顔立ちと物腰柔らかな立ち居振る舞い、オレリアを愛し、尽くしてくれる……完璧な夫だ。

「今日からは日常生活に戻っても大丈夫そうだねぇ。今まで通り、あまり大きな衝撃は与えないでほしいから、転んだり、重たいものを持ったりしてはいけないよ。ああ、夫婦でいちゃつくくらいはしてもいいさ。眠るときは包帯をしておくほうがいいかもしれないねぇ」

　いちゃつくという言葉にオレリアは頬を染めたが、セザールは余裕の笑みで頷いた。

「わかりました。次の診察は？」

「また一週間後くらいに来ようかねぇ。少しずつ間隔を長くしていくつもりだが、何か異変があればすぐに呼んでくれ」

「ええ、もちろん」

　セザールとの話をまとめ、医師は満足そうに立ち上がる。

「それじゃあ、存分に楽しんでくれたまえ」

　以前聞いたことのある引き笑い――医師は楽しそうに肩を揺らしてオレリアを一瞥し、部屋を出ていった。

　オレリアには表情の細かな変化は読み取れなかったけれど、自分に向けられた視線があまりいいものではないことだけは肌で感じられた。

　だが、その理由を考えようとした矢先、セザールがオレリアの肩を抱く。

「では、私たちも部屋へ戻りましょう」

「あ……はい、そうですね」

　セザールに促され、オレリアは彼の手を取って立ち上がった。

　周りは見えるようにはなったけれど、まだ視界が揺らぐ。見えなかったときとは違う不自由さがあり、セザールに支えてもらっていないと歩くのが怖い。

　腕をしっかり掴んでいないと転んでしまいそうで、手術前よりも彼に身体を預けているくらいだ。

「ごめんなさい……こんなにゆっくり歩いていては、いつまでも部屋に辿り着けませんよね」

「謝る必要はありませんよ。貴女となら、いつまででも歩きますよ」

　応接室の扉の向こうの廊下は、オレリアが想像していたよりも広い。

　おそらく、花瓶や調度品などがまったくないせいだ。

「私のためにすべてのものを撤去してくださったんですよね……もう見えるようになりましたし、屋敷は元に戻しても大丈夫ですよ」

「いいえ。少なくとも貴女の視力が安定するまでは、危ないのでこのままにします。先生も転んではいけないと言っていたでしょう？」

「ですが……」

　屋敷がこんなに殺風景では、あまりに貧相に見えてしまう。バラデュール伯爵邸でも、もう少し豪華に飾っていた。父の場合は、見栄もあったのだろうけれど……

　口ごもったオレリアの心配を察したのか、セザールがフッと笑う。

「いいんですよ。この屋敷に招く人間などいませんから」

「え……？」

「ここは、貴女と私の屋敷です。使用人は十分雇っていますし、ほかの誰も必要ありません。そうでしょう？」

「は、はい……あの、でも、お仕事でお客様が来られることも……私も、これからは社交の場を……セ、ザール？」

「執務室での仕事は私がやるべきもの以外ありません。人に会う必要があれば、今まで通り外ですませます」

　オレリアの肩を抱く手に少し力が籠った気がして、彼女はごくりと唾を飲み込んだ。

　セザールは笑みを浮かべているのに、なんだか怒っている気がして……

「貴女も茶会を開く必要はありませんし、今後、招待があっても応じなくて大丈夫ですから。屋敷の外は危険です。絶対に、出てはいけませんよ」

　確かに、屋敷内ですら一人で歩けないオレリアにとって、外の世界は危険だろう。

　まだ視力がどの程度まで回復するのかもわからないから、セザールは心配してそう言っているのかもしれない。

　だが、今後も茶会を開かず、誰の招待にも応じずに過ごせるはずがない。

　たとえば、王宮で開かれるパーティに出席しないというのは無理な話だ。国王夫妻の誕生祝い、王子王女の婚約パーティに結婚式、建国祭など、国を挙げての行事はいくらでもある。

　ペルティエ公爵夫妻がそれらを欠席するわけにはいかない。一度くらいなら、何か理由をつけて行かない選択もできるのかもしれないが、何度も続けられることではないだろう。

　一度パーティに出席すれば、オレリアの目が治ったことも知れ渡る。

　オレリアが公爵夫人としての義務を果たしていないと悪い評判が立ってしまうのは避けたい。今は盲目のオレリアを気遣って――敬遠して――いる貴族たちも、彼女を仲間外れにはできないはずだ。

「オレリア？　絶対に、外へ出かけてはいけません。いいですね？」

「あ……わ、かりました……」

　答えに迷っていたところに、畳みかけるように言われ、オレリアはぎこちなく頷いた。

　セザールはそれに満足したように頬を緩め、オレリアの部屋の扉を開ける。

「さぁ、どうぞ。貴女の部屋はここですよ」

「ええ……ありがとうございます」

　後ろで閉まる扉がなんだか重く見えた気がした。

　セザールはオレリアをソファに座らせて、隣に腰を下ろす。

　包帯を取るのはいつも短時間で、しっかりと部屋の内装を見るのは初めてだ。

　以前、ミリヤムが説明してくれた通りの光景にほぅっとため息が出る。

　オレリアが想像していたよりも高級感のある部屋だ。白い天井、淡いグリーンで塗られた壁、白とピンクのソファと椅子、テーブル……シャンデリアは大きくて眩しい。ほかにはクローゼットの近くに鏡台があるくらいだ。

　天井の模様や壁の花柄など細かな部分はまだ見にくいが、とても上品なデザインであることはわかる。家具の配置も、オレリアが歩きやすいように導線が確保されていた。

「とても、素敵な部屋ですね」

「貴女に似合うように調えましたから」

　セザールは嬉しそうに答えると、オレリアの頬に手を添える。

「さぁ、顔をよく見せてください。貴女の可愛らしい顔を……私の、私だけの貴女を……」

　オレリアの顔を自分に向けさせ、目を細めるセザール。うっとりとした緑色の瞳、嬉しそうに上がる口角、そして、震える手……

　オレリアの目が治ったことをとても喜んでいるようだ。

「ああ……ああ……やっと、治りましたね。貴女の瞳、とても綺麗ですよ。貴女こそ、私の愛しい人です……ああ、私を見つめてくださる、愛しい人……このときをどんなに夢見たことか」

「セザールのおかげです。ありがとうございます」

　夫の大きな手に自分のそれを重ね、オレリアは微笑んだ。

「そうだ、貴女もご自分の瞳を見たほうがいいでしょう。本当に綺麗ですから」

「はい」

　視力が戻ったかどうかは自分の瞳を見なくてもわかる。まだはっきりとはしていないが、周囲の景色が見えているのだから。

　あとは、医師の言う通り、角膜がなじむのを待つだけだろう。

　だが、やはり術後の自分の瞳は気になった。他人の目の一部が移されて、どうなっているのか……

　セザールは鏡台の引き出しから手鏡を取り出して、オレリアのもとへ戻ってくる。

　彼から手鏡を受け取って、自分の顔を見て……オレリアは何度か瞬きを繰り返した。

　それは、うまく鏡に映る自分が見えなかったせいもあるけれど……

「どうして……」

　目元を手で押さえ、もう一度瞬きをする。

　少しずつ慣れて開けていく視界に映る自分――頬は以前よりふっくらしているが、そのほかはオレリアの記憶と合致しなければならないはずだった。

「瞳の、色が……水色？」

　赤い髪の毛と近い色だったはずの瞳が、水色に変わっている。

　困惑の目を向けると、セザールはにっこりと微笑んで手鏡を取り上げた。

「綺麗でしょう？」

　ぞくぞくっと、得体の知れない何かがオレリアの背を伝う。

　一度失った視力を元に戻すという奇跡のような治療――他人の角膜を移植する――がどういうものなのか、実際に治療を受けた今でもよくわかっていない。

　ほかの人の目を使って行う手術だということは知らされていたが、目玉をくりぬくわけではないと言われたから、瞳の色については予想外だった。

　だが、その誰かの目――角膜のおかげでオレリアの視力は回復したのだ。

「もしかして、この、目をくださった方の……？」

「ええ、そうです。貴女にぴったりな色を探すのに、少し時間がかかってしまいました」

　オレリアに医学の知識はほとんどない。どういう理由で瞳の色が変わってしまったのかは定かではないが、視力を取り戻す治療の過程で必要なことだったのだろう。

　セザールは、オレリアのためにこの瞳を探してくれた。

　手術に使える目の持ち主を探すのはどれだけ大変だったことだろう。

　事故で亡くなったばかりの人を探すだけではなく、その遺族を説得し、許可をもらうことにも相当に苦労したはず。

　魔法使いのような医師のことは、以前から知っているような口ぶりだったけれど、莫大な額を払っているに違いない。

　それほどの苦労に比べたら、色の変化など些末なことだ。

　今まで、こんなにもオレリアのために行動してくれた人はいなかった。オレリアのために、金に糸目をつけない献身は、ともすれば、いきすぎていると思えるけれど……

（それほどに、愛してくださる）

　セザールはオレリアを愛してくれる。

　この世界で、たった一人のオレリアの味方。

　自分にこんな幸運が訪れるとは思っていなかった。

　誰かに必要とされ、愛されることなどないと諦めていた。

　だが、本当に小さなきっかけで、想像もしなかった人生が幕を開けて……

「ありがとうございます。私、とても幸せです」

「ええ、私もですよ」

　セザールの顔が近づいてきて、目を瞑る。

　すると、彼の吐息が唇にかかったところで目尻を撫でられた。

「目を瞑らないでください……私を見ていて……ずっと、私を見ていてください」

「セザール？」

　泣きそうな声で言われ、オレリアはそっと瞼を持ち上げる。

　セザールはそれを確認してから唇を重ねた。

　じっと見られながらのキス。オレリアもセザールを見つめたまま……何度か唇を啄まれ、軽く触れるキスが繰り返される。

　瞬きすると、それを咎めるように目元を親指でなぞられた。

「セ、ザール……んっ」

　ぬるりと舌が唇を割って、オレリアは思わず身を引こうとしてしまう。

　そのままソファに倒れ込み、セザールに覆いかぶさられて……それでもキスは続いた。獲物を狩るかのような、鋭くも恍惚とした光を宿した緑色の瞳が、オレリアを捕らえて離さない。

　セザールはこんなふうに自分を求めるのか。

　彼が今まで以上に興奮しているように感じるのは、見えるようになった分、視覚からも煽られるから……？

　セザールの吐息が熱くて、オレリアが溶かされてしまいそうだ。

「は……あ、セザール、も……むり、で……」

　目を瞑ってはいけないと言われたけれど、キスが深く長くなるにつれ、オレリアはどうしたらいいかわからなくなった。

　すると、セザールは自分のシャツのボタンに手をかけた。

「……キスはダメですか？　では、こちらで繋がりましょう」

　太ももにグッと押し付けられたのは、すでに硬く張り詰めた彼のもの。

「すみません。興奮して、もうこんなふうに……貴女に見られながら、と思うと……ぞくぞくします」

　荒い吐息交じりに言うセザールは、言葉通りかなり昂っているようだ。

　キスで濡れた唇を舐める仕草は艶めかしく、頬も上気している。

「さぁ、貴女も……私にどのように抱かれるのかを見ていてくださいね」

「あっ」

　ドレスのリボンがするりと解かれる。

　慣れた手つきでオレリアの肌を露わにしながらも、セザールは彼女の瞳から目を逸らさなかった。

　緑色の奥に揺れる獰猛な情欲に、オレリアの身体が痺れる。

「ご自分の身体は、見たことがありますよね？　ああ、でも、もう以前とは違いますね。私に抱かれて……いやらしくなりましたから。ほら、ここがもうツンとして……私を誘っています」

「んあっ」

　まろびでた乳房の先端を爪で引っかかれ、声が出た。

「舐めるところも、見ていてくださいね」

「やっ、あ、あっ……」

　セザールが両手でぎゅっと両方の膨らみを寄せて、尖った頂を舐め回す。

　ちろちろと舌先で突いたり、ねっとりと舌全体を使って舐められたりするうちに、じんわりと腹の奥に熱が籠っていく。

「目を逸らしてはダメですよ、きちんと私を見てください。私がどんなふうに貴女に触れるのか、知ってください。貴女がどうなってしまうのかも、ね……」

「セザール……」

　羞恥心で顔を背けようものなら、すぐにセザールの手が頬に伸び、それを咎める。

　優しく、穏やかな口調なのに、逆らうことを許さない響き――オレリアは恥ずかしさに涙を浮かべながら、視線を落とした。

　記憶にあるよりもふっくらとした膨らみは、公爵家に嫁いでからセザールが三食フルコースを食べさせてくれるからだろう。

　セザールはオレリアと視線を合わせたまま膨らみに舌を這わせ、彼女に見せつけるように先端の赤い飾りを嬲る。

　真っ赤な蕾が彼の唾液で光っていやらしい。ツンと硬く尖って主張する様は、さらなる愛撫を期待するかのようだ。

　それに応えて、セザールがぱくりと胸の先端を口に含む。

「は……あ、あっ……」

　ちゅぷちゅぷと、わざと水音を立てながら吸い付かれる。

　温かな口内で、ざらついた舌に撫でられ、優しく歯を当てられて……夢中で乳を吸う赤子のような夫の姿は、卑猥であると同時に不思議と愛おしくもあった。

「あ、セザール……」

　オレリアは思わず彼の頭に手を伸ばす。

　金色の綺麗な髪の毛はさらさらで手触りもいい。絹のような髪の毛をゆっくりと撫でると、セザールは気持ちよさそうに目を細めた。

「貴女が私に触れてくださるのは、二度目でしょうか。一度目は私がそのようにさせたのですが」

　クスっと笑い、セザールは身体を起こしつつ、オレリアのこともソファに座らせる。

　さらに彼女の身体を膝に乗せた。

「今日は、貴女から触れてくださいませんか？」

「え……」

　急な申し出に、オレリアは目を泳がせた。

　意味がわからないわけではない。以前、セザールに導かれて触れたものは……一つしかないのだから。

　だが、自分からどうぞと言われると、どうしていいかすぐには身体が動かなかった。

　セザールは戸惑うオレリアを抱き寄せ、耳元に唇を近づける。

「貴女がいつも受け入れてくださるものが、どんなものか……知りたくありませんか？」

「――っ」

　ふぅっと吐息が耳をくすぐって、オレリアは首を竦ませた。

　触れたことはある。セザールの言葉から、手の感触から、その姿を想像したことも。

　実際には、どんなものなのか……

「さぁ、どうぞ。私が貴女をたくさん触るように……貴女も私に触れていいんですよ」

　セザールの手がオレリアの肩を撫で、腕を伝い、中途半端に緩んだコルセットを外していく。

　露わになった上半身を舐めるように見つつ、手で乳房を揺らし、腰のくびれを撫でた。

　まるで、手本を見せているかのように……

　オレリアはごくりと喉を鳴らし、緊張で震える手をセザールのズボンへ伸ばした。

　まごつきながらもベルトを外し、ズボンをくつろげて……

「あ……」

　すでに布を押し上げて主張する昂りに、手を止める。

　見てみたいという好奇心と、このまま進んでいいのかという迷いが複雑に絡み合う。

「そんなに怖がらないでください。いつも、貴女は気持ちよくなってくださっているではありませんか」

「っ、はい……」

　ぞわっと背筋に寒気にも似た感覚が駆け上がった。

　そうだ。いつも、彼に抱かれて気持ちよくなって……彼のすべてを受け止めている。

　セザールと繋がるときのことを思い出したら、足の間がキュンと疼いた。

　オレリアはおそるおそる彼のものに手を近づける。

　窮屈そうな下穿きを下ろすと、思っていたよりも大きな昂りが露わになった。

「あ、こんな……大きい……」

　初めて触れたときも同じことを思ったけれど、実際に目の前にすると怖いと思う。

　すでに自分の中に受け入れたことのあるものなので、未知のものというのも変だが……色や形が生々しくて驚きが隠せない。

　だが、同時にそれがセザールの一部だと思うと、安心するような愛おしいような気持ちにもなった。

　彼が今まで自分をどれだけていねいに扱ってくれているかを知っているからだろうか。

　オレリアはゆっくりと根元を優しく掴んだ。

「っ……ああ、ダメです。今日は……」

　セザールの腹に力がこもったのがわかる。

　彼は身震いしたかと思うと、オレリアの手を自分のものから離させた。

「すみません……もっと触れてほしいのですが、貴女に見られているだけでイッてしまいそうです。もう、貴女の中に入りたい……」

　はぁっと恍惚のため息を吐きながら、セザールの手がドレスのスカートの中へもぐりこむ。

　そうして下着を指にひっかけると、とろりと蜜が零れた。

「あっ、うそ……」

「貴女も、同じ気持ちですね」

　布を除よけた瞬間に垂れてしまうほどに濡れていたことが恥ずかしくて、オレリアは涙を流した。

「ああ、泣かないでください。いいんですよ……私を求めてくださって、嬉しいです。零れてしまうのが恥ずかしいのなら、私が満たして差し上げましょうね」

「え？　あっ、や、このまま……？　んっ」

　向かい合って座ったままぐっと腰を引き寄せられ、開いた足の間に昂りが宛がわれる。

　躊躇なく蜜壺を進む彼のものは、いつもよりも太くて硬い気がした。

「はぁ……いつもより、熱いですね」

　セザールもオレリアが普段とは違うと感じているようだ。

　体勢が違うせいか、それとも「見る」という行為がスパイスになっているのか。

「あ、こんな、深く……奥、くるし……は、あ……」

「苦しいのに、私のことを離してくれないのは貴女のほうですよ」

　下から突き上げるように動き、奥をトントンと突いて、セザールが嬉しそうに言う。

「あっ、あ、ダメッ」

　目の前で光が弾けるくらいの快感が生まれて、オレリアは思わず首を横に振った。

　セザールは動きを緩めつつも、ドレスのスカートを捲り上げ、二人が繋がっている場所を露わにする。

「見てください。貴女と私が繋がっているところ……私のもので気持ちよくなって濡れています。隙間がないほどに満たして差し上げているのに、溢れて……キラキラと光って、いやらしいでしょう？」

　見てと言われて、思わず視線を下に向けてしまう。

　セザールの言う通り、オレリアの中から溢れた蜜が結合部をしとどに濡らしていて卑猥だ。

　彼が腰を動かすのに合わせて、自分を貫く昂りが見え隠れするのも淫靡に映る。

「あっ、あ……ああ……」

　目を逸らしたいのに逸らせない。

　こんなにいやらしい光景に釘付けだなど……はしたないと思うのに反し、身体は熱くなるばかり。

　視覚という五感の一つでしかないはずの感覚が、身体のすべてを支配しているかのようだ。

　まだ不安定な視界でもこんなに興奮してしまうのに、はっきり見えるようになったらどうなってしまうのか……

「ふふ。今、私のことを締め付けましたね」

「や、違……っ、ああっ」

「恥ずかしがらなくていいですよ。でも……ここばかり見ていないで、私の目も見てください」

　セザールがオレリアの顎を持ち上げて視線を上に向けさせる。

「ああ、綺麗な色です。貴女の瞳に私が映っている……やっと手に入れました」

「んっ、は、あっ、あ……あぁんっ」

　やっと――セザールはオレリアの目が治ることを望んでいた。ようやく手術に漕ぎつけ、包帯も外れて、喜んでくれている。

（だけど……）

　下から突き上げられて揺れる視界のせいか、それともまだ包帯が取れたばかりだからなのか……セザールの眼差しをうまく受け止められない。

　確かに自分を見ているはずの彼の視線が、自分に向いていないと思うなんて、オレリアはどうかしてしまったのだろうか。

　この言いようのない不安はどこから来るのだろう？

　セザールに見初められ、結婚し、目も回復して、幸せの絶頂にいるはずなのに。

　今さらマリッジブルーだとでも言うのか。

「あっ、あ……セザール、あっ、も……きちゃう……」

　わからない。

　だって、オレリアは幸せなのだ。

　何も心配することなどありはしない。

「いいですよ。一度、イきましょうか。まだまだ時間はありますから……今日は、たくさん抱き合いましょうね」

　そうだ。セザールはオレリアを求めてくれている。

　視界がぼやけるせいで、気持ちも不安定になっているだけ。

　もっと抱き合えば、ずっと繋がっていられたら……満たされる。

「あっ、ふ、んっ、あぁ……」

　最奥を何度も突きあげられて、オレリアは絶頂の階段を上っていく。

　セザールが律動を速め、彼女は彼にしがみついた。

「ああ、可愛い人ですね……はぁ……一緒に、いいですか？」

「んっ、ん」

　彼の肩に顔を埋めながら、オレリアは何度も頷いた。

　抱きしめられて身体を揺さぶられると、さらに激しく奥を穿たれて、下腹部に溜まっていた愉悦が弾け出した。

　最初は小さくパチパチと散るように、やがて中には溜め込めなくなった大きな熱が溢れて……

「あっ、だめ、あっ、ああ――ッ」

　息が止まりそうな快感に襲われた後、全身からじわりと汗が噴き出る。

　腹の奥で弾けた熱が身体中を駆け巡って外へ出ていくような感覚だ。

　そうして放たれた熱の代わりに、彼女の中を満たすのは……セザールに注ぎ込まれる白濁。

「っく……は、あ……ット……ま……っ、ん……」

　ぐったりとセザールにもたれかかって息をしていると、彼が誰かを呼んだ気がした。

「セザール……？」

「ん……はい」

　オレリアが顔を覗き込むと、セザールは頬を緩めて彼女の背を撫でる。

　気のせいだったのだろうか。

「いいえ……何でもありません。私……今、とても幸せです」

　じんわりと奥に広がっていく彼の熱を感じながら、オレリアは再びセザールの胸に顔を寄せた。

　すると、中に入ったままの昂りが再び大きくなる。

「そんなふうに煽って、いけない人ですね……次は、ベッドで……よろしいですか？」

「はい」

　オレリアが頷くと、セザールは彼女を抱き上げた。

　繋がったまま歩かれて、引いていた快感が呼び起こされる。

「ああ、愛しい人……永遠に……離しません」

　寝室のベッドに下ろされ、腹に引っかかっていたドレスを剥ぎ取られた後、オレリアはセザールを抱きしめた。

「セザール……ずっと、離さないでくださいね。私は……貴方のものです」

「ええ……ええ、そうです。貴女は私のもの……私の生きる理由、私のすべて……何があっても離しません」

　今まで、こんなに強くオレリアを求める人はいなかった。

　血の繋がった家族でさえ、彼女を早く追い出したくて仕方なくて……実際、相手はどんな人でもいいと放り出された。

　そこでセザールに出会えたことが、オレリアにとっては奇跡のような幸運だ。

　大切に愛してもらえる。

　これ以上ない幸せが、ここにある。

　オレリアの居場所は、セザールの隣だけ――

















第五章












　オレリアの視力は、日に日に回復していった。

　医師の言った通り、移植した角膜がなじんできたのだろう。ぼやけて見えることが少なくなり、焦点がしっかり定まってきた。

　定期的に検診も受けているが、それも順調に間隔が長くなっており、最終的には医師の診断が必要なくなるだろう。

　周囲の景色がだんだんとクリアになっていくにつれて、オレリアはやれることが増えていった。

　まず何よりも、誰の手も借りずに歩けるようになった。食事も自分でできるようになり、編み物や刺繍も始め、視力を失う前の生活を取り戻しつつある。

　しかし、セザールはオレリアを以前と同じように扱いたがった。

　食事は「一緒に食べたい」と説得し、なんとか自分で食べられるようになったのだが、それ以外は聞き入れてもらえない。

　最近は、湯浴みまで一緒にするようになった。

　オレリアから一時も離れたくないといわんばかりの行動。そして、仕事で出かけるときは、部屋から出ないようにと何度も念を押す。

（心配、してくださっているのよね）

　過保護と言えるほど、オレリアを大切にしているから……

　だが、オレリアはこれ以上セザールの負担になりたくはない。

　目も治してもらって普通の生活に戻れるのだから、一人の大人として自分のことは自分でやりたい。その上で、セザールの隣に立ちたいと思う。

「ミリヤム。私がこの屋敷に来る前に飾られていた調度品や家具は、どこにあるか知っている？」

　クローゼットの整理をしていたミリヤムに声をかけると、彼女は小首を傾げた。

「はい。ほかの部屋に移されたと聞いていますが、何か必要なものがおありですか？」

「廊下の調度品は、元に戻しましょう。案内してくれる？　それと、ほかの使用人にも声をかけてちょうだい」

　ペルティエ公爵邸の主として初仕事だ。

　まずは廊下を元に戻し、オレリアの部屋にももう少し家具を入れて……一人でも障害物にぶつかることなく歩けることを証明すれば、セザールの憂いを取り除くことができるだろう。

　ちょうど、今日はセザールが仕事で留守にしている。

　帰るまでに少しでも準備を整えて、驚かせたい。

「かしこまりました。さっそく執事長に相談してきます」

「ええ、ありがとう」

　執事長に会いに行くミリヤムを見送ってから、オレリアもふと思い立って部屋を出た。

　せっかく見えるようになったので、屋敷の中を把握しておきたい。セザールと一緒にいると行動範囲が限られるけれど、今なら自由に動ける。

　二階の廊下や部屋は、オレリアに気遣う必要がなかったから、以前のままかもしれない。レイアウトの参考にちょうどいいだろう。

　大体のことは執事長や使用人が覚えているはずなので、任せるつもりだ。そのほか、必要に応じてオレリアが指示を出せばいい。

　廊下を進んでいくと、すれ違う使用人たちが驚いているのがわかる。

「オレリア様、どちらへ行かれるのですか？　屋敷のことは私たちにお任せください」

　慌てて駆け寄ってきた掃除担当の使用人に、オレリアは微笑む。

「せっかく目が治ったのだもの。少し屋敷の中を見たいと思って。貴女たちの仕事の邪魔にはならないようにするから、心配しないで」

「いえ、そういうことでは……あっ、お待ちを、オレリア様！　二階はいけません！　階段が――」

　なぜか焦っている様子の使用人に、オレリアは疑問を抱きつつも歩を進めた。

「大丈夫よ。手すりもあるし、本当にちゃんと見えているの」

　セザールの影響なのか、使用人が過剰に心配するので、オレリアはやや呆れた笑いを漏らす。

　そういえば、オレリアの目が治ってからも、多くの使用人は彼女をとてもていねいに扱った。もちろん主従関係があるので、それは当然のことなのだが、いくらなんでも心配しすぎだ。

　オレリアが手すりにつかまりながら階段を上がっていくのを、固唾を飲んで見守る使用人たち。

　彼女についてきた掃除係にいたっては、顔が青ざめ始めている。

（そんなに怖がらなくても……）

　オレリアの目が見えるようになったことは、すでに周知の事実のはず。廊下を歩く姿を見るのだって初めてではない。

　この違和感は一体何だろう？

　身の回りの世話は、ほとんどセザールとミリヤムがやってくれるから、オレリアの変化をよく知らないということもあり得るのだろうか。

「ほら、きちんと一人で上れたでしょう？」

「は、い。そうですね。あの……オレリア様、何か必要でしたら、私たちがやりますから……そろそろお部屋にお戻りになってください。セザール様もお帰りになります」

「もうそんな時間なの？　それじゃあ急ぎましょう。セザールが帰る前に、屋敷の模様替えを始めたいのよ。二階を参考にするから、部屋にも入っていいわよね？」

　廊下を進み、奥の部屋へと向かう。

　その扉に手をかけた瞬間、複数の使用人が同時に叫んだ。

「いけません、オレリア様！」

「そんなに慌てて……私が見てはいけないものでもあるの？」

　扉を押し開けながら言うと、その場にいた使用人が全員凍りつく。

　オレリアは冗談のつもりだったのだが……一体、何があるというのだろうか。

　サプライズのプレゼント――を隠すには広すぎる部屋だ。そもそも、誕生日も記念日もまだまだ先のことで、何かを祝う予定はない。

　使用人の反応も変だ。

「まさか、セザールが愛人を囲っているわけでもあるまいし――」

　ふふっと笑いながら部屋に足を踏み入れる。

　広い部屋の間取りは、オレリアに宛がわれた部屋に似ていた。そう思ったのは、装飾や家具の配置がそっくりだったからかもしれない。

　天井と壁の模様はまったく同じ。置いてある家具もすべて同じものだ。わざわざ複製させたのだろうか。

　違うのは、綺麗な花瓶や調度品が飾ってあることと、大きな肖像画が飾ってあることだった。

　セザールが少し幼く見えるので、数年前のものだと推察できる。金髪で水色の瞳の年配の男性と、プラチナブロンドで目元がセザールにそっくりな女性は、彼の両親だとすぐにわかった。

　そして、俯き気味に、三人からはわずかに距離を取っているように見える女性が一人――
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「わ、たし……？」

　ウェーブのかかった赤い髪に、水色の瞳。小柄なところも、やや童顔なところも、今のオレリアにそっくりだ。

　おそらく、以前のオレリアも……瞳の色を除けば、ほとんどの者が「そっくり」だと評しただろう。

　双子だと言っても納得してしまいそうなほど、肖像画の中の女性はオレリアと瓜二つだった。年頃も、この絵が描かれた頃に彼女はオレリアと同じくらいだったようだ。

「お義姉ねえさま」

　自分でも驚くほど、すぐに答えが出た。

　ペルティエ公爵家の唯一の汚点――前公爵夫人の不貞で、社交界からも敬遠される存在だったセザールの義理の姉。家族そろっての肖像画に描かれているということは、娘である彼女以外にあり得ない。

「オ、オレリア、様……」

　使用人たちの不自然な態度。

　初めてオレリアを迎えた日、息を呑んでいた。その驚きは、オレリアがペルティエ公爵家のタブーとも言える存在にそっくりだったから。

　目の治療に便乗して、セザールがオレリアの瞳の色を義姉と同じに変えたとき、彼らが感じた衝撃はどれほどのものだっただろう。

　そして、屋敷の中を歩き回ってほしくなかった彼らの後ろめたさは、オレリアがそっくりに〝なった〟令嬢の存在を隠したかったから。

「お義姉様の、お名前は？」

「お許しください、オレリア様……」

　顔面蒼白になった使用人が、唇を震わせている。

　オレリアはゆっくりともう一度同じことを聞いた。

「お義姉様のお名前を教えてほしいの。私、何も知らなくて」

「あ……イ、イヴェット、様です……」

　使用人の握っている雑巾から水が一滴零れ落ち、絨毯に染みを作る。

「イヴェットお義姉様……もう、ここにはいないのね……」

「っ……二年、ほど前に……グラニエ男爵家に、嫁がれて……それ以降は、このお屋敷にも、帰られておりません」

　使用人はまるで死刑宣告を受けたかのように汗をかき、浅い呼吸を繰り返す。その姿はとても不憫で、オレリアは彼女に寄り添って背を撫でた。

「驚いたのね。私がお義姉様の代わりだから」

「申し、訳……あ、りませ……」

「謝らなくていいのよ。セザールは、とても寂しい思いをしたのでしょう」

　オレリアが〝イヴェットになった〟とき、セザールはとても喜んでいた。

　オレリアに出会ったときも、彼女を初めて抱いたときも、幸せそうだった……

　大好きだった姉がほかの男に嫁ぎ、屋敷に帰ってこなくなり、どんなにつらく苦しいときを過ごしただろう。

　オレリアは、そんな彼にとってのよりどころ。

　セザールの寂しさと喪失感を唯一埋められる存在。

「嬉しい……セザールを幸せにできるのは、私しかいないんだわ……」

　ずっと、与えられてばかりだと思っていた。自分は何も役に立てていないのに、施しを受けるばかりで申し訳ないと。

　だが、違った。

　オレリアはここにいるだけでいい。

　セザールと共に生きるだけでいい。

　それが、彼にとって一番の幸せなのだ。

『貴女は私を満たすことのできる、唯一の存在なのですから』

　オレリアは肖像画へ近づき、イヴェットのドレスに手を伸ばした。

　淡いブルーのプリンセスライン。セザールが選ぶオレリアの室内着も、寒色系が多い。オレリアに――イヴェットに――似合うから。

　数日ですべての準備を整えたことを考えると、イヴェットが着ていたものもクローゼットに入っているのかもしれない。

　シャンプーも石鹸も、ヘアオイルも化粧品も……セザールが自ら選んだのは、オレリアを〝愛しい人〟に近づけるため。

「愛しい人……」

　セザールはいつもオレリアをそう呼んだ。

　そう……彼女は、彼の理想の〝愛しい人〟になった。

　赤いウェーブの髪、水色の瞳、少し幼く見える顔立ちに、小柄な体形。そして……セザールを慕い、愛することのできる人に。

　オレリアはセザールを幸せにしている。

　この女と違って……

「大丈夫……私はここにいます」

　オレリアはうっとりと肖像画の中のセザールに目を向けた。

　そうして、今よりも幼い夫の絵に、手を伸ばしかけたとき――

「何をしているのです!?」

　勢いよく扉が開き、セザールが目を吊り上げて彼女の腕を掴んだ。

「なぜ貴女がここにいるのですか？　部屋から出てはいけないと言ったでしょう？　また……また、逃げるおつもりなのですか!?」

　力強く手首を握られて、怒鳴られて……だが、痛みも恐怖もまったく感じない。

「どうして、私が逃げると思うのですか？」

　激しい怒りを燃やすセザールに対し、オレリアは冷静だ。そのことが、彼をさらに焦らせたようだった。

「では、なぜ部屋を出たのです？　私にすべて任せていればいいと言ったのに。どうして……私はこんなにも貴女を愛しているのに、どうして私から逃げるのですか？　私が、貴女を幸せにすると言っているのに！　やっと、取り戻したのに……っ！　許しません。私のそばから離れるなど、絶対に、二度と……許さない」

　乱暴に床の上に押し倒され、のしかかられる。

「お前たちは出ていけ。私の愛しい人には、少しお仕置きが必要なようだ……」

「ひっ、セザール様、オレリア様は何も――」

「うるさい！　早く出ていけ！」

　引き攣った悲鳴を上げ、使用人たちが扉に向かう。

　彼らがまだ部屋を出ないうちに、セザールはオレリアのドレスを思いきり破り裂いて、彼女の肌を暴いた。

　その怒りと焦り、そして獰猛な執着心――オレリアは歓喜に震えた。

　ああ、なんて愛おしいのだろう。

　必死になって自分を囲おうとして。

　この人だけ……セザールだけが、この世界でオレリアを必要としている。

　死に物狂いで追いかけてくれる。

　執着してくれる。

「いけませんね。貴女はもう、私のすべてを受け入れたのに……ほかの男のもとへ行こうとしたのですか？　私をここに何度も呑み込んだのに、忘れてしまったのでしょうか？」

　セザールがオレリアの下腹部をゆっくりと撫でる。

　それだけで、オレリアの身体は反応し、秘所を濡らした。

「ここには毎日たくさん注ぎ込んでいるのに……足りなかったでしょうか？」

　ぐっと膝を押し開かれ、泉の入り口を覗き込まれる。

　すでにぬかるんだその場所を見ると、セザールの息が荒くなった。

「いつもより濡れています……なぜですか？　誰に抱かれる想像をしたのです？　ヒクヒクして、男を待ちわびて……はしたない……いけない人です」

「あ、ああ……」

　ずぷりと指を一気に奥まで入れられて、オレリアは熱い息を漏らした。

「その可愛らしい声を、誰に聞かせるつもりだったのですか？　ねぇ、愛しい人……ほら、答えてください」

　指を激しく抜き差ししながら責められて、オレリアは身体をよじる。

　乱暴に掻き回されているというのに、セザールの燃え盛るような嫉妬が嬉しくて、今までの優しい愛撫よりも感じてしまう。

「あっ、ん、はぅっ、あっ、あ、セザール……あぁ、セザールに、しか……あぁんっ、セザールだけです」

　気持ちよくて声が抑えられず、オレリアは身悶えながら言い募った。

　すると、その答えに満足したのか、セザールが指を引き抜く。

「いい子ですね。そうです。私以外を求めてはいけません……貴女を満たすのは、私だけですからね……」

「ひゃうっ、あっ、ああ……！」

　今度はぬるりと舌が割れ目をなぞった。

　ぴちゃぴちゃといやらしい音を立てながら秘所を舐め回されて、オレリアは背を反らす。

「ここを見ていいのは、私だけです。わかりましたか？　ああ、忘れないように印をつけておきましょう」

「あ、んっ、んぅ」

　オレリアが頷くのを確認し、セザールは足の付け根に強く吸い付く。

　チリッとした痛みすら快感ととらえた身体は、腹の奥からますます蜜を溢れさせた。

　セザールは太ももの柔肌にもたくさんのキスマークをつけていく。ほかの誰かに痕がつけられないようにといわんばかりに、白い肌を独占していった。

　やがて、キスの嵐が止むと、すぐに昂りが宛がわれる。

「あん……セザール……」

「そんなに可愛くねだるなんて……罪な人です」

「あぁ……」

　ずぷ、と先端が入り込めば、あとはオレリアの中が奥へ奥へと熱塊を誘い込む。

　根元まで彼女の中に包まれて、セザールは恍惚の息を吐き出した。

「貴女は、私のものですよ……誰にも渡しません。逃げることも許しません」

　セザールがオレリアの頬に手を添えて、親指で目尻をなぞる。

「こんなことなら、瞳の色だけを治せばよかった……貴女が自由になることなど、望んでいなかったのに……」

　苦しそうな夫の声に、オレリアの中がキュンと疼いて彼を締め付けた。

「っ、は……こんなに私を縛り付けるくせに、私からは逃げようとするのですね……どうして私の言うことを聞いてくださらないのです？　私の言う通りにすれば、貴女は幸せです。貴女は私がいなければ、生きていけないはずです。ねぇ、そうでしょう？」

　壊れそうなほど歪んだ想い――だが、それは愛を知らないオレリアにとって、尊く眩しい純愛そのものだった。

「ええ、そうです。私は、セザールがいなければ生きていけません。貴方の言う通りにします。私が自由になることが貴方を不幸にするのなら、もう一度、目を潰しても構いません。この瞳の色を失いたくないと言うのなら、足を切り落としてもいい……二度と、逃げられないように」

　オレリアは両手を伸ばしてセザールの頭を引き寄せた。

　目を閉じぬまま口づけをすると、彼の目が見開かれたのがわかる。

　ゆっくりと離れても、至近距離で見つめ合い、彼の頬を撫でた。

　その瞬間、セザールの顔がくしゃりと歪んだ。

「……っ、行かないで。行かないで……私の、そばにいてください。貴女を失ったら、私はどうやって生きていけばいいのですか？　この空っぽの屋敷で、どうやって……」

　オレリアの腕に、涙が一筋流れ落ちてくる。

　赤黒く痣になった手首を通り、白い腕を伝って……セザールの悲しみが肌に沁み込んだ。

「どこにも行きません。私は貴方のもの……よく見てください。私は、貴方の求めた理想の姿をしているでしょう？　私が、貴方の……愛しい人なのですもの」

「あ……ああ……愛しい人……私の、私の……」

「さぁ、セザールの好きなように抱いてください。貴方のものだという印を、たくさんつけて……ほら、逃げられないように……縛り付けていいんですよ……」

　オレリアの唇が弧を描き、セザールは彼女の笑みを見て眩しそうに目を細めた。

「私のもの……全部……」

　上ずった声で囁き、セザールはオレリアの唇に貪りつく。

　飢えた獣のように荒々しく口腔を犯し、身体を弄って……白い肌に噛みついた。赤い独占欲の花を散らしながら、腰を打ち付けることも忘れない。

　夢中でオレリアを抱くセザールの頭を撫でながら、彼女は肖像画へと視線を向けた。

（イヴェットお義姉様……）

　見てください。

　貴女が受け入れなかった愛がここにある。

　貴女が捨てたセザールは、私を求めている。

　私は貴女以上に貴女らしい、セザールの理想になったのよ――






　　　＊＊＊






　ペルティエ公爵家のスキャンダルが社交界を騒がせたのは、セザールが生まれるよりも前のことだった。

　姉のイヴェットとは母が違うことは理解していた。母が事あるごとに姉は実の母親に捨てられたかわいそうな子なのだと言っていたからだ。父は姉を毛嫌いしており、子どもながらにただならぬ理由があるようだと思っていた。

　セザールが真の理由を知ったのは、社交界に出て噂好きな人々との交流を余儀なくされた頃のことだ。

　――前公爵夫人は外で男を作り、公爵に離縁され、一人娘のイヴェットは公爵に引き取られた。

　事実はたったそれだけだったけれど、噂には尾ひれがつきもの。

「イヴェットが公爵の娘であるか怪しい」「前夫人を思い出させる赤髪は、貞操観念の欠如の証拠」など、面白可笑しく脚色されたスキャンダルを、父は大層嫌っていた。

　その怒りの矛先が、前妻の残していったイヴェットに向かっていたのだ。

　父は追い出した彼女の代わりに娘を罵り、遠ざけ、食事すら一緒にしなかった。

　後妻に入ったセザールの母親はイヴェットを哀れんだ。しかし、夫の手前、表立って行動することはなく、姉を気にかける役目はいつもセザールに回ってきた。

「あの子はかわいそうな子なの。だから、貴方が優しくしてあげなさい。いいわね？」

　父の命令に逆らえない使用人の代わりに、食事を部屋に持っていったり、菓子を一緒に食べたり、セザールは母の言葉に従った。

　母がこっそり姉のために買ってやったドレスを届けるのもセザールの役目。

　父は、子どものやることに目を瞑っていたのか、跡取り息子に対しては寛容だったのか……セザールの行動に口出しはしなかった。

「えらいわ。セザールはいい子ね。とても優しい子だわ」

　幼いセザールは、母に褒められることが嬉しくて、姉に優しく接していた。

　当然、イヴェットはセザールに感謝する。

「ありがとう」

　ペルティエ公爵家で孤立する自分に唯一優しく接してくれるのが、セザールだったからだ。

　食事を待つ姉の不安そうな表情、セザールが扉を開けたときの安堵と笑顔、食べ終わったときの感謝……特にドレスや髪飾りを持っていったときの遠慮しつつも嬉しそうな顔は、忘れられない。

　セザールの行動一つ一つが、イヴェットを喜ばせ、不安にもさせる。

　救いの手を待つだけのイヴェットはかわいそうで、そして、愛おしかった。

「セザールだけよ……私のことを気にかけてくれるのは」

　イヴェットはセザールを必要としている。

　何もできない姉に手を差し伸べるために、自分は生きている。

　セザールが愛してやらなければ――






　それなのに。






　いつからだっただろう？　イヴェットの態度がおかしくなったのは……

「イヴェットお姉様は可愛いですね」

　そう言うと、イヴェットが怯えた目を向けるようになって。

「私がお姉様のことを幸せにして差し上げます。この屋敷で私とずっと暮らしていれば、何の不自由もありません」

　目に見えるほど震えるようになって。

「お姉様、寒いのなら、私が温めて差し上げます」

　セザールの手を、払いのけるようになって。

「お姉様、大丈夫ですよ。私はお姉様を愛しているのです。すべて私に任せてください」

　そう、言ったのに。

「セザール。もういいのよ……私も、大人になって、自分のことは自分でできるようになったわ」

　ぎこちない笑顔に、硬い声。イヴェットは遠慮がちに、しかし、はっきりと……セザールを拒絶した。

　姉ねえ様のために食事を運び、姉様のために部屋を暖めて、姉様のためにすべてを捧げようとしているのに。

　姉様のために、生きているのに。

　どうして……こんなに優しくしているのに、どうしてそれが伝わらないのか。

　イヴェットを愛している。

　イヴェットを気にかけているのは私だけ。

　何もできないイヴェットに手を差し伸べるために、私は生きている。

　イヴェットは私を頼りにしていた。

　イヴェットは私を必要としていた。

　それなのに、どうして拒む？

　いつから……？

　イヴェットに関するすべてに携わりたいのに。

　彼女に必要とされ、頼られ、感謝されるべきなのに。

　イヴェットだってセザールを必要とし、頼り、彼に感謝していたではないか。

　セザールはイヴェットのために生きている。愛を注いでいる。すべてを賭けている。

　それを……セザールの生き方を否定することなど、あってはならない。

　セザールは彼女のために存在し、生き、死んでいく。

　もういい？　そんなはずはない。

　これからも、セザールはイヴェットを愛してやらなければならない。

　イヴェットは、セザールを必要とするべきだ。

　それが二人のためなのに。

　二人の世界なのに。






　どうして。

　どうして。

　どうして。






　二年前、イヴェットはあっさりとセザールを捨てた。

　父が用意したという縁談を、セザールに何の相談もなく受けたのだ。それも、グラニエ男爵などという、格下もいいところの貧乏貴族に嫁ぐという。

　セザールの抗議は、もちろん聞き入れられなかった。

　前妻の残していったペルティエ公爵家の汚点を早く追い出したかった父の気持ちは、まだ理解できる。

　だが、父にひどい扱いを受けていたイヴェットまで……

「とてもありがたいお話です。嬉しいです。今までお世話になりました」

　と、父に感謝までした。

　ありがたい話？

　その安堵の表情は何だ？

　どうして、そんなに嬉しそうに……自由を手に入れたみたいな顔をする？

　セザールが縁談の話を知った次の日には、イヴェットは屋敷を出ていった。

　それほどまでに厄介者を追い出したかった父の計らいだったらしい。

　そうして、籠の中の愛しい鳥はあっけなく飛び立っていってしまった。

　これまで一顧だにしなかった父の手を借りて……

　セザールの可愛い雛。

　あんなに愛していたのに。

　あんなに大切にしていたのに。

　イヴェットもそうだったはずなのに。






　空っぽになった鳥籠は、セザールの心そのものだった。

　姉に向けられていた愛は行き場をなくし、彼は生きる意味を失った。

　セザールがすぐに当主の座を継ぐことができたなら、イヴェットを取り戻す術もあったかもしれない。

　しかし、父はその座を譲ろうとはしなかった。

　公務は少しずつ引き継いではくれたけれど、正式な公爵位の継承は「結婚するまで」お預けだと。

　暗に、結婚と後継ぎを催促していることはわかっていた。

　イヴェット以外の女をそばに置くつもりなどないというのに。

　セザールの愛は、生きる意味は、イヴェットにしかない。

　彼女以外の女を妻に迎えることも、ましてほかの女を抱いて孕ませるなど……吐き気がする。

　ペルティエ公爵家という名家に嫁ぎ、我が物顔で屋敷を荒らされるのも冗談じゃない。

　僅かなイヴェットの香りを訳の分からない香水でかき消されたら、セザールはきっと正気でいられない。

「姉様……姉様、姉様、姉様……っ、イヴェット」

　何度、姉の面影の残る寝室で彼女を犯す想像をしただろう。

　彼女のドレスを抱くと、わずかに残る匂いが記憶を呼び起こす。

　ウェーブした赤い髪、綺麗な水色の瞳、自分より二歳年上なのに可愛らしい童顔だった。セザールの持っていく食事で成長していく身体は柔らかそうで、触れたい衝動に駆られた。

　自分のものになるのだと疑わなかったのに……

　父は、なぜずっと放っておいた娘に縁談を持ってきたのか。

　弟に頼るしか生きる道がなかった姉は、なぜ屋敷を出ていったのか。

　イヴェット以外に、愛せる女性ひとなどいない。

　パーティに出席していたのは彼女と再会するためで、伴侶を探す気はさらさらなかった。

　しかし、グラニエ男爵とイヴェットはセザールを避けるかのように彼の出席するパーティには現れず、彼女を取り戻すことはできないまま時だけが過ぎる。

　あの日の、奇跡のような夜までは――






「盲目の娘が、何をしに来たんだ」

「伯爵令嬢とはいえ、あんなのが嫁では体裁が立ちませんからな」

　いつもと雰囲気が違うパーティだというのは、すぐにわかった。

　パーティではペルティエ公爵家の跡取りであるセザールに注目が集まるのが常だったのが、出席者の視線の半分以上を一人の娘が受けていたからだ。

（盲目……？　ああ、確か、ラブレ侯爵家で事故があったとかいう話だったな。婚約者が巻き込まれて、縁談を破棄したと……ならば、あの娘はバラデュール伯爵家の令嬢……）

　どうやら噂の的は壁際で小さくなっているらしかった。

　事故で視力を失った娘を不憫に思う者もいるのだろう。一人の男性が彼女に話しかけている。

　彼の影で噂の伯爵令嬢はよく見えないが、チラリと見える赤い髪は少し気になった。

（イヴェット姉様……）

　ふわふわと揺れる赤髪と小柄な体形が、愛する人を思わせる。

　まさか……と、一瞬期待が脳裏をかすめたものの、彼女がエスコートもなく一人でいるはずがない。

　否、そもそもすでに彼女がバラデュール伯爵令嬢だとわかっているというのに、なんと愚かな考えだ。

　セザールがため息をついて彼女から視線を外そうとしたとき、男が彼女をエスコートして歩き出した。

（っ、イヴェット姉様……いや、瞳の色が、違う……？）

　彼女の横顔があまりにもイヴェットに似ていて、セザールの理性を揺るがす。

　すでに答えは出ている。彼女はバラデュール伯爵令嬢。イヴェットではない。

　冷静さと焦燥がぶつかりあって、手に汗が滲んだ。

　髪色と体形が似ていれば、遠くから見たら誰でも同じように見える。そう言い聞かせているのに、納得できない自分がいて……

「追いかけたい」という衝動が勝った。

　もっと近くで確認したい。遠くてよく見えなかった瞳の色がわかれば、諦めがつく。

　セザールはできるだけ平静を装って、二人を追った。

　テラスを出て、人気も灯りもない庭園へ入っていくのを、付かず離れず見守る。

（あの男……プルヴェ伯爵家の……）

　追いかけながら、男のほうが女遊びに忙しいと有名な人物だということには気づいた。

　バラデュール伯爵令嬢が彼の噂を知っているかどうか……彼に大人しくついていくところを見ると、知らないのだろう。

　このパーティが彼女のデビュタントなのだろうか。

　イヴェットにそっくりな娘がいれば、セザールが見逃すはずがない。

　いつのまにかラブレ侯爵との婚約を発表し、いつのまにか婚約破棄されていた深窓の令嬢といったところか。

　外に出て照明の眩しさがなくなったところで見る彼女は、やはり瞳の色以外、姉にそっくりだった。

　不安そうに歩く姿も、庇護欲を掻き立てる。

（世間知らず……目が、見えない……一人では、生きていけない……）

　ぞくぞくと胸の奥底から沸き上がるのは、久しぶりの感情だった。

　ああ、これが運命なのだ。

　髪の色が似ているだけで目が離せなくなったのは、彼女がセザールの運命の人だから。

　セザールがいないと何もできない人。

　セザールに頼って生きなければいけない人。

　セザールが愛してあげなければいけない人――

（目……瞳の色さえ直せば……）

　詳細は興味がなかったが、事故で視力を失ったと聞いた。

　今まで見えていたものが見えないというのは、相当な苦痛のはずだ。だとしたら、きっと「目を治してあげる」と言えば、その話に食いつく。

　幸い、ペルティエ公爵家は王家とも近しく、優秀な医師との繋がりはいくらでもあった。

「優秀な」というのは、何も倫理的に正しく、慈悲深い医師だけではない。

　人体への興味がありすぎるあまりに、凡人には理解しがたい方法を研究する……いわゆる「裏の医師」というのもいる。

　彼らが欲するのは、研究対象になる生身の身体。

　金ならいくらでもある。治療費やその他必要なものを準備することも簡単だ。

（私が、治してあげれば……嬉しいに決まっている。屋敷に閉じ込めて、ずっと、大切に……大切に愛してあげれば、幸せに決まっている）

　婚約破棄された伯爵令嬢――きっと、新たな嫁ぎ先を探してパーティに参加した。

　父親のエスコートもないところを見ると、姉の境遇に重なるところもあるようだ。

　盲目の娘をもらってくれるのなら、誰でもいいと思っている。だとしたら、セザールのような身分は歓迎されるに違いない。

　あとは……

（私がいないとダメだと、刻みつければ……）

　セザールに頼らなければ生きていけないのだと教えれば、逃げようなどとは思わない。

　まずは、あの醜悪な男たちから彼女を救い出す。

　セザールのためにお膳立てを始めた男たち……なんと可愛くて醜い生き物だ。

　――私の愛する人に触れた罪は、後で存分に清算させることにしよう。






　その後の計画はスムーズに進んだ。

　セザールの予想通り、オレリアの父は厄介払いをしたくて仕方なかったようで、ペルティエ公爵家からの縁談の申し込みを手放しで喜び、すぐに承諾した。

　わざとらしく謙虚な姿勢だったのは少々苛立ったけれど、扱いやすい人間なのはいいことだ。

　婚約に際し、セザールはバラデュール伯爵といくつかの約束を交わした。

　まず、オレリアとの間に男子が二人以上生まれた場合はバラデュール伯爵家の養子にすること。

　次に、オレリアについてはすべて自分に任せ、口出ししないこと。

　あとは事業支援を行うなど適当に……オレリアの父親が喜ぶようにしてやった。

　領地に引きこもって半隠居状態の自分の両親には、バラデュール伯爵令嬢と結婚することだけを伝えた。

　今まで心配をかけたが、生涯をかけて大切にしたい女性に出会ったと言えば、父も母も特に反対しなかった。息子がずっと縁談に乗り気でなかったことを憂慮していた彼らは、セザールが伴侶を得ることを喜んだ。

　それと同時並行で、オレリアの瞳を治せる医師に連絡を取り、必要なものを揃える準備に入る。

　案の定、医師は良い実験体がいることに歓喜し、移植する瞳を探す手伝いまでしてくれた。

　本当は、瞳の色だけを変える手術をするつもりだったのだが、せっかくの実験体――視力回復の経過データも欲しいという。

　結局、手術をする理由についても「視力を戻す」というのが手っ取り早いという結論に至り、すべてを医師に任せることになった。

　ただ、セザールの理想の瞳の色を持った遺体を入手するのには苦労した。

　イヴェットと同じ色の瞳を持ち、その生死が公になることはない……ひっそりと暮らす人物。身寄りのない者が一番適しているが、そうでなければ誰もが事故だと納得する状況を作らなければならない。

　入念な準備をし、標的が罠にかかるまで……長い道のりだった。ついにそのときが来たときにはオレリアとの結婚生活も数ヶ月が過ぎていた。

　それでも、すべてが順調だった。

　セザールは愛する人を手に入れた。

　完璧な外見。

　セザールがいることで生きていける人。

　彼の腕の中で甘く啼き、求めてくれる理想の人。

　永遠に、籠の中の鳥でいてくれる人――それなのに。

　視力を取り戻したオレリアは、自ら行動したがった。食事、編み物、刺繍、読書……そこまではいい。

　だが、外に出たがることだけは絶対に許さない。

　セザールのもとを去ろうとしているのではないかという不安が常につきまとう。

　彼女が理想に近づけば近づくほど、イヴェットと同じ未来を選ぶ気がして怖い。

　目が見えるようになって、オレリアは自由になってしまった。

　どうして失明の治療までしてしまったのか。

　セザールに頼らなければ生きていけないという枷を――鳥籠の鍵を――自ら外してやったなど、なんと愚かなことをしてしまったのか。

　オレリアが歩くたび、部屋を出ようとするたび、セザールの焦燥感は雪のように積もっていった。

　そして……その不安は的中する。

　オレリアはセザールの留守を狙って、屋敷の中を歩き回った。

　よりによって、イヴェットの部屋に入り、セザールの隠してきた秘密を知ってしまった。

　ダメだ。

　オレリアが、自分がどうしてこの屋敷に連れてこられたのかを知ってしまったら……セザールを拒絶するに決まっている。

　イヴェットのように、セザールの愛を恐れて逃げようとするに違いない。

　それだけはダメだ。

　オレリアは、セザールが愛する人なのだ。

　セザールの隣にいなければ。

　セザールを頼らなければ。

　セザールを必要としなければ。

　そうでなければオレリアは――イヴェットは――生きていけないのに。

　また、逃げ出すなんて許さない。

　また、セザールを置いていくなんて許さない。

　セザールを愛さないなんて……

　許さない。

　許さない許さない許さない――






「あっ、ああっ、は、あぁん」

　四つん這いになったオレリアの細い腰を掴み、セザールは何度も彼女の奥に自らを突き立てた。

　真っ白な背中は、セザールがつけた所有印で赤く染まり、繋がっている部分はぐちゃぐちゃに濡れている。

「こんなに感じているのに、ほかの男で満足できると思いますか？　ねぇ、貴女はもう……私でないと生きていけない。そうでしょう？」

「あぁっ、ん、生きて、いけな……セザールじゃ、ないと……っ、あっ、も……セザールだけなのぉ」

「ああ……いい子ですね。さぁ、もっと……もっと、求めてください。ねぇ、もっと私を求めて」

　何度言わせても、何度求められても、満足できない。

　目を潰していいとまで言ってくれた人なのに……

　渇いた心を満たすはずの人を抱いているのに、沸き上がるのは不安ばかり。

　全部欲しい。

　全部手に入れた。

　まだ足りない。

　何が――

「ああ――ッ」

　愛しい人が何度目かもわからない絶頂を迎え、セザールが昂りを引き抜くと、濁った蜜がとろりと溢れ出る。

　わからない。

　どうしてセザールの想いはいつも零れ落ちてしまうのか。

「セ、ザール……」

　絨毯に寝転がり、愛しい人がけだるそうにセザールを見上げる。

　身体中の所有印も、手首を掴んだ痕も、全部セザールがつけたもの。

　もっと、もっと……縛り付けたい。

　どうすれば、彼女はセザールの愛しい人になってくれる――？






　　　＊＊＊






　淫靡な行為の音と嬌声で満ちていた部屋に静寂が訪れたのは、すっかり日が沈んだ頃のことだった。

　オレリアは床に座り、膝に載ったセザールの頭をそっと撫でながら、肖像画を見上げる。

「かわいそうなセザール。このままでは壊れてしまうわ。ねぇ、イヴェットお義姉様……」

　俯きながらも、安堵が感じられる表情のイヴェットは……セザールの無償の愛に気づかず、ほかの男に嫁いでいった。

　姉弟だから？

　そんな血の繋がりなど些細なことだというのに。オレリアの目が治ったように、公爵家の名を前にすればどうにでもなる。

（なんて愚かな人。だけど……感謝いたしますわ）

　オレリアの唇が弧を描く。

　同時に、部屋の扉が音を立てた。

「……セザール様、オレリア様、入ってもよろしいですか？」

　少しだけ扉が開き、遠慮がちに声をかけてくるのは、ミリヤムだった。

「ええ、どうぞ」

「オレリア様……っ、あの……お食事……いえ、湯浴みのご用意をいたします」

　ミリヤムは何も身につけず絨毯に座っているオレリアを見て、一瞬慄いたようだった。

　セザールもオレリアが上着をかけただけで、裸でオレリアの膝に頭を預けているのだから、驚くのも当然だ。

「ありがとう。でも、その前に頼みたいことがあるわ」

「あ……屋敷の模様替えのことでしたら――」

「それはもういいの。もっと大切なことよ」

「大切、ですか……？」

　戸惑い気味のミリヤムに、オレリアはゆっくりと頷く。

「グラニエ男爵夫妻が出席するパーティを調べてほしいの。極秘に、ね――」

　オレリアが唇に人差し指を立てて微笑むと、ミリヤムは息を呑んだ。

「……かしこまりました」

　だが、すぐに姿勢を正し、一礼して部屋を出ていった。

　オレリアは再び肖像画へ向き直り、イヴェットに笑みを向ける。

「イヴェットお義姉様……もうすぐ、お会いできますわ」

















第六章












　セザールが肖像画の前で激昂してからは、オレリアは自分の部屋から一歩も出ることなく過ごした。

　それがセザールの望んだことだったからだ。

　彼はオレリアが部屋にいることに満足しているようで、二人の生活は以前と変わらず続いている。

　そうして数日が過ぎた頃……ミリヤムが情報を掴んできた。公爵家の伝手を存分に使ったのだろう。

「セザール。あの肖像画の方……お義姉様なんですってね。私、ぜひご挨拶したいわ」

　突然の申し出に、行為の余韻にまどろんでいたセザールがオレリアに覆いかぶさった。

「なぜですか？　お姉様に会って、何をするつもりです？　お姉様がどのようにこの屋敷から逃げたのか聞きたいのですか？　貴女も私を裏切って、捨てるおつもりですか？」

「セザール」

　捲し立てる夫の頬を両手で包み、オレリアは視線を合わせる。

　水色の瞳で見つめると、セザールは震える息を吐き出した。

　怯えた表情の中に、ほんの少し嬉しそうな感情も見え隠れする……可愛い夫。

「いいえ……お義姉様に、見せつけたいのです。私が、貴方のものになったことを……」

「見せ、つける？」

「そうです」

　ふふっと……思わず笑いが漏れた。

　いつもと様子の違う妻に呆然とするセザールが愛おしくて、オレリアはゆっくりと起き上がり、セザールを押し倒す。

　体勢が逆になり、オレリアは片手をセザールの顔の横につき、もう片手で彼の手を掴んだ。

　それを自分の髪の毛に触れさせながら、オレリアは微笑む。

「赤い髪や顔つきが……私によく似ているのですね。私の瞳も水色になったから……本当にそっくり。胸は、セザールに触れられて……私のほうが大きいかしら。腰は？　お尻はどうですか？　足の長さや太さは、見たことがありますか？」

　言いながら、すべての場所に手を導いて触れさせる。

　ベッドについた膝まで辿り着いたら、最後はまだぬかるんだ足の付け根へ……

「ここは……私の感触しか、知らないでしょう？」

「あ……」

「ふふ。私は貴方の理想そのもの。それを証明します。私が本物の、貴方の愛する人だと……ねぇ、だから……偽物イヴェットに会いにいきましょう？」

　オレリアが軽く口づけをすると、セザールはごくりと喉を鳴らした。

「ですが……イヴェット姉様は、パーティには……」

「そんなの、秘密で行けばいいだけですわ」

　今までセザールがしてきたことに比べれば、とても簡単なことだ。

　それができなかったのは――

「怖かったのですよね？　大丈夫……私が一緒に行きます。誰も、貴方を否定できません。私の存在を、貴方の生きる意味を……証明しに行きましょう」

「わ、かりました……」

　セザールの素直な答えを聞いて、オレリアはまた笑った。

　可愛い人。

　オレリアを愛してくれる人。

　私は貴方のもの。

　貴方も……私のもの。
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　そのパーティは、本来ならセザールたちが参加するような格式のあるものではなかった。

　片田舎の伯爵家で開かれる親しい者たちの交流会。

　しかし、ペルティエ公爵家はその伯爵家と仕事で少しだけ繋がりがある――ぜひ参加したいと言えば、断られるはずがない。

　久しぶりに会う姉を驚かせたいと頼むと、伯爵は喜んでそのサプライズに乗ってくれた。

　皆が談笑をし始める頃……セザールとオレリアは腕を組んで会場に入った。

「まぁ……！　あの方たちは、ペルティエ公爵家の……」

「本当だわ。こんな小さな集まりに？　でも、夫人は目が見えないのではなかったかしら？」

　セザールとオレリアの姿を見てざわつく会場。

　この場に二人がいること自体が意外である上に、噂とは違うオレリアの様子にも疑問が出ているようだ。

「あっ、今日はグラニエ男爵夫人をエスコートされているのではなくて？　ペルティエ卿のお姉様ですし」

「え？　でも、男爵夫人はさっきあちらに……」

　どこからかそんな声が聞こえたと思ったら、サーッと波が引くように喧騒が静まった。

　誰もがそこから一歩でも動いたら、獣に捕食されてしまうといわんばかりに固まっている。だが、目だけはオレリアとグラニエ男爵夫人――イヴェットを交互に見ていた。

　オレリアはセザールの腕にしなだれかかるようにして悠々と会場を歩き、グラニエ男爵夫妻へと近づいた。

　グラニエ男爵はオレリアと……セザールを睨みながら、イヴェットを抱き寄せる。

　当の彼女は顔面蒼白で、ガタガタと目に見えるくらい震えていた。恐怖に怯えた水色の瞳――泳いだ視線はセザールを避けていたようだったが、その隣のオレリアからは目を離せなくなったらしい。

「イヴェットお義姉様」

　グラニエ男爵夫妻の前に立ち、オレリアはにっこりと微笑む。

　ドレスのスカートを摘まみ、ていねいにお辞儀をすると、会場の全員が息を呑んだのがわかった。

　今の身分はオレリアのほうが上。彼女がイヴェットに頭を下げる必要はないし、挨拶も本来ならば向こうからするべきだ。

　だが、イヴェットの衝撃は、きっと周囲の反応とは違う。

　今日のオレリアは、ウェーブのかかった赤い髪がわかるように髪型はハーフアップにしている。もちろん、瞳の色は義姉そっくりの水色。

　ドレスはイヴェットのお下がりを着た。肖像画で見た、淡いブルーのプリンセスラインだ。

　イヴェットはペルティエ公爵家の思い出を捨てたくて置いていったのだろうけれど……オレリアにとってはこの上ないプレゼントだった。

　リボンの位置やフリルの数、生地もそのまま。オレリアにもぴったりなドレスに、見覚えがないはずがない。

　オレリアが顔を上げると、イヴェットはかわいそうなくらい震えて涙を浮かべていた。

「お初にお目にかかります。オレリアと申します。ご存知かもしれませんが、私はセザールの妻になりました」

「……っ、あ……」

　何かを言おうにも、歯がカチカチと音を立てるだけで、ほとんど声にならない様子だ。

「今日は驚かせようと思って、内密に参加させていただきましたの。大成功のようで嬉しいですわ」

「……一体、どういうおつもりですか？」

　グラニエ男爵が低い声を絞り出す。

「どういうつもり、とは？　私たちはイヴェットお義姉様にお会いしたかっただけですわ。ねぇ、セザール」

「ええ……」

　セザールは恐怖で震えるだけのイヴェットを見据え、ぼんやりとしている。

　オレリアの目の色を変えてまで欲した姉。セザールが愛していた女性。

　だが、セザールの気持ちに応えることはなかった……残酷な人。

　今、自分を見て怯えるイヴェットを見て、セザールは何を感じているだろう。

　恋焦がれた女性を手に入れ、愛し、愛され……完璧な妻を知ってしまった今のセザールは、イヴェットに対してどのような想いを抱くのだろうか。

「どうですか？　セザール。お義姉様と再会して……嬉しいですか？」

　彼の気持ちは、その表情から一目瞭然だった。

　イヴェットに再会しても取り乱すことなく、ただ呆然と、否……冷静に彼女と対峙できる。

　手を伸ばそうとも、奪おうともしない。自分を拒絶しようとする存在に怒るのでもなく、嘆くのでもなく……ただ、姉という人を見ている。

　セザールはそうしてしばらく動かずにいた。

　やがて、隣のオレリアに視線を移すと、だんだんと目尻を下げ、うっとりとした表情でオレリアの頬を撫でる。

「オレリア……」

「セザールったら、せっかくお義姉様にお会いしたのに」

「いいのです。私には、貴女だけですから」

「ふふ……嬉しいです」

　オレリアの人生で、こんなにも喜ばしい瞬間があっただろうか。

　セザールに見初められたときも、ペルティエ公爵家へ嫁いだときも……これほどの幸福感を覚えたことはなかった。

　実感がなかったというのもあるだろうけれど、今、イヴェットを前にして湧き上がるのは――優越感。

　イヴェットはもうセザールの愛する人ではない。

　彼の愛を拒み、彼を愛せない人は、彼に愛される資格などないのだ。

　オレリアこそがセザールの理想そのもの。

「言ったでしょう？　私が本物の……貴方の愛する人なのだと」

　オレリアはゆっくりとセザールを抱きしめた。

「貴方がいないと生きられない……貴方に愛されていないと、死んでしまうわ。ねぇ、セザール……あの人は偽物です」

「……オレリア」

　耳元でそっと囁くと、セザールが恍惚の息を漏らす。

　オレリアは彼と腕を組み、再びグラニエ男爵夫妻に向き直った。

「ふふ。サプライズは成功しましたけれど……少しいたずらが過ぎたかしら？　皆さんを驚かせてしまいましたね。申し訳ありません」

　グラニエ男爵もイヴェットも、何も言わない。

　周囲の人々も、二組の夫妻のやりとりを見ているだけだ。

「オレリア。私たちはこれで失礼しましょう。貴女を早く……抱きたいのです」

　最後、オレリアだけに耳打ちしたセザールの瞳には、もう本物オレリアしか映っていなかった。

「ええ……では、皆さま、ごきげんよう」

　それに満足して、オレリアはセザールとともに出入口へ向かう。

　イヴェットはオレリアが横を通った瞬間、膝から崩れ落ちた。

　グラニエ男爵と周囲の人々が彼女を気遣う様子を聞きながら、オレリアは満たされる。

　愛する人と生きる――たったそれだけのことを実現するのに、セザールがこんなにも苦労したのは全部あの女のせいだ。

　しかし、ようやく彼の望みが叶った。オレリアの望みも。

　セザールの愛を独占できる。

　嬉しい。

　もう、ほかには何もいらない。

　オレリアにはセザール以外、何も必要ない。

　ただ、彼に愛されて、彼を愛し、生きていくことが……オレリアの幸せなのだから。






　パーティ会場を後にして宿に戻ると、二人はすぐにベッドになだれこんだ。

　深く口づけを交わしながら、お互いの服を脱がせる。生まれたままの姿になる頃には、すでにオレリアの秘所は蜜を零し、セザールの昂りも腹につくほどに反り立っていた。

「ああ、オレリア……オレリア……私の、愛する人……」

「セザール。もっと、よく見てください。私の全部を……ねぇ、貴方の印がたくさん……」

　消えかけると上書きされるセザールの所有印。

　その一つ一つを辿るように、彼の手を導く。

「私も……つけていいですか？」

「……はい」

　セザールが上ずった声で頷いて、オレリアは彼と体勢を入れ替えた。

　夫の腹に跨って、厚い胸板に手を這わせる。

「素敵……」

　そういえば、こんなにじっくりとセザールの身体を見たことはなかったかもしれない。

　ずいぶんと回復した目に、はっきり映る逞しい身体は、思っていた以上に官能を刺激する。

　太い首や広い肩幅は男性的で、女性も羨むような白い肌とは対照的な体格だ。筋肉が程よくついており、胸板も腹筋も硬い。

　首筋に顔を埋めると、ほんのりと汗の匂いが感じられた。

　それが彼の興奮している証だと思うと、ずくんと腹の奥が疼く。

「ああ、オレリア……今、何を想像されたのですか？　蜜が、零れてきましたよ……」

　腹にぬめりを感じたセザールが嬉しそうに呟き、オレリアの腰から臀部へと手を滑らせた。

　柔らかな双丘を揉みながら、その谷間に指を這わせる。

「あん……だめ、です……私が、印をつけるまで……待ってください」

　オレリアが腰をくねらせると、セザールはクスッと笑う。

「……すみません。では、早く……貴女の印をつけてください」

　セザールはそう言って両手を広げてベッドに投げ出した。

　オレリアの好きにしていいということなのだろう。

「セザールの身体……とても素敵です。興奮します」

　オレリアはまず胸元に吸い付いたのだが、セザールがつけるような印は浮かばない。

「強く吸ったのに……」

　印が浮かぶはずの場所を指でくるくると撫でると、セザールははぁっと熱い息を漏らした。

「……噛みついてみてはいかがですか？」

「それでは痛いのではありませんか？」

「貴女に与えられるものならば、何でも……気持ちいいですよ」

　セザールに頭を撫でられて、オレリアは再び胸元に唇を近づけた。

　歯型がつくように強めに噛むと、セザールがビクッとする。

「ああ……貴女のかわいらしい歯の形が……わかりますよ」

「でも、やっぱり痛そうです……」

　赤くなった痕を見て、オレリアはその上から舌を這わせた。

　ねっとりと舌全体を使うと、セザールが息を詰まらせる。その呼吸の仕方は、いつも彼が感じたときに耐えるときのもの。

「気持ちいい、ですか？」

「ん……ええ、とても……」

「では、こちらは……どうですか？」

　はむ、と……唇に蕾のような胸の突起を含む。

　いつもセザールにされることを思い出しながら、口を窄めて吸い付いて、突起が硬く尖ったら舌でちろちろと嬲った。

「あっ……オレ、リア……」

「気持ちいいですか？」

「ん、く……はぁ……あっ、気持ち、いいです……」

　セザールの声に余裕がなくなるのが嬉しくて、オレリアは夢中で小さな突起を舐め回す。

　唾液でべっとりと濡れたら、指で捏ねたり摘まんだりしながら、もう片方を口で愛撫する。

「ああ……」

　じんわりとセザールの肌が汗ばんでいくのがわかる。

　跨いだ腹に力が入るのも、呼吸のたびに胸板が上下する様子も……全部が愛おしい。

　セザールがオレリアの乳房を夢中で吸う気持ちがわかった気がした。

　二つの突起を交互に刺激した後は、ゆっくりと唇を下げていく。

　うっすらと鍛えられた証の線が浮き出た腹はオレリアの蜜で濡れていて、彼の汗と混ざっていやらしい味がした。

　やがて、下腹にぴたりとくっついた昂りに辿り着く。

「きちんと見るのは……初めてですね。以前は視界がぼんやりしていたから……」

「あ……オレリア……っ」

　オレリアの視線を悦ぶかのように、ぴくぴくと動く昂り。彼女はその先端をそっと握り、指先で先端のぬめりを確かめた。

「すごいです……セザールも、気持ちよくなると……濡れるのですね」

　ゆっくりと先端から根元まで手を動かす。

　ぬちゅ、と卑猥な音がして、オレリアの手の中で昂りがさらに膨らんだ。

「う、あ……はぁ、っ、く……あ……」

　セザールはシーツを握って呻き、腰を震わせている。

「セザール……可愛いです。無防備に、私に委ねてくださって……」

　オレリアの手の中で欲望を膨らませる彼が愛おしくてしかたない。

　もっとたくさん愛してあげたい――オレリアはその心のままに、彼のものに唇を近づけた。

「ん、は……くぅ……」

　セザールが呻きながら感じるのが嬉しくて、オレリアは根元から先端までをべろりと舐め上げる。

　先端のくぼみをちろちろとくすぐるようにすると、セザールの身体に力が入るのがわかった。

　彼の反応する場所は、気持ちいい場所……オレリアは膨らんだ先端をぺろぺろと舐めながら根元を手で扱く。

「はぁ……もう、だめ、です……オレリア……我慢、できなく……っ」

　セザールが上半身を起こして、オレリアの頭を撫でた。

　もうやめてほしいという合図なのだということはわかったけれど、その余裕のない表情をもっと見たくて、オレリアは舐めていた先端を咥えた。

「っ、あ……オレリア……ッ」

　予想通り……いや、それ以上に敏感に反応したセザールに嬉しくなり、オレリアは口内で彼の昂りに舌を這わせる。

　唇をすぼめて顔を上下させると、セザールが今まで以上に身体を震わせた。

「っ、オレリア、お願いします……もう、本当に我慢……できません」

　潤んだ緑色の瞳に懇願され、オレリアは名残惜しさを感じつつも唇を離す。

「我慢しないでください」

　セザールはいつもオレリアを何度も絶頂に導く。

　オレリアもそうしてあげたいのに、ダメなのだろうか。

「私は……貴女の中でイきたいです」

　呼吸を整えながら、セザールはオレリアの頭を撫でた。

　自分の上に乗った彼女の身体を引き寄せ、蜜口にはちきれんばかりの昂りを宛がう。

「こちらの可愛い口で食べられてしまいそうなのも興奮しましたが……」

　セザールが唇をなぞるだけで蜜が彼のものを濡らす。

「いやらしいほうの口も……私を食べたいみたいですよ？」

「あん……も、入って……んッ」

「ふふ、違います。貴女が私を呑み込んでいるんです」

　無意識に腰を落としたオレリアに、セザールが恍惚の息を吐く。

　じわじわと隘路を広げていく熱塊は、いやらしくうねる媚肉の誘いに従って奥へと沈んでいった。

「私のものを舐めただけで、こんなに濡らしていたのですね」

　セザールはオレリアの細い腰を撫でながら、彼女の胸の膨らみに顔を埋める。

　柔らかな弾力を確かめるように肌を啄み、先端をぱくりと咥えた。

「あ……は、あっ……ああ……」

　じっくりと優しく舌で撫でられると、そのざらついた感触や温度が伝わって身体の奥が疼く。

　その疼痛に身悶えると腰が揺れて……身体の奥からさらに愉悦が沸き起こった。

「腰が動いていますよ……オレリア」

「だって……気持ち、いい……あっ……もっとぉ……」

　いつもより貪欲に、積極的に求めるオレリアを、セザールは眩しそうに見つめる。

「嬉しい……オレリア。ご自分で動いてみますか？　ほら、気持ちのいいところを探してください。私のものが、いいところを突くように……」

「ん……あ……」

　ゆらゆらと腰を動かされたのは、最初だけ。

　オレリアは恥部を擦りつけるように腰を揺らしていたが、奥の肉壁に昂りの先が当たるとそれが気持ちよくて没頭していった。

「あ……ああ……っ、は、あん……あっ」

　セザールはベッドに背を預けて、夢中で腰を振るオレリアを見つめている。

　恥ずかしいのに、彼の視線を受けると……もっと乱れたいと思う。

　セザールの腹についた手に伝わる彼の興奮が、オレリアが気持ちよくなるほどに高まっていくのがわかるから。

「素敵ですよ、オレリア……ああ、とても美しい」

　揺れる乳房に手を伸ばし、セザールがうっとりと微笑む。

　オレリアはいつしか足をベッドにつけ、上下に身体を揺らして快感を貪った。

「あっ、ああ……あ、いい……セザール、気持ち、いいっ」

　動くたびに、セザールの手のひらに胸の頂が擦れる。

　さらに奥を何度も突かれて、オレリアの身体は熱を帯びるばかり……

　何よりも、乱れる姿を見られているということが一番彼女を煽った。

「あんっ、セザール」

　だが、まだ足りない。

　もっと欲しい。

　自分の感じる場所だけを突かれるのは気持ちいいけれど……もっと、激しく、セザールの好きなようにされたい。

「ふふ、物足りないような顔ですね」

　セザールは妻の淫乱な思考を読み取ったらしく、ゆっくりと身体を起こした。

　繋がったまま体勢を変え、オレリアに覆いかぶさる。

「あ……たくさん、中に欲しいです……もっと突いて……私のことを、めちゃくちゃに……して」

「本当に、いけない人ですね……もう何度も爆ぜそうになるのを、我慢しているというのに」

　オレリアを責めるような言い方をしつつも、嬉しそうに顔を綻ばせるセザール。

　彼は妻の乱れた髪を梳きながら、ゆっくりと律動を始めた。

「だって……私だけでしょう？　私だけが、セザールを愛し……貴方の愛を受け止められるのではありませんか」

　オレリアだけが愛し、愛される。

「ええ、そうです。私だけが、オレリアを愛し……貴女に愛される……」

　セザールだけが愛し、愛される。

　この世界には――

「あなただけ、です」

　二人の唇が重なる瞬間、お互いの存在を確かめるように出た言葉。

　強く抱き合いながら、舌を絡める。

　ほんの少しの隙間さえ厭うように重なって、繋がって……

　呼吸が苦しくなるのもかまわず、夢中で貪った。

　熱い吐息が部屋の温度を上げていく。

　セザールの昂りが奥を突くたびに、ぐちゅりと粘度のある水音が響いた。

「は……んっ、あ……」

「ああ……もう、我慢できません」

　セザールが苦しそうに呻き、オレリアの腰を掴む。

「あっ、いい……私も、きちゃう……！　ああっ」

　オレリアはセザールの腕を掴みながら喘いだ。

　昂りをギリギリまで引き抜かれる一瞬の喪失感と歯痒さが、すぐに最奥まで満たされることでさらに大きな快感となって腹の奥に溜まっていく。

　セザールは絶頂に向かって夢中で腰を振り、オレリアも羞恥など忘れて嬌声を上げた。

「あっ、あ……ああッ、あんっ……」

　彼を受け入れるために大きく開いた足が揺れ、ベッドが軋み、行為の激しさを物語っている。

　呼吸を忘れてしまうような強烈な快楽――オレリアの爪先に力が入り、中が収縮してセザールの昂りを締め付けた。

「っく……オレリア……ッ」

「ん、あぁ――」

　セザールが腰を震わせるのと同時に、オレリアにも絶頂が訪れた。

　彼女の奥に白濁を注ぎ込みながら、セザールは小刻みに奥を突く。オレリアの中は、彼の精を一滴も逃すまいとうねってすべてを呑みこもうとしているかのようだ。

「わかりますか？　私を……離そうと、しないです……」

　セザールがオレリアの腹を指でなぞる。

　すでに硬さを取り戻しつつある昂りの形を、肌の上から確かめるような動きに、オレリアの身体がビクビクと反応した。

「ん……離したくない、です……」

　オレリアはけだるげにセザールに視線を向け、彼の腰に両脚を絡める。

　足先に力を入れて彼の身体を引き寄せると、中に埋まったままの熱塊が膨らんだ気がした。

「セザール……もっと、愛してください」

「もちろんです」

　こうして繋がっているだけで、すべてが満たされる。

　離れていることに違和感を覚えるほど……一つになっていることが自然に思えた。
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　夜が更ける。

　月明かりがほんのり差し込むベッドの上。

　照らされているのは、睦み合う二人だけ――

















終章












　オレリアとセザールがグラニエ男爵夫妻に会いに行ってから数日後、ペルティエ公爵夫妻は突然首都にやってきた。

「ようこそいらっしゃいました。お義父様、お義母様。オレリアと申します」

「父上、母上。ご無沙汰しております」

　ペルティエ公爵は、オレリアを見て顔をしかめたけれど、隣の息子に視線を移し、開きかけた口を閉じる。

「まぁまぁ……！　セザールが夢中になる娘がどんな子かと思ったら、本当にイヴェットにそっくりだわ。パーティに参加したっていう……お名前は何て言ったかしら？　あのご婦人の言う通りだったわねぇ、あなた」

「……ああ」

　うふふと目を細めて上品な微笑みを浮かべる夫人――セザールの母は、イヴェットに似ているオレリアの姿に驚いてはいたものの、結婚に異を唱える気配は感じられなかった。

　むしろ、これが当然であるかのように嬉しそうで、オレリアも笑みを返す。

「ありがとうございます。セザールの理想の妻になれるよう、精進いたしますわ」

「オレリア、貴女はもう私の理想そのものですよ」

　セザールがオレリアの肩を抱き寄せて囁く。オレリアはそんな夫を上目遣いで見つめると、舅姑の前ということも忘れてうっとりしてしまう。

　息子夫婦の仲睦まじい様子を見て、公爵夫人は「よかったわねぇ、セザール」と微笑む。

　その隣では、公爵が咳払いをし、口を開いた。

「……そろそろ、新婚生活も落ち着いた頃かと思ってな。お前に爵位を譲る準備を本格的に始めるつもりで来た」

「そうでしたか。ありがとうございます」

　セザールが父に頭を下げるのに倣って、オレリアも腰を折る。

「そんなに堅苦しい挨拶はいらないわよぉ。それにしても、この屋敷は変わっていないのねぇ」

「はい、お義母様。セザールも私も、お屋敷のものはできるだけ変えずに生活していくつもりですわ」

　玄関ホールから屋敷の中の様子をうかがう義母にオレリアが説明すると、彼女は不思議そうに首を傾げた。

「あらぁ……そうなの？　私たちに遠慮しているのなら、気にしないでいいのよ。私たちはこれからも領地で気ままに暮らすつもりだもの。流行も移り変わるでしょうし、オレリアの好きに変えてちょうだい」

「流行はすぐに廃れてしまいますわ。それよりも、ずっと変わらない私たちの愛を……大切にすべきだと思いますの。やっと、あるべき姿になったのですもの。ねぇ、セザール？」

「ええ」

　この屋敷に足りなかったものは、ただ一つだった。

　セザールを真に愛し、理解する存在。

　彼に愛される存在。

　欠けたパズルのピースが見つかった今、ペルティエ公爵邸は、これ以上変えようのない理想の空間なのだ。

　二人が頷き合うのを見て、義母はやや首を傾げつつも「二人がそう言うのなら、いいのだけれど」と納得したようだった。

　隣の義父は相変わらず何も言わない。

　オレリアを初めて見たときに怪訝そうな顔をしたくらい――それもほんの一瞬――で、ほとんど表情を変えない。まるで、絵画のような……

　そこで、ふとオレリアの頭に「変えるべきもの」が浮かんだ。

「ああ、でも……ひとつだけ、変えたいものがあるのです」

「まぁ！　そういうのは、思いついたときにすぐに変えた方がいいわ。それで、何を新調したいの？　お祝いに買ってあげるわ」

　義母は二人に何か祝いの品を贈りたかったようだ。

　屋敷の模様替えを提案したのも、そのための口実だったのかもしれない。

「家族の肖像画を……飾りたいのです。お義父様とお義母様と、セザールと私の……家族の肖像画です」

「まぁまぁ、なんて素敵なの！　あ、そこのあなた、さっそく画家を呼んでちょうだい」

　義母が近くに控えていた使用人に声をかける。

　オレリアは「ありがとうございます」と笑顔を舅姑に向け、セザールにもたれかかった。

　これで、すべてが完璧になる。






　ペルティエ公爵家の肖像画に描かれたのは、家族四人――赤毛で水色の瞳が印象的な女性は、夫と腕を組み幸せそうに微笑んでいた。
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